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第 1 章

基本的な IP ルーティング

この章では、基本的な IPルーティングを設定する方法について説明します。インターネットプ
ロトコル（IP）は、パケットのルーティングのためのアドレシング情報と制御情報が格納され
た、ネットワーク層（レイヤ 3）プロトコルです。 IPは RFC 791に規定されており、インター
ネットプロトコルスイートの主要なネットワーク層プロトコルです。

• 機能情報の確認, 1 ページ

• 基本的な IPルーティングに関する情報, 2 ページ

• 基本的な IPルーティングの設定方法, 9 ページ

• 基本的な IPルーティングの設定例, 20 ページ

• その他の関連資料, 35 ページ

• 基本的な IPルーティングの機能情報, 36 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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基本的な IP ルーティングに関する情報

可変長サブネットマスク

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）、Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）、Open Shortest Path First（OSPF）、Routing Information Protocol（RIP）バージョン 2、お
よびスタティックルートは、可変長サブネットマスク（VLSM）をサポートします。VLSMによ
り、異なるインターフェイスの同じネットワーク番号に別のマスクを使用できるため、IPアドレ
スを維持し、使用可能なアドレス空間をより効率的に使用できます。ただし、VLSMを使用する
と、ネットワーク管理者によるアドレスの割り当てや現行の管理も難しくなります。

VLSMおよび適切なアドレス割り当て方法の詳細については、RFC 1219を参照してください。

VLSMの使用決定については、慎重に検討してください。アドレス割り当ては間違えやすく、
一般的に VLSMを使用したネットワークのモニタは複雑になります。

（注）

VLSMを実装する最善の方法は、既存のアドレッシング計画を維持し、いくつかのネットワーク
を段階的に VLSMに移行してアドレスレンジを回復することです。

スタティックルート

スタティックルートは、指定のパスを通るように発信元と宛先の間でパケットを移動させるユー

ザ定義のルートです。スタティックルートは、デバイスが特定の宛先へのルートを確立できない

場合に重要になることがあります。また、ルーティングできないすべてのパケットを送るラスト

リゾートゲートウェイを指定する場合にも役立ちます。

スタティックルートを設定するには、ip route prefix mask {ip-address | interface-type interface-number
[ip-address]} [distance] [name] [permanent | track number] [tag tag]グローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用します。

スタティックルートは、削除されるまでデバイス設定に残ります（no ip routeグローバルコン
フィギュレーションコマンドを使用します）。ただし、アドミニストレーティブディスタンス

値を慎重に割り当てることにより、ダイナミックルーティング情報でスタティックルートを上書

きすることができます。アドミニストレーティブディスタンスは、個々のルータやルータのグ

ループなど、ルーティング情報発信元の信頼性を表す数値です。数値的に、アドミニストレー

ティブディスタンスは 0～ 255の整数です。通常は、値が大きいほど、信頼性の格付けが下がり
ます。アドミニストレーティブディスタンスが 255の場合はルーティング情報の送信元をまった
く信頼できないため、無視する必要があります。

各ダイナミックルーティングプロトコルには、デフォルトのアドミニストレーティブディスタ

ンスが設定されています（下の表を参照）。ダイナミックルーティングプロトコルからの情報

でスタティックルートを上書きする場合は、スタティックルートのアドミニストレーティブディ

スタンスがダイナミックプロトコルのものよりも大きいことを確認します。
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表 1：ダイナミックルーティングプロトコルのデフォルトアドミニストレーティブディスタンス

デフォルト距離ルートの送信元

0接続されているインターフェイス

1スタティックルート

5Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）サマリールート

20外部ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）

90内部 EIGRP

100Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）

110Open Shortest Path First（OSPF）

115Intermediate System to Intermediate System（IS-IS）

120ルーティング情報プロトコル（RIP）

140外部ゲートウェイルーティングプロトコル

（EGP）

160On Demand Routing（ODR）

170外部 EIGRP

200内部 BGP

255Unknown

インターフェイスを指定したスタティックルートは、redistribute staticルータコンフィギュレー
ションコマンドがRIP、EIGRP、およびその他のダイナミックルーティングプロトコルに指定さ
れているかどうかにかかわらず、それらのルーティングプロトコルを介してアドバタイズされま

す。これらのスタティックルートがアドバタイズされるのは、インターフェイスを指し示すスタ

ティックルートが接続された結果、静的な性質を失ったとルーティングテーブルで見なされるた

めです。ただし、networkコマンドで定義されたネットワークではないインターフェイスへのス
タティックルートを定義する場合、redistribute staticコマンドがこれらのプロトコルに指定され
ない限り、ダイナミックルーティングプロトコルはルートをアドバタイズしません。

インターフェイスがダウンすると、ダウンしたインターフェイスを経由するすべてのスタティッ

クルートが IPルーティングテーブルから削除されます。また、スタティックルートの転送先デ
バイスアドレスに指定されたアドレスに有効なネクストホップをソフトウェアが検出できない場

合も、IPルーティングテーブルからスタティックルートが削除されます。
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Eクラスの送信元アドレス（240.0.0.0/4）を持つパケットは、Cisco ASR 1000シリーズアグリ
ゲーションサービスルータでドロップされますが、RFC 1812（IP Version 4ルータの要件）
は、特に送信元アドレスに対してでなく、宛先アドレスに対してのみこの動作を定義します。

（注）

デフォルトルート

ラストリゾートゲートウェイとしても知られるデフォルトルートは、ルーティングテーブルに

明示的には表示されていないネットワークにアドレス指定されたパケットをルーティングするた

めに使用されます。デバイスはすべてのネットワークへのルートを定められない場合がありま

す。完全なルーティング機能を提供するために、ネットワーク管理者は一部のデバイスをスマー

トデバイスとして使用し、残りのデバイスにそのスマートデバイスへのデフォルトルートを提

供します。（スマートデバイスには、インターネットワーク全体のルーティングテーブル情報

があります）。デフォルトルートは動的に配信されるか、または個々のデバイスに手動で設定で

きます。

ほとんどのダイナミックな内部ルーティングプロトコルには、スマートデバイスがダイナミック

なデフォルト情報を生成し、それを他のデバイスに渡す処理を発生させるメカニズムが含まれま

す。

次のコマンドを使用してデフォルトルートを設定できます。

• ip default-gateway

• ip default-network

• ip route 0.0.0.0 0.0.0.0

IPルーティングがデバイス上でディセーブルな場合にデフォルトゲートウェイを定義するには、
ip default-gatewayグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用できます。たとえば、デ
バイスがホストの場合、デバイスのデフォルトゲートウェイを定義するためにこのコマンドを使

用できます。また、このコマンドは、デバイスがブートモードのときに、デバイスにシスコソ

フトウェアイメージを転送するために使用できます。ブートモードでは、IPルーティングはデ
バイスでイネーブルにされていません。

ip default-gatewayコマンドとは異なり、デバイスで IPルーティングがイネーブルになっている場
合に ip default-networkコマンドを使用できます。 ip default-networkコマンドを使用してネット
ワークを指定すると、デバイスは、インストールのためのそのネットワークへのルートを、その

デバイスのラストリゾートゲートウェイとして認識します。

ip default-networkコマンドを使用して設定されたラストリゾートゲートウェイは、デフォルト
ルートを伝播させるルーティングプロトコルに応じて、異なる方法で伝播されます。デフォルト

ルートを伝播する Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）と Enhanced Interior Gateway Routing
Protocol（EIGRP）では、ip default-networkコマンドで指定されたネットワークは IGRPまたは
EIGRPで認識されている必要があります。ネットワークは、ルーティングテーブルの IGRPまた
はEIGRPから派生したネットワークである必要があります。または、ネットワークへのルートを
生成するために使用するスタティックルートは、IGRPまたは EIGRPに再配布されるか、これら
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のプロトコルにnetworkコマンドを使用してアドバタイズする必要があります。ラストリゾート
ゲートウェイが ip default-networkコマンドを使用して設定されている場合、ルーティング情報プ
ロトコル（RIP）は、ネットワーク 0.0.0.0にルートをアドバタイズします。 ip default-networkコ
マンドで指定されたネットワークは、明示的に RIPでアドバタイズする必要はありません。

ip route 0.0.0.0 0.0.0.0コマンドを使用して、ネットワーク 0.0.0.0 0.0.0.0へのスタティックルート
を作成することは、デバイスのラストリゾートゲートウェイを設定するもう 1つの方法です。 ip
default-networkコマンドと同様に、0.0.0.0へのスタティックルートを使用することは、ルーティ
ングプロトコルには依存しません。ただし、IPルーティングをデバイスでイネーブルにする必要
があります。 IGRPはネットワーク 0.0.0.0へのルートを認識しません。したがって、ip route
0.0.0.0 0.0.0.0コマンドを使用して作成されたデフォルトルートを伝播できません。 ip
default-networkコマンドを使用して、IGRPがデフォルトルートを伝搬するようにします。

EIGRPは、ネットワーク0.0.0.0へのルートを伝播しますが、スタティックルートはルーティング
プロトコルに再配布する必要があります。

シスコソフトウェアのリリースによっては、ip route 0.0.0.0 0.0.0.0コマンドを使用して作成され
たデフォルトルートは、RIPデバイスによって自動的にアドバタイズされます。一部のリリース
では、ルートが RIPによって学習されていない場合、RIPはデフォルトルートをアドバタイズし
ません。 redistributeコマンドを使用して、RIPへのルートの再配布が必要な場合があります。

ip route 0.0.0.0 0.0.0.0コマンドを使用して作成されたデフォルトルートは、Open Shortest Path First
（OSPF）および Intermediate System to Intermediate System（IS-IS）で伝播されません。また、こ
れらのデフォルトルートは、OSPFまたは IS-ISに redistributeコマンドを使用して再配布できま
せん。 OSPFまたは IS-ISルーティングドメインにデフォルトルートを生成するには、
default-information originateコマンドを使用します。

デフォルトネットワーク

デフォルトネットワークは、ルーティングテーブルに確立されていない宛先にパケットをルー

ティングするために使用されます。 IPルーティングがデバイスでイネーブルになっている場合に
デフォルトネットワークを設定するには、ip default-network network-numberグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用できます。デフォルトネットワークを設定すると、デバイスは、

インストールのためのそのネットワークへのルートを、そのデバイスのラストリゾートゲート

ウェイとして認識します。

ラストリゾートゲートウェイ

デフォルト情報をダイナミックルーティングプロトコルを介して渡している場合、その他の設定

は不要です。ルーティングテーブルは定期的にスキャンされ、デフォルトルートとして最適な

デフォルトネットワークが選択されます。ルーティング情報プロトコル（RIP）の場合、ネット
ワーク 0.0.0.0という唯一の選択肢しかありません。 Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）の場合、システムデフォルトの候補となるいくつかのネットワークがある場合があり
ます。シスコソフトウェアは、アドミニストレーティブディスタンスとメトリックの両方の情

報を使用して、デフォルトルート（ラストリゾートゲートウェイ）を判断します。選択したデ

フォルトルートは、show ip route特権 EXECコマンドのラストリゾートゲートウェイの表示に
表示されます。
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ダイナミックなデフォルト情報がソフトウェアに渡されない場合、デフォルトルートの候補を ip
default-networkグローバルコンフィギュレーションコマンドで指定します。この方法では、ip
default-networkコマンドは引数として未接続ネットワークを使用します。このネットワークが任
意のソース（ダイナミックまたはスタティック）のルーティングテーブルに表示される場合、デ

フォルトルート候補としてフラグが付けられ、デフォルトルートとして使用できる選択肢になり

ます。

デバイスのデフォルトネットワークにインターフェイスがなく、そのネットワークに対するルー

トはある場合、そのネットワークはデフォルトパス候補と見なされます。ルート候補は検査さ

れ、アドミニストレーティブディスタンスおよびメトリックに基づいて最適な候補が選択されま

す。最適なデフォルトパスに対するゲートウェイは、ラストリゾートゲートウェイになります。

パスの最大数

デフォルトでは、ほとんどの IPルーティングプロトコルでルーティングテーブルに最大 4つの
パラレルルートがインストールされます。スタティックルートには、常に 6つのルートがイン
ストールされます。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は例外で、デフォルトでは宛先へ
のパスが 1つ（最良パス）しか許可されていません。ただし、BGPは、等コストおよび不等コス
トマルチパスのロードシェアリングを使用するように設定できます。

ルーティングテーブルへのインストールを設定できるパラレルルートの数は、インストールされ

ているシスコソフトウェアのバージョンによって変わります。許可されるパラレルパスの最大

数を変更するには、ルータコンフィギュレーションモードで maximum-paths number-pathsコマ
ンドを使用します。

マルチインターフェイスの負荷分散

マルチインターフェイスの負荷分散により、複数のインターフェイスにわたって同じ宛先に向か

うトラフィックを効率的に制御できます。 traffic-share minルータコンフィギュレーションコマ
ンドでは、同じ宛先に複数のパスを使用できる場合、最小メトリックのパスだけがルーティング

テーブルにインストールされるように指定します。許可されるパスの数が 7つ以上になることは
ありません。ダイナミックルーティングプロトコルの場合、パスの数はmaximum-pathsルータ
コンフィギュレーションコマンドによって制御します。スタティックルートの発信元には、6つ
のパスをインストールできます。それよりも多くのパスを利用できる場合、余分なパスは廃棄さ

れます。インストールされたいくつかのパスがルーティングテーブルから削除されると、保留中

のルートが自動的に追加されます。

ルーティング情報の再配布

シスコソフトウェアは、複数のルーティングプロトコルを同時に実行するだけでなく、あるルー

ティングプロトコルから別のルーティングプロトコルに情報を再配布できます。たとえば、

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）で送信されたルートを、ルーティング情報プ
ロトコル（RIP）を使用して再アドバタイズしたり、EIGRPプロトコルを使用してスタティック
ルートを再アドバタイズするようにデバイスを設定できます。あるルーティングプロトコルから
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別のルーティングプロトコルへの再配布は、すべての IPベースルーティングプロトコルで設定
できます。

また、2つのドメイン間でルートマップを設定することにより、ルーティングドメイン間でルー
トの再配布を条件に応じて制御することもできます。ルートマップは、permitおよびdenyステー
トメント、matchおよび set句、およびシーケンス番号を使用して設定されるルートまたはパケッ
トフィルタです。

再配布はプロトコルに依存しない機能ですが、matchおよび setコマンドのいくつかは特定のプロ
トコルに固有のものです。

1つまたは複数のmatchコマンドおよび 1つまたは複数の setコマンドを、ルートマップコンフィ
ギュレーションモードで設定します。 matchコマンドがない場合、すべてが一致します。 setコ
マンドがない場合、設定アクションは実行されません。

再配布用のルートマップを定義するには、route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]グ
ローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。

ルーティングプロトコルのメトリックを、必ずしも別のルーティングプロトコルのメトリックに

変換する必要はありません。たとえば、RIPメトリックはホップカウントですが、EIGRPメト
リックは 5つのメトリック値の組み合わせです。このような場合、再配布されるルートにダイナ
ミックメトリックが割り当てられます。この場合の再配布は、ルーティングループを防ぐため

に、インバウンドフィルタリングと共に一貫して慎重に適用する必要があります。

redistributeコマンドに設定したオプションを削除するには、期待する結果が得られるように no
redistributeコマンドを慎重に使用する必要があります。

サポートされるメトリック変換

ここでは、ルーティングプロトコル間でサポートされる自動メトリック変換について説明しま

す。次の説明では、メトリック変換に代わるデフォルト再配布メトリックが定義されていないこ

とを前提とします。

•ルーティング情報プロトコル（RIP）は自動的にスタティックルートを再配布できます。ス
タティックルートにはメトリック 1（直接接続）が割り当てられます。

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、通常、ルーティングアップデートでメトリッ
クを送信しません。

•スタティックルートと関連のインターフェイスが Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）ネットワークステートメントで扱われる限り、EIGRPは他の EIGRPルートの自
律システムから自動的にスタティックルートを再配布できます。 EIGRPは、スタティック
ルートに対して、直接接続として指定するメトリックを割り当てます。EIGRPは、他の自律
システムの EIGRPアップデートから派生したルートのメトリックを変更しません。

デフォルトメトリックが設定されている限り、すべてのプロトコルが他のルーティングプロ

トコルからルートを再配布できることに注意してください。

（注）
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no redistribute コマンド実装のプロトコルの違い

redistributeコマンドに設定したオプションを削除するには、期待する結果が得られるように
no redistributeコマンドを慎重に使用する必要があります。ほとんどの場合、キーワードを変
更またはディセーブルにしても、他のキーワードの状態には影響しません。

注意

異なるプロトコルでは、no redistributeコマンドは次のように異なる方法で実装されます。

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）、Open Shortest Path First（OSPF）、およびルー
ティング情報プロトコル（RIP）の設定で、no redistributeコマンドは、実行コンフィギュ
レーションの redistributeコマンドから、指定されたキーワードのみを除外します。これら
では、その他のプロトコルから再配布するときに、減算キーワードの方式を使用します。た

とえば、BGPで no redistribute static route-map interiorを設定する場合、ルートマップのみ
が再配布から除外され、redistribute staticがフィルタなしでそのまま残ります。

• no redistribute isisコマンドは、実行コンフィギュレーションから Intermediate System to
Intermediate System（IS-IS）の再配布を削除します。 IS-ISは、IS-ISが再配布されているかど
うかや、プロトコルを再配布しているかどうかに関係なく、コマンド全体を削除します。

• Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）は、EIGRPコンポーネントバージョン
rel5より前の減算キーワード方式を使用していました。 EIGRPコンポーネントバージョン
rel5以降、noredistributeコマンドによって、他のプロトコルから再配布するときにredistribute
コマンド全体が削除されます。

ルーティング情報発信元のフィルタリング

いくつかのルーティング情報が他の情報よりも正確な場合があるため、ルーティング情報発信元

のフィルタリングにより、さまざまな発信元からのルーティング情報に優先順位を付けられます。

アドミニストレーティブディスタンスは、個々のデバイスやデバイスのグループなど、ルーティ

ング情報発信元の信頼性を表す数値です。大規模なネットワークでは、一部のルーティングプロ

トコルとデバイスが、ルーティング情報発信元として他よりも信頼性が高い場合があります。ま

た、複数のルーティングプロセスが IPの同じデバイスで実行されている場合、同じルートを複数
のルーティングプロセスによってアドバタイズできます。アドミニストレーティブディスタン

スの値を指定すると、デバイスはルーティング情報の送信元をインテリジェントに区別できるよ

うになります。常にルーティングプロトコルのアドミニストレーティブディスタンスが最短（値

が最小）であるルートが選択されます。

ネットワークごとに独自の要件があるため、アドミニストレーティブディスタンスの割り当てに

関する一般的なガイドラインはありません。ネットワーク全体のアドミニストレーティブディス

タンスの適切なマトリクスを判断する必要があります。

たとえば、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）とルーティング情報プロトコル
（RIP）を使用するデバイスを検討します。 EIGRPから派生するルーティング情報を RIPから派
生するルーティング情報よりも信頼すると仮定します。この例では、デフォルトのEIGRPアドミ
ニストレーティブディスタンスがデフォルトのRIPアドミニストレーティブディスタンスよりも

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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小さいため、デバイスは EIGRPから派生する情報を使用して RIPから派生する情報を無視しま
す。ただし、EIGRPから派生する情報の発信元が失われた場合（発信元ネットワークの停電な
ど）、デバイスは EIGRPから派生する情報が再提示されるまでRIPから派生する情報を使用しま
す。

アドミニストレーティブディスタンスを使用して、同じルーティングプロトコルを実行して

いるデバイスからのルーティング情報を格付けすることもできます。フォワーディングルー

プなど、整合性のないルーティング情報が生じる可能性があるため、アドミニストレーティブ

ディスタンスのこの特定用途に不慣れな場合、この使用方法は推奨しません。

（注）

ルートの重みは、distanceコマンドでは設定できなくなりました。ルートの重みを設定するに
は、ルートマップを使用します。

（注）

認証キー管理およびサポートされるプロトコル

キー管理を使用すると、ルーティングプロトコルで使用される認証キーを制御できます。キー管

理をサポートしないプロトコルもあります。認証キーは、ディレクタレスポンスプロトコル

（DRP）エージェント、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）、およびルーティン
グ情報プロトコル（RIP）バージョン 2で利用可能です。

キーチェーンを定義し、キーチェーンに属するキーを特定し、各キーの有効期間を指定して認証

キーを管理できます。各キーには独自のキー IDがあります（key chainコンフィギュレーション
コマンドで指定します）。キー IDはローカルに保存されます。キー ID、およびメッセージに関
連付けられたインターフェイスの組み合わせにより、使用中の認証アルゴリズムおよびメッセー

ジダイジェストアルゴリズム 5（MD5）認証キーが一意に識別されます。

複数のキーにライフタイムを設定できます。存在する有効なキーの数にかかわらず、送信される

認証パケットは 1つだけです。キー番号はソフトウェアによって昇順に調べられ、最初に見つ
かった有効なキーが使用されます。キー変更中は、有効期間が重なっても問題ありません。

基本的な IP ルーティングの設定方法

ルーティング情報の再配布

ルートマップを使用した再配布の制御の有無にかかわらず、1つのルーティングドメインから別
のルーティングドメインにルートを再配布できます。どのルートを再配布するかを制御するに

は、ルートマップを設定し、redistributeコマンドからルートマップを参照します。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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ここでは、使用するプロトコルに応じて、ルート（ルートマップ）を再配布するための条件を定

義する方法、ルートを再配布する方法、ルートの再配布のためにオプションを削除する方法につ

いて説明します。

再配布ルートの条件の定義

ルートマップは、ルート再配布を制御するため（またはポリシーベースルーティングを実装す

るため）に使用できます。 1つのルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルに
ルートを再配布するための条件を定義するには、route-mapコマンドを設定します。その後、必
要に応じて、ルートマップコンフィギュレーションモードで少なくとも 1個の matchコマンド
を使用します。少なくとも 1個のmatchコマンドがこのタスクで使用されるのは、このタスクの
目的が、再配布の基準となる 1つ以上の条件を定義する方法を示すことであるためです。

ルートマップは、matchコマンドには必要はありませんが、setコマンドにのみ指定できます。
matchコマンドがない場合、すべてがルートマップに一致します。

（注）
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このテーブルに示されない他の matchコマンドが多数あります。追加の matchコマンドにつ
いては、『Cisco IOS Master Command List』を参照してください。

（注）

目的コマンドまたはアクション

BGP自律システムパスアクセスリストを照
合します。

match as-path path-list-number

BGPコミュニティを照合します。match community {standard-list-number |
expanded-list-number | community-list-name match
community[exact]}

パケットのポリシールーティングが許可され

ている、または標準アクセスリスト、拡張ア

クセスリスト、またはプレフィックスリス

トで許可されている宛先ネットワークアドレ

スを持つルートを照合します。

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number...|
access-list-name] | prefix-list prefix-list-name
[prefix-list-name...]}

指定したメトリックを持つルートに一致しま

す。
match metric metric-value

指定されたアクセスリストの1つによって渡
された、ネクストホップデバイスアドレス

を照合します。

match ip next-hop {access-list-number |
access-list-name} [access-list-number |
access-list-name]

指定したタグの値に一致します。match tag tag-value [tag-value]

指定したインターフェイスをネクストホップ

として使用するルートを照合します。
match interface type number [type number]

アドバタイズされたアクセスリストによって

指定されたアドレスを照合します。
match ip route-source {access-list-number |
access-list-name} [access-list-number |
access-list-name]

指定したルートのタイプに一致します。match route-type {local | internal | external
[type-1 | type-2] | level-1 | level-2}

一致基準が満たされた場合（ルートマップによって再配布されるルートで）に、システムが実行

するルーティングアクションを任意に指定するには、必要に応じて、ルートマップコンフィギュ

レーションモードで 1つまたは複数の setコマンドを使用します。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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ルートマップは、setコマンドには必要はありませんが、matchコマンドにのみ指定できます。（注）
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このテーブルに示されない他の setコマンドがあります。追加の setコマンドについては、
『Cisco IOS Master Command List』を参照してください。

（注）

目的コマンドまたはアクション

コミュニティ属性を設定します（BGP用）。set community {community-number [additive]
[well-known]| none}

ルートダンプニングパラメータを設定しま

す（BGP用）。
set dampening halflife reuse suppress
max-suppress-time

パスにローカルプリファレンス値を割り当

てます（BGP用）。
set local-preference number-value

ルートオリジンコードを設定します。set origin {igp | egp as-number | incomplete}

自律システムパスを変更します（BGP用）。set as-path{tag | prepend as-path-string }

ネクストホップのアドレスを指定します。set next-hop next-hop

タグテーブルの自動計算をイネーブルにし

ます。
set automatic-tag

ルートをインポートするエリアを指定しま

す。
set level {level-1 | level-2 | level-1-2 | stub-area
| backbone}

再配布されるルートのメトリック値を設定し

ます（EIGRP以外のすべてのプロトコル）。
set metric metric-value

再配布されるルートのメトリック値を設定し

ます（EIGRP専用）。
set metric bandwidth delay reliability load mtu

再配布されるルートのメトリックタイプを

設定します。
set metric-type {internal | external | type-1 |
type-2}

ネクストホップの内部ゲートウェイプロト

コル（IGP）メトリックと一致するように、
外部 BGPネイバーにアドバタイズされるプ
レフィックスのMulti Exit Discriminator
（MED）値を設定します。

set metric-type internal

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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目的コマンドまたはアクション

set tag tag-value 再配布されるルートに適用するタグ値を設定

します。

ルーティングドメイン間でのルートの再配布

1つのルーティングドメインから別のルーティングドメインにルートを再配布してルート再配布
を制御するには、この作業を実行します。この作業は、BGPドメインにOSPFルートを再配布す
る方法を示します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system
4. redistribute protocol [process-id] {level-1 | level-1-2 | level-2} [metric metric-value] [metric-type

type-value] [match {internal | external type-value}] [tag tag-value] [route-map map-tag] [subnets]
5. default-metric number
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

BGPルーティングプロセスをイネーブルにし、ルー
タコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

Device(config)# router bgp 109

ステップ 3   

指定されたルーティングドメインから別のルーティン

グドメインにルートを再配布します。

redistribute protocol [process-id] {level-1 |
level-1-2 | level-2} [metric metric-value]
[metric-type type-value] [match {internal |

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

external type-value}] [tag tag-value] [route-map
map-tag] [subnets]

例：
Device(config-router)# redistribute ospf
2 level-1

再配布されたルートのデフォルトのメトリック値を設

定します。

default-metric number

例：
Device(config-router)# default-metric 10

ステップ 5   

redistributeコマンドで指定されたメトリッ
ク値は、default-metricコマンドを使用して
指定されたメトリック値に優先します。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 6   

再配布ルートのオプションの削除

redistributeコマンドに設定したオプションを削除するには、期待する結果が得られるように
no redistributeコマンドを慎重に使用する必要があります。

注意

異なるプロトコルでは、no redistributeコマンドは次のように異なる方法で実装されます。

• BGP、OSPF、RIPの設定では、no redistributeコマンドは、実行コンフィギュレーションの
redistributeコマンドから、指定されたキーワードのみを削除します。これらでは、その他
のプロトコルから再配布するときに、減算キーワードの方式を使用します。たとえば、BGP
で no redistribute static route-map interiorを設定する場合、ルートマップのみが再配布から
除外され、redistribute staticがフィルタなしでそのまま残ります。

• no redistribute isisコマンドは、実行コンフィギュレーションから IS-IS再配布を削除します。
IS-ISは、IS-ISが再配布されているかどうかや、プロトコルを再配布しているかどうかに関
係なく、コマンド全体を削除します。

• EIGRPは、EIGRPコンポーネントバージョン rel5の前は、減算キーワード方式を使用して
いました。 EIGRPコンポーネントバージョン rel5以降、no redistributeコマンドによって、
他のプロトコルから再配布するときに redistributeコマンド全体が削除されます。

• no redistribute connectedコマンドで、redistributeコマンドが router bgpまたは router ospf
コマンドで設定されている場合、動作は減算になります。 router isisまたは router eigrpコ
マンドで設定されている場合、動作はコマンドの完全な削除になります。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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次のOSPFコマンドは、ルータコンフィギュレーションモードの再配布から削除されるさまざま
なオプションを示します。

目的コマンドまたはアクション

設定されたメトリックの値

1000と設定されたサブ
ネットを削除し、設定で

redistribute connectedコマ
ンドを保持します。

no redistribute connected metric 1000 subnets

設定されたメトリックの値

1000を削除し、設定で
redistribute connected
subnetsコマンドを保持し
ます。

no redistribute connected metric 1000

設定されたサブネットを削

除し、設定で redistribute
connected metric
metric-valueコマンドを保
持します。

no redistribute connected subnets

redistribute connectedコマ
ンドとコマンドに設定され

たすべてのオプションを削

除します。

no redistribute connected

ルーティング情報のフィルタリングの設定

ルートがOpen Shortest Path First（OSPF）プロセス間で再配信される場合、OSPFメトリックは
保持されません。

（注）

ルーティングアップデートでのルートのアドバタイジングの制御

他のデバイスが 1つまたは複数のルートを学習しないように、ルーティングアップデートでの
ルートのアドバタイズを抑制できます。ルーティングアップデートでルートのアドバタイズを抑

制するには、ルータコンフィギュレーションモードで、distribute-list {access-list-number |
access-list-name} out [interface-name | routing-process | as-number]コマンドを使用します。

Open Shortest Path First（OSPF）では、インターフェイス名を指定できません。 OSPFに使用する
場合、この機能は外部ルートにのみ適用されます。
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ルーティングアップデートの処理の制御

着信アップデートに含まれている特定のルートを処理することを回避したい場合があります（こ

れは、Open Shortest Path First（OSPF）または Intermediate System to Intermediate System（IS-IS）に
は適用されません）。着信アップデートのルートを抑制するには、distribute-list{access-list-number
| access-list-name} in [interface-type interface-number]コマンドをルータコンフィギュレーションモー
ドで使用します。

ルーティング情報発信元のフィルタリング

ルーティング情報発信元をフィルタリングするには、distance ip-address wildcard- mask
[ip-standard-acl | ip-extended-acl | access-list-name]コマンドをルータコンフィギュレーションモー
ドで使用します。

認証キーの管理

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. key chain name-of-chain
4. key number
5. key-string text
6. accept-lifetime start-time {infinite | end-time | duration seconds}
7. send-lifetime start-time {infinite | end-time | duration seconds}
8. end
9. show key chain

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

複数のキーにライフタイムを設定できます。存在

する有効なキーの数にかかわらず、送信される認証

パケットは 1つだけです。キー番号はソフトウェ
アによって昇順に調べられ、最初に見つかった有効

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
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目的コマンドまたはアクション

なキーが使用されます。キー変更中は、有効期間

が重なっても問題ありません。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

キーチェーンを定義して、キーチェーンコン

フィギュレーションモードを開始します。

key chain name-of-chain

例：
Device(config)# key chain chain1

ステップ 3   

キーチェーンコンフィギュレーションモード

でキー番号を識別し、キーチェーンキーコン

フィギュレーションモードを開始します。

key number

例：
Device(config-keychain)# key key1

ステップ 4   

キーストリングを確認します。key-string text

例：
Device(config-keychain-key)# key-string string1

ステップ 5   

キーを受け入れることができる期間を指定し

ます。

accept-lifetime start-time {infinite | end-time | duration
seconds}

例：
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime
13:30:00 Dec 22 2011 duration 7200

ステップ 6   

キーを送信できる期間を指定します。send-lifetime start-time {infinite | end-time | duration
seconds}

ステップ 7   

例：
Device(config-keychain-key)# send-lifetime
14:30:00 Dec 22 2011 duration 3600

キーチェーンキーコンフィギュレーション

モードを終了して、特権 EXECモードに戻り
ます。

end

例：
Device(config-keychain-key)# end

ステップ 8   

（任意）認証キー情報を表示します。show key chain

例：
Device# show key chain

ステップ 9   
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IP ネットワークのモニタリングおよびメンテナンス

IP ルーティングテーブルからのルートの消去
特定のテーブルのすべての内容を削除できます。特定の構造の内容が無効になっている、または

無効であると思われるときに、テーブルの消去が必要になる場合があります。

IPルーティングテーブルから 1つまたは複数のルートを除外するには、clear ip route {network
[mask] | *}コマンドを特権 EXECモードで使用します。

システムおよびネットワーク統計情報の表示

システムおよびネットワークの統計情報を表示するには、次の showコマンドを使用できます。
IPルーティングテーブル、キャッシュ、データベースの内容など、特定の統計情報を表示できま
す。また、ノードの到達可能性に関する情報を表示し、デバイスから送信されたパケットがネッ
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トワークを通過するルーティングパスを検出することもできます。この情報は、リソースの使用

状況を判定してネットワークの問題を解決するために使用されます。

目的コマンドまたはアクション

ポリシールートキャッシュのキャッシュエン

トリを表示します。
show ip cache policy

ローカルポリシールートマップがある場合は

それを表示します。
show ip local policy

ポリシールートマップを表示します。show ip policy

アクティブルーティングプロトコルのパラ

メータと現在の状態を表示します。
show ip protocols

ルーティングテーブルの現在の状態を表示し

ます。
show ip route [ip-address [mask] [longer-prefixes]
| protocol [process-id] | list {access-list-number
| access-list-name} | static download]

サマリー形式でルーティングテーブルの現在

のステータスを表示します。
show ip route summary

スーパーネットを表示します。show ip route supernets-only

認証キーの情報を表示します。show key chain [name-of-chain]

設定されたすべてのルートマップ、または指

定した1つのルートマップだけを表示します。
show route-map [map-name]

基本的な IP ルーティングの設定例

例：可変長サブネットマスク

次の例では、クラス Bネットワークアドレス 172.16.0.0に 2つの異なるサブネットマスクを使用
します。 /24サブネットマスクは、LANインターフェイスに使用されます。 /24マスクの場合、
1つのサブネットにつきホスト IPアドレスを 254個持つサブネットを 265個使用できます。 /24
マスクを使用するサブネット範囲の最後のサブネット（172.16.255.0）は、ポイントツーポイント
インターフェイスでの使用に予約されており、さらに長い /30マスクを割り当てられます。
172.16.255.0で /30マスクを使用すると、1つのサブネットにつきホストアドレスを 2つ持つサブ
ネットが 64個（172.16.255.0～ 172.16.255.252）作成されます。
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注意：一義的なルーティングを確実なものにするために、ネットワーク内のLANインターフェイ
スには 172.16.255.0/24を割り当てないでください。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.16.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ! 8 bits of host address space reserved for GigabitEthernet interfaces
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Serial 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.16.255.5 255.255.255.252
Device(config-if)# ! 2 bits of address space reserved for point-to-point serial interfaces
Device(config-if)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 172.16.0.0
Device(config-router)# ! Specifies the network directly connected to the device

例：ダイナミックプロトコルによるスタティックルートの上書き

次の例では、アドミニストレーティブディスタンスが 110未満のルートを使用できない場合、デ
バイス B（スタティックルートをインストール済み）からネットワーク 10.0.0.0へのパケットは
172.18.3.4経由でルーティングされます。次の図は、この例を示します。アドミニストレーティ
ブディスタンスが 110未満のプロトコルによって学習されたルートにより、デバイス Bはネット
ワーク 10.0.0.0宛てのトラフィックを代替パスであるデバイス Dを経由させて送ります。

Device(config)# ip route 10.0.0.0 255.0.0.0 172.18.3.4 110

図 1：スタティックルートの上書き

例：IP ルーティングがディセーブルな場合のスタティック IP ネクスト
ホップとしての IP デフォルトゲートウェイ

次の例では、IPルーティングがディセーブルの場合に、デフォルトルートとして IPアドレス
172.16.5.4を設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
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Device(conf)# no ip routing
Device(conf)# ip default-gateway 172.16.15.4

例：アドミニストレーティブディスタンス

次の例では、router eigrpグローバルコンフィギュレーションコマンドで、自律システム 1での
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルーティングを設定します。 networkコマン
ド設定により、ネットワーク 192.168.7.0と 172.16.0.0で EIGRPルーティングが指定されます。 1
つめの distanceルータコンフィギュレーションコマンドでは、デフォルトのアドミニストレー
ティブディスタンスが 255に設定されます。これにより、明示的なディスタンスが設定されてい
ないデバイスからのルーティングアップデートをすべて無視するようにデバイスに対して指示し

ます。 2つめの distanceコマンドでは、内部 EIGRPルートに 80のアドミニストレーティブディ
スタンス、外部 EIGRPルートに 100のアドミニストレーティブディスタンスが設定されます。 3
つめの distanceコマンドでは、アドレス 172.16.1.3のデバイスに 120のアドミニストレーティブ
ディスタンスが設定されます。

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# network 192.168.7.0
Device(config-router)# network 172.16.0.0
Device(config-router)# distance 255
Device(config-router)# distance eigrp 80 100
Device(config-router)# distance 120 172.16.1.3 0.0.0.0

EIGRPから派生したルートのアドミニストレーティブディスタンスを設定するには、distance
eigrpコマンドを使用する必要があります。

（注）

次の例では、アドレス 192.168.7.18のデバイスにアドミニストレーティブディスタンス 100を割
り当て、サブネット192.168.7.0のその他すべてのデバイスにアドミニストレーティブディスタン
ス 200を割り当てます。

Device(config-router)# distance 100 192.168.7.18 0.0.0.0
Device(config-router)# distance 200 192.168.7.0 0.0.0.255

ただし、これら 2つのコマンドの順序を逆にすると、アドレス 192.168.7.18のデバイスを含め、
サブネット 192.168.7.0のすべてのデバイスにアドミニストレーティブディスタンス 200が割り当
てられます。

Device(config-router)# distance 200 192.168.7.0 0.0.0.255
Device(config-router)# distance 100 192.168.7.18 0.0.0.0

アドミニストレーティブディスタンスの割り当ては、固有の問題を解決するために使用でき

ます。ただし、アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティングループまたは他の

ネットワーク障害が発生しないように、慎重に一貫して適用する必要があります。

（注）

次の例では、学習される IPルートのディスタンス値は 90です。デフォルトのアドミニストレー
ティブディスタンス値が 110のルートよりも、これらの IPルートが優先されます。

Device(config)# router isis
Device(config-router)# distance 90 ip
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例：スタティックルーティングの再配布

次の例では、3つのスタティックルートが指定されます。そのうち 2つはアドバイタイズされま
す。スタティックルートは、redistribute staticルータコンフィギュレーションコマンドを指定
し、これら 2つのネットワークだけが Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセ
スに渡されることを許可するアクセスリストを指定することによって作成されます。再配布され

るスタティックルートは、ルーティングループ発生の可能性を最小限に抑えるために、1つのデ
バイスだけから発信される必要があります。

Device(config)# ip route 192.168.2.0 255.255.255.0 192.168.7.65
Device(config)# ip route 192.168.5.0 255.255.255.0 192.168.7.65
Device(config)# ip route 10.10.10.0 255.255.255.0 10.20.1.2
Device(config)# !
Device(config)# access-list 3 permit 192.168.2.0 0.0.255.255
Device(config)# access-list 3 permit 192.168.5.0 0.0.255.255
Device(config)# access-list 3 permit 10.10.10.0 0.0.0.255
Device(config)# !
Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# network 192.168.0.0
Device(config-router)# network 10.10.10.0
Device(config-router)# redistribute static metric 10000 100 255 1 1500
Device(config-router)# distribute-list 3 out static

例：EIGRP 再配布
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルーティングプロセスは、1つの自律システ
ムだけにルーティング情報を提供します。シスコソフトウェアは、サービスを提供する自律シス

テムごとに個別のEIGRPプロセスを実行し、異なるルーティングデータベースを維持する必要が
あります。ただし、これらのルーティングデータベース間でルーティング情報を転送できます。

次の設定では、ネットワーク 10.0.0.0が EIGRP自律システム 1の下で設定され、ネットワーク
192.168.7.0が EIGRP自律システム 101の下で設定されます。

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# network 10.0.0.0
Device(config-router)# exit
Device(config)# router eigrp 101
Device(config-router)# network 192.168.7.0

次の例では、ネットワーク 192.168.7.0からのルートが自律システム 1に再配布されます（自律シ
ステム 101からのその他のルーティング情報は渡しません）。

Device(config)# access-list 3 permit 192.168.7.0
Device(config)# !
Device(config)# route-map 101-to-1 permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 3
Device(config-route-map)# set metric 10000 100 1 255 1500
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# redistribute eigrp 101 route-map 101-to-1
Device(config-router)#!

次の例は、ネットワーク 192.168.7.0から自律システム 1にルートを再配布するための代替方法で
す。前の設定とは違い、この方法では再配布されるルートのメトリックを設定できません。

Device(config)# access-list 3 permit 192.168.7.0
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Device(config)# !
Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# redistribute eigrp 101
Device(config-router)# distribute-list 3 out eigrp 101
Device(config-router)# !

例：EIGRP と RIP 間の相互再配布
内部ルーティングプロトコルとしてルーティング情報プロトコル（RIP）を使用する大学での
WANを想定します。ルーティングプロトコルとして Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）を使用する地域ネットワーク 172.16.0.0にこの大学がWANを接続すると想定します。
この場合の目的は、地域ネットワーク内のデバイスに、大学のネットワーク内のネットワークを

アドバタイズすることです。

次の例では、相互再配布が EIGRPと RIPの間に構成されます。

Device(config)# access-list 10 permit 172.16.0.0
Device(config)# !
Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# network 172.16.0.0
Device(config-router)# redistribute rip metric 10000 100 255 1 1500
Device(config-router)# default-metric 10
Device(config-router)# distribute-list 10 out rip
Device(config-router)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# redistribute eigrp 1
Device(config-router)# !

この例では、EIGRPルーティングプロセスが開始されます。 networkルータコンフィギュレー
ションコマンドにより、ネットワーク 172.16.0.0（地域ネットワーク）が EIGRPルーティング情
報を送受信するように設定されます。 redistributeルータコンフィギュレーションコマンドによ
り、RIPから派生したルーティング情報がルーティングアップデートでアドバタイズされるよう
に設定されます。 default-metricルータコンフィギュレーションコマンドにより、EIGRPメト
リックが RIPから派生したすべてのルートに割り当てられます。 distribute-listルータコンフィ
ギュレーションコマンドにより、シスコソフトウェアに対して、アクセスリスト 10（この例で
は定義されません）を使用して、各送信アップデートのエントリを制限するように指示します。

アクセスリストにより、地域ネットワークへの大学ルートの不正なアドバタイズが防止されま

す。

例：EIGRP と BGP 間の相互再配布
次の例では、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）とボーダーゲートウェイプロト
コル（BGP）の間で相互再配布が設定されます。

EIGRPルーティングプロセス 101からのルートはBGP自律システム 50000に挿入されます。フィ
ルタは、適切なルート（この場合は 3つのネットワーク）がアドバタイズされるように設定され
ます。 BGP自律システム 50000からのルートが、EIGRPルーティングプロセス 101に挿入され
ます。同じフィルタが使用されます。

Device(config)# ! All networks that should be advertised from R1 are controlled with ACLs:

Device(config)# access-list 1 permit 172.18.0.0 0.0.255.255
Device(config)# access-list 1 permit 172.16.0.0 0.0.255.255
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Device(config)# access-list 1 permit 172.25.0.0 0.0.255.255
Device(config)# ! Configuration for router R1:
Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# network 172.18.0.0
Device(config-router)# network 172.16.0.0
Device(config-router)# neighbor 192.168.10.1 remote-as 2
Device(config-router)# neighbor 192.168.10.15 remote-as 1
Device(config-router)# neighbor 192.168.10.24 remote-as 3
Device(config-router)# redistribute eigrp 101
Device(config-router)# distribute-list 1 out eigrp 101
Device(config-router)# exit
Device(config)# router eigrp 101
Device(config-router)# network 172.25.0.0
Device(config-router)# redistribute bgp 50000
Device(config-router)# distribute-list 1 out bgp 50000
Device(config-router)# !

他の適切なオプションがない場合、BGPは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）に再配布され
ます。BGPから IGPへの再配布は、配布リスト、IPプレフィックスリスト、およびプレフィッ
クス番号を制限するためのルートマップステートメントを使用した適切なフィルタと共に適

用されます。

注意

例：OSPF ルーティングおよびルート再配布
OSPFは、通常、多数の内部ルータ、エリア境界ルータ（ABR）、および自律システム境界ルータ
（ASBR）間での調整が必要です。 OSPFベースのデバイスは最低でも、すべてのデフォルトパ
ラメータ値を使用し、認証なしで、インターフェイスをエリアに割り当てて設定できます。

ここでは、次の設定例について説明します。

•最初の例は、基本的な OSPFコマンドを示した簡単な設定です。

• 2番目の例は、任意に割り当てられた単一のOSPF自律システム内での内部デバイス、ABR、
および ASBRの設定を示しています。

• 3番目の例は、より複雑な設定と、OSPFベースのルーティング環境の制御で使用できるさま
ざまなツールの用途を示しています。

例：基本的な OSPF 設定
次の例では、OSPFルーティングプロセス 1をイネーブルにし、エリア 0.0.0.0にギガビットイー
サネットインターフェイス 0/0/0を接続し、OSPFから RIPと OSPFから RIPに再配布するシンプ
ルな OSPFの設定を示します。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.16.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip ospf cost 1
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0
Device(config-if)# ip address 172.17.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 172.18.0.0 0.0.255.255 area 0.0.0.0
Device(config-router)# redistribute rip metric 1 subnets
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Device(config-router)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 172.17.0.0
Device(config-router)# redistribute ospf 1
Device(config-router)# default-metric 1
Device(config-router)# !

次の例では、4つのエリア IDを 4つの IPアドレス範囲に割り当てています。この例では、OSPF
ルーティングプロセス 1が初期化され、4つの OSPFエリア（10.9.50.0、2、3、および 0）が定義
されます。エリア 10.9.50.0、2、および 3は特定のアドレス範囲をマスクし、エリア 0は他のす
べてのネットワークで OSPFをイネーブルにします。

Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 172.18.20.0 0.0.0.255 area 10.9.50.0
Device(config-router)# network 172.18.0.0 0.0.255.255 area 2
Device(config-router)# network 172.19.10.0 0.0.0.255 area 3
Device(config-router)# network 0.0.0.0 255.255.255.255 area 0
Device(config-router)# exit
Device(config)# ! GigabitEthernet interface 0/0/0 is in area 10.9.50.0:
Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.18.20.5 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# ! GigabitEthernet interface 1/0/0 is in area 2:
Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0
Device(config-if)# ip address 172.18.1.5 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# ! GigabitEthernet interface 2/0/0 is in area 2:
Device(config)# interface GigabitEthernet 2/0/0
Device(config-if)# ip address 172.18.2.5 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# ! GigabitEthernet interface 3/0/0 is in area 3:
Device(config)# interface GigabitEthernet 3/0/0
Device(config-if)# ip address 172.19.10.5 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# ! GigabitEthernet interface 4/0/0 is in area 0:
Device(config)# interface GigabitEthernet 4/0/0
Device(config-if)# ip address 172.19.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# ! GigabitEthernet interface 5/0/0 is in area 0:
Device(config)# interface GigabitEthernet 5/0/0
Device(config-if)# ip address 10.1.0.1 255.255.0.0
Device(config-if)# !

各networkルータコンフィギュレーションコマンドは順番に評価されるため、設定ではこれらの
コマンドの特定の順序が重要になります。シスコソフトウェアは、各インターフェイスの

address/wildcard-maskペアを順番に評価します。詳細については、『IP Routing Protocols Command
Reference』を参照してください。

1つめの networkコマンドについて考察します。エリア ID 10.9.50.0が、サブネット 172.18.20.0
があるインターフェイスに設定されます。ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0に一
致が判定されたと仮定します。ギガビットイーサネットインターフェイス0/0/0はエリア10.9.50.0
だけに接続されます。

2つめのnetworkコマンドが次に評価されます。エリア2について、同じ処理がすべてのインター
フェイスに適用されます（ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0を除く）。ギガビッ
トイーサネットインターフェイス1/0/0に一致が判定されたと仮定します。OSPFがそのインター
フェイスに対してイネーブルになり、ギガビットイーサネット1/0/0がエリア2に接続されます。

インターフェイスをOSPFエリアに接続するこのプロセスは、すべてのnetworkコマンドに対して
継続します。この例にある最後のnetworkコマンドは特別な場合なので、注意してください。こ
のコマンドを使用すると、すべての利用可能なインターフェイス（明示的に別のエリアに接続さ

れていないもの）が、エリア 0に接続されます。
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例：内部デバイス、ABR、および ASBR の設定
次の図は、単一の OSPF自律システム内にあるさまざまなデバイスの設定例を図示した一般的な
ネットワークマップです。

図 2：OSPF 自律システムのネットワークマップ例

この設定では、OSPF自律システム 1に 5つのデバイスが設定されています。

•デバイス Aとデバイス Bは、両方ともエリア 1内の内部デバイスです。

•デバイス Cは OSPF ABRです。デバイス Cでは、エリア 1が E3に割り当てられ、エリア 0
が S0に割り当てられることに注意してください。
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•デバイスDは、エリア 0（バックボーンエリア）の内部デバイスです。この場合、どちらの
networkルータコンフィギュレーションコマンドも同じエリア（エリア 0、つまりバック
ボーンエリア）を指定しています。

•デバイス Eは OSPF ASBRです。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートは OSPF
に再配布され、これらのルートは OSPFによってアドバタイズされることに注意してくださ
い。

OSPF自律システムのすべてのエリアの定義を、自律システム内のすべてのデバイスの設定に
含める必要はありません。直接接続されたエリアだけ、定義する必要があります。次の例で

は、ABR（デバイス C）がエリア 1にサマリーリンクステートアドバタイズメント（LSA）
を挿入するときに、エリア 0のルートがエリア 1のデバイス（デバイスAおよびデバイスB）
によって学習されます。

（注）

自律システム 60000は、IPアドレス 172.16.1.6で、外部ピアへの BGPリンクを介して外部に接続
されます。

次に、上の図の一般的なネットワークマップの設定例を示します。

デバイス A の設定 -- 内部デバイス

Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0
Device(config-if)# ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 192.168.1.0 0.0.0.255 area 1
Device(config-router)# exit

デバイス B の設定 -- 内部デバイス

Device(config)# interface GigabitEthernet 2/0/0
Device(config-if)# ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 192.168.1.0 0.0.0.255 area 1
Device(config-router)# exit

デバイス C の設定 -- ABR

Device(config)# interface GigabitEthernet 3/0/0
Device(config-if)# ip address 192.168.1.3 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Serial 0/0/0
Device(config-if)# ip address 192.168.2.3 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 192.168.1.0 0.0.0.255 area 1
Device(config-router)# network 192.168.2.0 0.0.0.255 area 0
Device(config-router)# exit

デバイス D の設定 -- 内部デバイス

Device(config)# interface GigabitEthernet 4/0/0
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Device(config-if)# ip address 10.0.0.4 255.0.0.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Serial 1/0/0
Device(config-if)# ip address 192.168.2.4 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 192.168.2.0 0.0.0.255 area 0
Device(config-router)# network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 0
Device(config-router)# exit

デバイス E の設定 -- ASBR

Device(config)# interface GigabitEthernet 5/0/0
Device(config-if)# ip address 10.0.0.5 255.0.0.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Serial 2/0/0
Device(config-if)# ip address 172.16.1.5 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 0
Device(config-router)# redistribute bgp 50000 metric 1 metric-type 1
Device(config-router)# exit
Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# network 192.168.0.0
Device(config-router)# network 10.0.0.0
Device(config-router)# neighbor 172.16.1.6 remote-as 60000

例：複雑な OSPF 設定
次の設定例では、ABRの設定でいくつかのタスクを実行しています。これらのタスクは 2つの一
般カテゴリに分けられます。

•基本的な OSPF設定

•ルート再配布
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この設定で概略を示した個々のタスクについて、次に簡単に説明します。次の図は、インター

フェイスのネットワークアドレス範囲とエリア割り当てを示します。

図 3：OSPF のインターフェイスとエリア指定の設定例

この例の基本的な設定作業は、次のとおりです。

•ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0からギガビットイーサネットインターフェ
イス 3/0/0のアドレス範囲を設定します。

•各インターフェイスで OSPFをイネーブルにします。

•各エリアおよび各ネットワークに OSPF認証パスワードを設定します。

•リンクステートメトリックおよびその他のOSPFインターフェイス設定オプションを割り当
てます。

•エリア ID 10.0.0.0のスタブエリアを作成する（areaルータコンフィギュレーションコマン
ドの authenticationおよび stubオプションは、別々の areaコマンドエントリで指定されま
すが、1つの areaコマンドにマージできます）。

•バックボーンエリア（エリア 0）を指定します。

再配布に関連した設定タスクを次に示します。

•さまざまなオプションが設定された OSPFに Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）およびルーティング情報プロトコル（RIP）を再配布します（メトリックタイプ、
メトリック、タグ、およびサブネットなど）。

• EIGRPと OSPFを RIPに再配布する。

次に、OSPFの設定例を示します。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip address 192.168.110.201 255.255.255.0
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Device(config-if)# ip ospf authentication-key abcdefgh
Device(config-if)# ip ospf cost 10
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0
Device(config-if)# ip address 172.19.251.201 255.255.255.0
Device(config-if)# ip ospf authentication-key ijklmnop
Device(config-if)# ip ospf cost 20
Device(config-if)# ip ospf retransmit-interval 10
Device(config-if)# ip ospf transmit-delay 2
Device(config-if)# ip ospf priority 4
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 2/0/0
Device(config-if)# ip address 172.19.254.201 255.255.255.0
Device(config-if)# ip ospf authentication-key abcdefgh
Device(config-if)# ip ospf cost 10
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 3/0/0
Device(config-if)# ip address 10.56.0.201 255.255.0.0
Device(config-if)# ip ospf authentication-key ijklmnop
Device(config-if)# ip ospf cost 20
Device(config-if)# ip ospf dead-interval 80
Device(config-if)# exit

次の設定では、OSPFはネットワーク 172.19.0.0にあります。

Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 10.0.0.0
Device(config-router)# network 192.168.110.0 0.0.0.255 area 192.168.110.0
Device(config-router)# network 172.19.0.0 0.0.255.255 area 0
Device(config-router)# area 0 authentication
Device(config-router)# area 10.0.0.0 stub
Device(config-router)# area 10.0.0.0 authentication
Device(config-router)# area 10.0.0.0 default-cost 20
Device(config-router)# area 192.168.110.0 authentication
Device(config-router)# area 10.0.0.0 range 10.0.0.0 255.0.0.0
Device(config-router)# area 192.168.110.0 range 192.168.110.0 255.255.255.0
Device(config-router)# area 0 range 172.19.251.0 255.255.255.0
Device(config-router)# area 0 range 172.19.254.0 255.255.255.0
Device(config-router)# redistribute eigrp 200 metric-type 2 metric 1 tag 200 subnets
Device(config-router)# redistribute rip metric-type 2 metric 1 tag 200
Device(config-router)# exit

次の設定では、EIGRP自律システム 1が 172.19.0.0にあります。

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# network 172.19.0.0
Device(config-router)# exit
Device(config)# ! RIP for 192.168.110.0:
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 192.168.110.0
Device(config-router)# redistribute eigrp 1 metric 1
Device(config-router)# redistribute ospf 201 metric 1
Device(config-router)# exit

例：デフォルトメトリック値の再配布

次に、ルーティング情報プロトコル（RIP）および Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
（EIGRP）の両方を実行するように設定された自律システム 1のデバイスの例を示します。この
例では、RIPを使用して EIGRPから派生したルートをアドバタイズし、EIGRPから派生したルー
トに RIPメトリック 10を割り当てます。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# redistribute eigrp 1
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Device(config-router)# default-metric 10
Device(config-router)# exit

例：ルートマップを使用した場合と使用しない場合の再配布

ここでは、ルートマップを使用した場合と、使用しない場合の再配布の例を示します。 IPおよび
ConnectionlessNetworkService（CLNS）の両方のルーティングプロトコルの例が示されています。
次の例では、すべての Open Shortest Path First（OSPF）ルートを Enhanced Interior Gateway Routing
Protocol（EIGRP）に再配布します。

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# redistribute ospf 101
Device(config-router)# exit

次の例では、ホップカウントが 1のルーティング情報プロトコル（RIP）ルートをOSPFに再配布
しています。これらのルートは、メトリック 5、メトリックタイプ 1、およびタグ 1の外部リン
クステートアドバタイズメント（LSA）として OSPFに再配布されます。

Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# redistribute rip route-map rip-to-ospf
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map rip-to-ospf permit
Device(config-route-map)# match metric 1
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set metric-type type 1
Device(config-route-map)# set tag 1
Device(config-route-map)# exit

次の例では、OSPFで学習されたタグ7のルートを、RIPメトリック15として再配布しています。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# redistribute ospf 1 route-map 5
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map 5 permit
Device(config-route-map)# match tag 7
Device(config-route-map)# set metric 15

次の例では、シリアルインターフェイス 0/0/0のネクストホップデバイスで、OSPFエリア内お
よびエリア間ルートをボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）に 5の INTER_ASメトリックで
再配布します。

Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# redistribute ospf 1 route-map 10
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map 10 permit
Device(config-route-map)# match route-type internal
Device(config-route-map)# match interface serial 0/0/0
Device(config-route-map)# set metric 5

次の例では、2つのタイプのルートを（IPとCLNSのいずれもサポートする）統合 IS-ISルーティ
ングテーブルに再配布しています。 1つめのタイプは、タグ 5のOSPF外部 IPルートです。これ
らのルートは、メトリック 5のレベル 2 IS-ISリンクステートパケット（LSP）に挿入されます。
2番目のタイプはCLNSアクセスリスト2000と一致する ISO-IGRPから発生したCLNSプレフィッ
クスです。これらのルートはメトリック 30のレベル 2 IS-IS LSPに再配布されます。

Device(config)# router isis
Device(config-router)# redistribute ospf 1 route-map 2
Device(config-router)# redistribute iso-igrp nsfnet route-map 3

Device(config-router)# exit
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Device(config)# route-map 2 permit
Device(config-route-map)# match route-type external
Device(config-route-map)# match tag 5
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set level level-2
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# route-map 3 permit
Device(config-route-map)# match address 2000
Device(config-route-map)# set metric 30
Device(config-route-map)# exit

次の設定では、タグ 1、2、3、および 5の OSPF外部ルータがそれぞれメトリック 1、1、5、およ
び 5の RIPに再配布されています。タグ 4の OSPFルートは再配布されません。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# redistribute ospf 101 route-map 1
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map 1 permit
Device(config-route-map)# match tag 1 2
Device(config-route-map)# set metric 1
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# route-map 1 permit
Device(config-route-map)# match tag 3
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# route-map 1 deny
Device(config-route-map)# match tag 4
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# route map 1 permit
Device(config-route-map)# match tag 5
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# exit

次の設定の場合、RIPが学習したネットワーク 172.18.0.0のルートと ISO-IGRPが学習したプレ
フィックス 49.0001.0002のルートを、メトリック 5の IS-ISレベル 2 LSPに再配布します。

Device(config)# router isis
Device(config-router)# redistribute rip route-map 1
Device(config-router)# redistribute iso-igrp remote route-map 1
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map 1 permit
Device(config-route-map)# match ip address 1
Device(config-route-map)# match clns address 2
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set level level-2
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# access-list 1 permit 172.18.0.0 0.0.255.255
Device(config)# clns filter-set 2 permit 49.0001.0002...

次の設定例では、default-informationルータコンフィギュレーションコマンドでルートマップを
参照する手順を示しています。この参照タイプは、「条件付きのデフォルト発信元」と呼ばれま

す。 172.20.0.0がルーティングテーブルにある場合、OSPFはタイプ 2メトリック 5のデフォルト
ルート（ネットワーク 0.0.0.0）を発信します。

Device(config)# route-map ospf-default permit
Device(config-route-map)# match ip address 1
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set metric-type type-2
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# access-list 1 172.20.0.0 0.0.255.255
Device(config)# router ospf 101
Device(config-router)# default-information originate route-map ospf-default
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例：キー管理

次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。この例では、ソフトウェアは有
効なキーとして key1を常に受け入れて送信します。キー key2は午後 1:30から午後 3:30まで受
け入れられ、午後 2:00から午後 3:00まで送信されます。重複により、キーの移行またはデバイ
スの設定時間の相違に対処できます。同様に、キー key3はすぐに key2に従い、時刻の相違に対
処するためそれぞれに 30分あります。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Device(config-if)# ip rip authentication mode md5
Device(config-if)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 172.19.0.0
Device(config-router)# version 2
Device(config-router)# exit
Device(config)# key chain chain1
Device(config-keychain)# key 1
Device(config-keychain-key)# key-string key1
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# key 2
Device(config-keychain-key)# key-string key2
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 2005 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 2005 duration 3600
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# key 3
Device(config-keychain-key)# key-string key3
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 2005 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 2005 duration 3600
Device(config-keychain-key)# end

次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。

Device(config)# key chain chain1
Device(config-keychain)# key 1
Device(config-keychain-key)# key-string key1
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# key 2
Device(config-keychain-key)# key-string key2
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 00:00:00 Dec 5 2004 23:59:59 Dec 5 2005
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 06:00:00 Dec 5 2004 18:00:00 Dec 5 2005
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.19.104.75 255.255.255.0 secondary 172.19.232.147
255.255.255.240
Device(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Device(config-if)# media-type 10BaseT
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0
Device(config-if)# no ip address
Device(config-if)# shutdown
Device(config-if)# media-type 10BaseT
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Fddi 0
Device(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# no keepalive
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Fddi 1/0/0
Device(config-if)# ip address 172.16.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip rip send version 1
Device(config-if)# ip rip receive version 1
Device(config-if)# no keepalive
Device(config-if)# exit
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Device(config)# router rip
Device(config-router)# version 2
Device(config-router)# network 172.19.0.0
Device(config-router)# network 10.0.0.0
Device(config-router)# network 172.16.0.0
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Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

基本的な IP ルーティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2：基本的な IP ルーティングの機能情報

機能情報リリース機能名

IPルーティング機能により、こ
のモジュールと他の IPルー
ティングプロトコルのモジュー

ルで説明されている基本的な

IPルーティング機能が導入され
ました。

IPルーティング
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第 2 章

IPv6 ルーティング：スタティックルーティ
ング

この機能は、IPv6のスタティックルーティングを提供します。スタティックルートは、手動で
設定され、2つのネットワークデバイス間の明示パスを定義します。

• 機能情報の確認, 37 ページ

• IPv6ルーティング：スタティックルーティングの前提条件, 38 ページ

• IPv6ルーティング：スタティックルーティングの制約事項, 38 ページ

• IPv6ルーティング：スタティックルーティングに関する情報, 38 ページ

• IPv6スタティックルーティングの設定方法, 41 ページ

• IPv6スタティックルーティングの設定例, 45 ページ

• その他の関連資料, 48 ページ

• IPv6ルーティング：スタティックルーティングの機能情報, 49 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 ルーティング：スタティックルーティングの前提条
件

スタティック IPv6ルートでデバイスを設定する前に、ipv6 unicast-routingグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して IPv6パケットの転送をイネーブルにし、1つ以上のインター
フェイスで IPv6をイネーブルにし、そのインターフェイスで IPv6アドレスをイネーブルにする
必要があります。

IPv6 ルーティング：スタティックルーティングの制約事
項

• IPv6スタティックルートは、IPv4 ip routeコマンドのタグおよび永続キーワードをサポート
しません。

• IPv6は、仮想ルーティングおよび転送（VRF）テーブルへのスタティックルートの挿入をサ
ポートしていません。

•スタティック設定が、リブート時やユーザがデバイスを切断して再接続するときに失われる
ため、ダイナミックインターフェイス上でスタティック設定を設定しないでください。

IPv6 ルーティング：スタティックルーティングに関する
情報

スタティックルート

ネットワーキングデバイスでは、手動で設定したルート情報、またはルーティングプロトコルを

使用してダイナミックに学習したルート情報を使用して、パケットを転送します。スタティック

ルートは、手動で設定され、2つのネットワークデバイス間の明示パスを定義します。ダイナ
ミックルーティングプロトコルとは異なり、スタティックルートは動的に更新されず、ネット

ワークトポロジが変更された場合は手動で再設定する必要があります。スタティックルートを

使用する利点は、セキュリティが高まり、リソースが効率化されることです。スタティックルー

トでは、ダイナミックルーティングプロトコルよりも少ない帯域幅を使用し、ルートの計算およ

び通信に CPUサイクルが使用されません。スタティックルートを使用する場合の主なデメリッ
トは、ネットワークトポロジが変更された場合に自動的に再設定されないことです。

スタティックルートはダイナミックルーティングプロトコルに再配布できますが、ダイナミッ

クルーティングプロトコルによって生成されたルートは、スタティックルーティングテーブル
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に再配布できません。スタティックルートを使用するルーティングループの設定を回避するア

ルゴリズムはありません。

スタティックルートは、外部ネットワークへのパスが 1つしかない小規模ネットワークでは有用
です。また、大規模ネットワークの場合は、より厳格な制御が必要な、他のネットワークへの特

定のタイプのトラフィックやリンクにセキュリティを提供します。一般に、大半のネットワーク

では、ダイナミックルーティングプロトコルを使用してネットワーキングデバイス間の通信を

行いますが、特殊なケース用として 1つまたは 2つのスタティックルートを設定している場合が
あります。

直接接続されているスタティックルート

直接接続されたスタティックルートでは、出力インターフェイスだけが指定されます。宛先は、

出力インターフェイスに直接接続されていると想定されるため、パケットの宛先はネクストホッ

プアドレスとして使用されます。次に、このような定義の例を示します。

ipv6 route 2001:DB8::/32 gigabitethernet1/0/0

この例では、アドレスプレフィックス 2001:DB8::/32を持つすべての宛先がインターフェイス
GigabitEthernet1/0/0経由で直接到達可能であることを指定しています。

直接接続されたスタティックルートは、有効な IPv6インターフェイス（つまり、アップ状態にあ
り、かつ IPv6がイネーブルになっているインターフェイス）を示している場合にかぎり、IPv6
ルーティングテーブルに挿入される候補となります。

再帰スタティックルート

再帰スタティックルートでは、ネクストホップだけが指定されます。出力インターフェイスは

ネクストホップから取得されます。次に、このような定義の例を示します。

ipv6 route 2001:DB8::/32 2001:DB8:3000:1

この例では、アドレスプレフィックス 2001:DB8::/32を持つすべての宛先が、アドレス
2001:DB8:3000:1を持つホストを介して到着可能であることを指定しています。

再帰スタティックルートが有効である（つまり、IPv6ルーティングテーブルに挿入される候補で
ある）のは、指定したネクストホップが直接的または間接的に有効な IPv6出力インターフェイス
に解決され、ルートが自己再帰型ではなく、再帰深度が IPv6転送の最大再帰深度を超えていない
場合だけです。

自身のネクストホップ解決に使用されるのがそのルート自身である場合、ルートは自己再帰しま

す。たとえば、IPv6ルーティングテーブルに次のルートがあるとします。

IPv6 Routing Table - 9 entries
Codes: C - Connected, L - Local, S - Static, R - RIP, B - BGP

U - Per-user Static route
I1 - ISIS L1, I2 - ISIS L2, IA - ISIS interarea
O - OSPF intra, OI - OSPF inter, OE1 - OSPF ext 1, OE2 - OSPF ext 2

R 2001:DB8::/32 [130/0]
via ::, Serial2/0

B 2001:DB8:3000:0/16 [200/45]
Via 2001:DB8::0104
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次の例では、再帰 IPv6スタティックルートを定義します。

ipv6 route
2001:DB8::/32 2001:0BD8:3000:1

このスタティックルートは、自己再帰型であるため、IPv6ルーティングテーブルには挿入されま
せん。スタティックルートのネクストホップ 2001:DB8:3000:1は、自身が再帰ルートである（つ
まり、ネクストホップだけを指定する）BGPルート 2001:DB8:3000:0/16を介して解決されます。
BGPルートのネクストホップ 2001:DB8::0104はスタティックルートを介して解決されます。し
たがって、スタティックルートは、スタティックルート自身のネクストホップを解決するため

に使用されることになります。

一般に、自己再帰型スタティックルートの手動設定は禁止されていませんが、有用ではありませ

ん。ただし、IPv6ルーティングテーブルに挿入された再帰スタティックルートが、ダイナミッ
クルーティングプロトコルを介して学習された、ネットワークでの何らかの一時的変更の結果と

して自己再帰になる場合があります。このような状況が発生すると、スタティックルートが自己

再帰になった事実が検出され、そのスタティックルートは IPv6ルーティングテーブルから削除
されます（設定からは削除されません）。以降のネットワーク変更によって、スタティックルー

トが自己再帰でなくなる場合があります。この場合、そのスタティックルートは IPv6ルーティン
グテーブルに再挿入されます。

完全指定のスタティックルート

完全指定のスタティックルートでは、出力インターフェイスとネクストホップの両方が指定され

ています。この形式のスタティックルートは、出力インターフェイスがマルチアクセスインター

フェイスであり、ネクストホップを明示的に識別する必要がある場合に使用されます。ネクスト

ホップは、指定した出力インターフェイスに直接接続されている必要があります。次の例に、完

全指定のスタティックルートの定義を示します。

ipv6 route 2001:DB8:/32 gigabitethernet1/0/0 2001:DB8:3000:1

完全指定のルートが有効である（つまり、IPv6ルーティングテーブルに挿入される候補である）
のは、指定した IPv6インターフェイスが IPv6対応であり、かつアップ状態となっている場合で
す。

フローティングスタティックルート

フローティングスタティックルートは、設定されたルーティングプロトコルを介して学習され

たダイナミックルートのバックアップに使用されるスタティックルートです。フローティング

スタティックルートには、バックアップしているルーティングプロトコルよりも大きなアドミニ

ストレーティブディスタンスが設定されています。このため、ルーティングプロトコルを介し

て学習されたダイナミックルートは、フローティングスタティックルートよりも常に優先して

使用されます。ルーティングプロトコルを介して学習されたダイナミックルートが失われると、

フローティングスタティックルートが代わりに使用されます。次に、フローティングスタティッ

クルートを定義する例を示します。

ipv6 route 2001:DB8:/32 gigabitethernet1/0/0 2001:DB8:3000:1 210
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3つのタイプの IPv6スタティックルートのいずれも、フローティングスタティックルートとし
て使用できます。フローティングスタティックルートは、ダイナミックルーティングプロトコ

ルよりも大きいアドミニストレーティブディスタンスを使用して設定する必要があります。これ

は、小さいアドミニストレーティブディスタンスが設定されたルートの方が優先されるためで

す。

デフォルトで、スタティックルートはダイナミックルートよりも小さいアドミニストレーティ

ブディスタンスを持っているため、スタティックルートは、ダイナミックルートよりも優先

して使用されます。

（注）

IPv6 スタティックルーティングの設定方法

スタティック IPv6 ルートの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 route ipv6-prefix / prefix-length ipv6-address | interface-type interface-number ipv6-address]}

[administrative-distance] [administrative-multicast-distance | unicast|multicast] [tag tag]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

スタティック IPv6ルートを設定します。ipv6 route ipv6-prefix / prefix-length
ipv6-address | interface-type interface-number

ステップ 3   

•デフォルトのスタティック IPv6ルートは、シリア
ルインターフェイス上で設定されます。

ipv6-address]} [administrative-distance]
[administrative-multicast-distance | unicast|
multicast] [tag tag]
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目的コマンドまたはアクション

•この表の直後の構文例で、スタティックルートを
設定するための ipv6 routeコマンドの特別な使用
法を参照してください。

例：

Device(config)# ipv6 route ::/0 serial 2/0

デフォルトの IPv6 スタティックルートを使用するための再帰 IPv6 ス
タティックルートの設定

デフォルトでは、再帰 IPv6スタティックルートは、デフォルトルート（::/0）を使用して解決さ
れません。従来の動作に戻して、デフォルトルートを使用して解決できるようにするには、次の

作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 route static resolve default

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

デフォルトの IPv6スタティックルートを使用して再帰
IPv6スタティックルートを解決できるようにします。

ipv6 route static resolve default

例：

Device(config)# ipv6 route static
resolve default

ステップ 3   
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フローティングスタティック IPv6 ルートの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 route ipv6-prefix / prefix-length {ipv6-address | interface-type interface-number ipv6-address]}

[administrative-distance] [administrative-multicast-distance | unicast |multicast] [tag tag]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

スタティック IPv6ルートを設定します。ipv6 route ipv6-prefix / prefix-length
{ipv6-address | interface-type

ステップ 3   

•この例では、フローティングスタティック IPv6ルートが設
定されます。

interface-number ipv6-address]}
[administrative-distance]
[administrative-multicast-distance | unicast
|multicast] [tag tag] •デフォルトのアドミニストレーティブディスタンスは、次

のとおりです。

例：

Device(config)# ipv6 route
2001:DB8::/32 serial 2/0 201

•接続されたインターフェイス：0

•スタティックルート：1

• Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）サ
マリールート：5

•外部ボーダーゲートウェイプロトコル（eBGP）：20

•内部 Enhanced IGRP：90

• IGRP：100

• Open Shortest Path First（OSPF）：110

• Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）：115

•ルーティング情報プロトコル（RIP）：120
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目的コマンドまたはアクション

•外部ゲートウェイプロトコル（EGP）：140

• EIGRP外部ルート：170

•内部 BGP：200

•不明：255

スタティック IPv6 ルートの設定と動作の確認

手順の概要

1. enable
2. 次のいずれかを実行します。

• show ipv6 static [ipv6-address | ipv6-prefix / prefix-length][interface interface-type
interface-number] [recursive] [detail]

• show ipv6 route [ipv6-address | ipv6-prefix / prefix-length | protocol | interface-type
interface-number]

3. debug ipv6 routing

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

IPv6ルーティングテーブルの現在の内容を表示し
ます。

次のいずれかを実行します。ステップ 2   

• show ipv6 static [ipv6-address | ipv6-prefix /
prefix-length][interface interface-type
interface-number] [recursive] [detail]

•これらの例は、IPv6スタティックルートを表
示する 2つの方法を示しています。

• show ipv6 route [ipv6-address | ipv6-prefix /
prefix-length | protocol | interface-type
interface-number]
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device# show ipv6 static

例：

Device# show ipv6 route static

IPv6ルーティングテーブルの更新およびルート
キャッシュの更新に関するデバッグメッセージを

表示します。

debug ipv6 routing

例：

Device# debug ipv6 routing

ステップ 3   

IPv6 スタティックルーティングの設定例
スタティックルートは、さまざまな目的に使用できます。一般的な使用方法は、次のとおりで

す。

•手動集約

•トラフィック廃棄

•デフォルトの固定ルート

•バックアップルート

多くの場合、シスコソフトウェアには、同一の目的を果たすための代替メカニズムが用意されて

います。スタティックルートを使用するか、またはいずれかの代替メカニズムを使用するかは、

ローカルの状況によって決まります。

手動集約の設定例

次に、RIPにアドバタイズされるローカルインターフェイスプレフィックスを集約するために使
用するスタティックルートの例を示します。スタティックルートは、廃棄ルートとしても機能

し、より具体的なインターフェイスプレフィックスの対象とならない2001:DB8:1::/48宛先に対す
る、ルータが受信したパケットを廃棄します。

Router> enable
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface gigabitethernet0/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:2:1234/64
Router(config-if)# exit
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Router(config)#
Router(config)# interface gigabitethernet1/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:3:1234/64
Router(config-if)# exit
Router(config)#
Router(config)# interface gigabitethernet2/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:4:1234/64
Router(config-if)# exit
Router(config)#
Router(config)# interface gigabitethernet3/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8::1234/64
Router(config-if)# ipv6 rip one enable
Router(config-if)# exit
Router(config)#
Router(config)# ipv6 router rip one
Router(config-rtr)# redistribute static
Router(config-rtr)# exit
Router(config)#
Router(config)# ipv6 route 2001:DB8:1:1/48 null0
Router(config)# end
Router#
00:01:30: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show ipv6 route static

IPv6 Routing Table - 3 entries
Codes: C - Connected, L - Local, S - Static, R - RIP, B - BGP

U - Per-user Static route
I1 - ISIS L1, I2 - ISIS L2, IA - ISIS interarea, IS - ISIS summary
O - OSPF intra, OI - OSPF inter, OE1 - OSPF ext 1, OE2 - OSPF ext 2
ON1 - OSPF NSSA ext 1, ON2 - OSPF NSSA ext 2

S 2001:DB8:1::/48 [1/0]
via ::, Null0

例：トラフィック廃棄の設定

インターフェイス null0をポイントするようにスタティックルートを設定することで、特定のプ
レフィックスへのトラフィックを廃棄できます。たとえば、プレフィックス 2001:DB8:42:1/64へ
のすべてのトラフィックを廃棄する必要がある場合は、次のスタティックルートが定義されま

す。

Device> enable
Device# configure
terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# ipv6 route 2001:DB8:42:1::/64 null0
Device(config)# end

例：デフォルトの固定ルートの設定

デフォルトのスタティックルートは、多くの場合、単純なルータトポロジで使用されます。次

の例で、ルータは、GigabitEthernet 0/0/0を経由してローカルサイトに接続され、シリアル 2/0/0
とシリアル 3/0/0を経由して企業のメインネットワークに接続されます。非ローカルトラフィッ
クはすべて、2つのシリアルインターフェイスを介してルーティングされます。

Router(config)# interface gigabitethernet0/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:17:1234/64
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface Serial2/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:1:1234/64
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Router(config-if)# exit
Router(config)# interface Serial3/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:2:124/64
Router(config-if)# exit
Router(config)# ipv6 route ::/0 Serial2/0
Router(config)# ipv6 route ::/0 Serial3/0
Router(config)# end
Router#
00:06:30: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router# show ipv6 route static
IPv6 Routing Table - 7 entries
Codes: C - Connected, L - Local, S - Static, R - RIP, B - BGP

U - Per-user Static route
I1 - ISIS L1, I2 - ISIS L2, IA - ISIS interarea, IS - ISIS summary
O - OSPF intra, OI - OSPF inter, OE1 - OSPF ext 1, OE2 - OSPF ext 2
ON1 - OSPF NSSA ext 1, ON2 - OSPF NSSA ext 2

S ::/0 [1/0]
via ::, Serial2/0
via ::, Serial3/0

例：フローティングスタティックルートの設定

多くの場合、フローティングスタティックルートは、接続の問題が発生した場合にバックアップ

パスを提供するために使用されます。次の例では、ルータは、GigabitEthernet0/0/0を介してネッ
トワークコアに接続されており、IS-ISを介してルート 2001:DB8:1:1/32を学習します。
GigabitEthernet0/0/0インターフェイスに障害が発生するか、またはルート 2001:DB8:1:1/32が IS-IS
を介して学習されなくなった（ネットワークのいずれかの箇所で接続が失われていることを示し

ます）場合、トラフィックはバックアップ ISDNインターフェイスを介してルーティングされま
す。

Router> enable
Router# configure
terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface gigabitethernet0/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:17:1234/64
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface gigabitethernet0/0/0
Router(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:1:1234/64
Router(config-if)# ipv6
router
isis
Router(config-if)# exit
Router(config)# router isis
Router(config-router)# net 42.0000.0000.0000.0001.00
Router(config-router)# exit
Router(config)# interface BRI1/0
Router(config-if)# encapsulation ppp
Router(config-if)# ipv6 enable
Router(config-if)# isdn switch-type basic-net3
Router(config-if)# ppp authentication chap optional
Router(config-if)# ppp multilink
Router(config-if)# exit
Router(config)# dialer-list 1 protocol ipv6 permit
Router(config)# ipv6 route 2001:DB8:1::/32 BRI1/0 200
Router(config)# end
Router#
00:03:07: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 ルーティング：スタティックルーティングの機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：IPv6 ルーティング：スタティックルーティングの機能情報

機能情報リリース機能名

スタティックルートは、手動

で設定され、2つのネットワー
クデバイス間の明示パスを定

義します。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6 route、ipv6
route static resolve default、
show ipv6 route、show ipv6
static。

12.0(22)S

12.2(2)T

12.2(14)S

12.2(17a)SX1

12.2(25)SG

12.2(28)SB

12.2(33)SRA

Cisco IOS XE Release 2.1

IPv6ルーティング：スタティッ
クルーティング
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第 3 章

IPv4 ループフリー代替高速再ルーティング

リンクやルータに障害が発生すると、分散ルーティングアルゴリズムによって障害を考慮した

新しいルートが計算されます。計算のための時間をルーティングの遷移と呼びます。遷移が完

了し、すべてのルータがネットワーク上の共通のビューで収束されるまで、送信元と宛先のペア

間の接続は中断されます。事前計算済みの代替ネクストホップを使用してルーティングの遷移

時間を 50ミリ秒より少なくするために、IPv4ループフリー代替高速再ルーティング機能を使用
できます。リンク障害の通知を受けると、ルータはトラフィック損失を減らすために、修復パ

スにすぐに切替えます。

IPv4ループフリー代替高速再ルーティングは、修復パスの事前計算をサポートします。修復パ
スの計算は、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコルによっ
て実行され、結果の修復パスはルーティング情報ベース（RIB）に送信されます。修復パスのイ
ンストールは、シスコエクスプレスフォワーディング（以前はCEFと呼ばれる）とOpenShortest
Path First（OSPF）によって実行されます。

• 機能情報の確認, 51 ページ

• IPv4ループフリー代替高速再ルーティングのための前提条件, 52 ページ

• IPv4ループフリー代替高速再ルーティングの制約事項, 52 ページ

• IPv4ループフリー代替高速再ルーティングに関する情報, 53 ページ

• IPv4ループフリー代替高速再ルーティングの設定方法, 56 ページ

• IPv4ループフリー代替高速再ルーティングの設定例, 59 ページ

• その他の関連資料, 60 ページ

• IPv4ループフリー代替高速再ルーティングの設定に関する機能情報, 61 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール
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に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングのための前提
条件

•ループフリー代替（LFA）高速再ルーティング（FRR）は、インターフェイスがポイント
ツーポイントインターフェイスである場合だけ、インターフェイスを介して到達可能なパス

を保護できます。

• LANインターフェイスが 1つのネイバーに物理的に接続されている場合、LFA FRRで保護
するために、LANインターフェイスをポイントツーポイントインターフェイスとして設定
する必要があります。

IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングの制約事項
•マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）トラフィックエンジニアリング（TE）ト
ンネルは保護インターフェイスとして使用できません。ただし、MPLS TEトンネルは、TE
トンネルがプライマリパスとして使用される限り、保護（修復）インターフェイスとして使

用できます。

•ロードバランスサポートは、FRRで保護されたプレフィックスで利用可能ですが、50ミリ
秒のカットオーバーの時間は保証されません。

•最大 8個の FRR保護のインターフェイスで同時にカットオーバーを実行することができま
す。

•レイヤ 3 VPNだけがサポートされます。

• IPv4マルチキャストはサポートされていません。

• IPv6はサポートされていません。

• IS-ISは、プライマリインターフェイスがトンネルであるプレフィックスの LFAを計算しま
せん。

• LFA計算は、同じレベルまたは領域に属するインターフェイスまたはリンクに制限されま
す。したがって、バックアップ LFAの計算時に同じ LAN上のすべてのネイバーを除外する
と、トポロジのサブセットで修復を使用できなくなる可能性があります。

•物理インターフェイスおよび物理ポートチャネルインターフェイスのみ保護されます。サ
ブインターフェイス、トンネル、および仮想インターフェイスは保護されません。
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• TEラベルスイッチドパス（LSP）は、バックアップパスとして使用できます。ただし、プ
ライマリパスは、リングトポロジの FRRを完了するために使用できる物理インターフェイ
スである必要があります。

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）プレフィックス独立コンバージェンス（PIC）と
IPFRRは、同じプレフィックスに使用されない限り、同じインターフェイス上に設定できま
す。

次の制限は、ASR 903シリーズアグリゲーションサービスルータに適用されます。

• Cisco ASR 903シリーズアグリゲーションサービスルータで LFA FRRをイネーブルにする
には、mpls ldp explicit-nullコマンドをイネーブルにする必要があります。implicit-nullキー
ワードはサポートされていません。

• ASR 903は最大 4000の LFA FRRルートをサポートします。

• LFA FRRは、等コストマルチパス（ECMP）ではサポートされません。

•リモート LFAトンネルは、ハイアベイラビリティ対応ではないため、ステートフルスイッ
チオーバー（SSO）と共存できますが、SSO準拠ではありません。

•双方向フォワーディング（BFD）によってトリガされる高速再ルーティングはサポートされ
ません。 LFA FRRトポロジの一部になっているインターフェイスでは、BFDを設定しない
でください。

IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングに関する情報

IS-IS および IP FRR
ローカルリンクがネットワークで失敗した場合、IS-ISは、影響を受けるすべてのプレフィックス
の新しいプライマリネクストホップルートを再計算します。これらのプレフィックスは、RIBお
よび転送情報ベース（FIB）で更新されます。プライマリプレフィックスがフォワーディングプ
レーンで更新されるまで、影響を受けるプレフィックス宛てのトラフィックは廃棄されます。こ

のプロセスには数百ミリ秒かかることがあります。

IP FRRで、IS-ISはプライマリパスで障害が発生した場合に使用するために、フォワーディング
プレーンに対する LFAネクストホップルートを計算します。 LFAはプレフィックスごとに計算
されます。

特定のプライマリパスに複数の LFAがある場合、IS-ISはプライマリパスの単一 LFAを選ぶため
に、タイブレークルールを使用します。複数LFAパスを持つプライマリパスの場合、プレフィッ
クスは LFAパス間で均等に分散されます。
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修復パス

修復パスでは、ルーティングの遷移時にトラフィックが転送されます。リンクやルータに障害が

発生すると、物理層シグナルの損失が発生するため、まず、隣接ルータだけが障害を認識します。

ネットワーク内のその他すべてのルータは、この障害に関する情報がルーティングプロトコルに

よって伝播されるまで（これには数百ミリ秒かかる可能性があります）、この障害の性質と場所

を認識しません。したがって、このネットワーク障害の影響を受けたパケットがそれぞれの宛先

に到達するように準備する必要があります。

障害が発生したリンクに隣接するルータは、障害が発生したリンクを使用していた可能性のある

パケットに対して、一連の修復パスを使用します。これらの修復パスは、ルータが障害を検出し

てから、ルーティングの遷移が完了するまで使用されます。ルーティングの遷移が完了するまで

に、ネットワーク内のすべてのルータは転送データを変更し、障害が発生したリンクはルーティ

ングの計算から除外されます。

修復パスは、障害が検出されるとすぐにアクティブになるようにするために、障害を予測して事

前計算されます。

IPv4 LFA FRR機能は次の修復パスを使用します。

•等コストマルチパス（ECMP）は、宛先への等コストパス分割セットのメンバーとして、リ
ンクを使用します。セットの他のメンバーは、リンクに障害が発生したときに代替パスを提

供できます。

• LFAは、ループバックしないで宛先にパケットを送るネクストホップルートです。ダウン
ストリームパスは LFAのサブセットです。

LFA の概要
LFAはプライマリネイバー以外のノードです。トラフィックは、ネットワーク障害発生後にLFA
にリダイレクトされます。 LFAは、失敗について認識せずに転送を決定します。

LFAは、トラフィックの転送に障害のある要素を使用したり、保護ノードを使用することはでき
ません。 LFAはループを発生させてはなりません。 LFAは、インターフェイスがプライマリパ
スとして使用できる限り、デフォルトでサポートされるすべてのインターフェイスでイネーブル

になります。

プレフィックスごとの LFAを使用する利点は次のとおりです。

•プライマリパスでリンクがダウンした場合、修復パスが移行中にトラフィックを転送しま
す。

•プレフィックスごとの LFAを持つすべての宛先が保護されます。これにより、サブセット
（障害の遠端のノード）のみが保護されない状態で残ります。
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LFA の計算
プレフィックスごとに LFAを計算する汎用アルゴリズムについては、RFC 5286を参照してくだ
さい。 IS-ISは、メモリ使用量を減らすための少量の変更とともに RFC 5286を実装します。保護
のプレフィックスを検証する前にすべてのネイバーの Sender Policy Framework（SPF）を実行する
代わりに、IS-ISはSPFがネイバーごとに実行された後でプレフィックスを検査します。SPFの実
行後に IS-ISがプレフィックスを検査するため、IS-ISは各ネイバー SPFの実行後に最適な修復パ
スを保持します。 IS-ISでは、すべてのネイバーに対する SPFの結果を保存する必要はありませ
ん。

RIB とルーティングプロトコル間の連携
ルーティングプロトコルは、タイブレークアルゴリズムを実装して、プレフィックスの修復パス

を計算します。計算の結果は、プライマリパス付きの一連のプレフィックスになり、いくつかの

プライマリパスが修復パスに関連付けられます。

タイブレークアルゴリズムは特定の条件を満たすか、または特定の属性を持つ LFAを考慮しま
す。複数の LFAがある場合、tie-breakキーワードとともに fast-reroute per-prefixコマンドを設
定します。ルールによってすべての候補 LFAが除外される場合、そのルールはスキップされま
す。

プライマリパスには、複数のLFAを設定できます。デフォルトのタイブレークルールを実装し、
ユーザがこれらのルールを変更できるようにするには、ルーティングプロトコルが必要です。タ

イブレークアルゴリズムの目的は、複数の候補LFAを除外し、プレフィックス単位のプライマリ
パスごとに 1つのLFAを選択し、プライマリパスが失敗したときに複数の候補LFAでトラフィッ
クを分散させることです。

タイブレークルールでは、すべての候補を除外することはできません。

タイブレークには、次の属性が使用されます。

•ダウンストリーム：保護された宛先へのメトリックが宛先へのノードを保護しているメト
リックよりも低い候補を除外します。

•ラインカード分離：保護されたパスと同じラインカードを共有している候補を除外します。

•共有リスクリンクグループ（SRLG）：保護されたパス SRLGのいずれかに属する候補を除
外します。

•負荷分散：保護されたパスを共有するプレフィックスで残りの候補を分散させます。

•最低修復パスメトリック：保護されたプレフィックスへのメトリックが高い候補を除外しま
す。

•ノードの保護：保護されたノードではない候補を除外します。

•プライマリパス：ECMPではない候補を除外します。

•セカンダリパス：ECMPの候補を除外します。
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IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングの設定方法

高速再ルーティングのサポートの設定

LFA計算はすべてのルートに対してイネーブルになり、FRRはサポートされるすべてのイン
ターフェイスでイネーブルになります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip address ip-address mask
5. ip router isis area-tag
6. isis tag tag-number
7. exit
8. interface type number
9. ip address ip-address mask
10. ip router isis area-tag
11. isis tag tag-number
12. exit
13. router isis area-tag
14. net net
15. fast-reroute per-prefix {level-1 | level-2} {all | route-map route-map-name}
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまたは
セカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.1.1.1
255.255.255.0

ステップ 4   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセス
を設定して、エリア指示子をルーティングプロセスに添

付します。

ip router isis area-tag

例：
Device(config-if)# ip router isis ipfrr

ステップ 5   

IPプレフィックスが IS-ISリンクステートパケット
（LSP）に追加されたときに、インターフェイスに設定
された IPアドレスにタグを設定します。

isis tag tag-number

例：
Device(config-if)# isis tag 17

ステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 7   

インターフェイスを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface
GigabitEthernet0/0/1

ステップ 8   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまたは
セカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address
192.168.255.2 255.255.255.0

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセス
を設定して、エリア指示子をルーティングプロセスに添

付します。

ip router isis area-tag

例：
Device(config-if)# ip router isis ipfrr

ステップ 10   

IPプレフィックスが IS-IS LSPに追加されたときに、イ
ンターフェイスに設定された IPアドレスにタグを設定し
ます。

isis tag tag-number

例：
Device(config-if)# isis tag 17

ステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 12   

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルにし、IS-IS
プロセスを指定して、ルータコンフィギュレーション

モードを開始します。

router isis area-tag

例：
Device(config)# router isis ipfrr

ステップ 13   

ルーティングプロセスの IS-IS Network Entity（NET）を
設定します。

net net

例：
Device(config-router)# net
49.0001.0101.2800.0001.00

ステップ 14   

プレフィックス単位の FRRをイネーブルにします。fast-reroute per-prefix {level-1 | level-2}
{all | route-map route-map-name}

ステップ 15   

•すべてのプレフィックスを保護するために、allキー
ワードを設定します。例：

Device(config-router)# fast-reroute
per-prefix level-2 all

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特

権 EXECモードを開始します。
end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 16   
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IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングの設定例

例：IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングの設定のサポート
次の図は、インターフェイスタグを使用して BGPネクストホップを保護する IPv4 LFA FRRを示
します。

図 4：サンプル IPv4 LFA FRR 設定

次に、上記の図に示すように、ルータ Aの IPv4 LFA FRRを設定する例を示します。ルータ A
は、タグ 17とともにプレフィックス 10.0.0.0/24と 192.168.255.0/24をアドバタイズします。
Device# configure terminal
Device(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Device(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip router isis ipfrr
Device(config-if)# isis tag 17
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet0/0/1
Device(config-if)# ip address 192.168.255.2 255.255.255.0
Device(config-if)# ip router isis ipfrr
Device(config-if)# isis tag 17
Device(config-if)# exit
Device(config)# router isis ipfrr
Device(config-router)# net 49.0001.0001.0001.0001.00
Device(config-router)# fast-reroute per-prefix level-2

次に、上記の図に示すように、他のルータの IPv4 LFA FRRを設定する例を示します。他のルー
タは、ルータAに設定された 2つのプレフィックスの修復パスの計算にタグ 17を使用できます。
Device(config)# router isis
Device(config-router)# net 47.0004.004d.0001.0001.c11.1111.00
Device(config-router)# fast-reroute per-prefix level-2 route-map ipfrr-include
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map ipfrr-include
Device(config-router)# match tag 17
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Master Commands List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド

『Multiprotocol Label Switching
Command Reference』

MPLSコマンド

『IP Routing:
Protocol-Independent Command
Reference』

IPルーティング：Protocol-Independentコマンド

『IP Routing: ISIS Command
Reference』

IS-ISコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングの設定に関す
る機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 4：IPv4 ループフリー代替高速再ルーティングの設定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

リンクやルータに障害が発生すると、配布さ

れたルーティングアルゴリズムによって、変

更を考慮した新しいルートが計算されます。

計算のための時間をルーティングの遷移と呼

びます。遷移が完了し、すべてのルータがネッ

トワーク上の共通のビューで収束されるまで、

送信元と宛先のペア間の接続は中断されます。

事前計算済みの代替ネクストホップを使用し

てルーティングの遷移時間を50ミリ秒より少
なくするために、IPv4ループフリー代替高速
再ルーティング機能を使用できます。リンク

障害の通知を受けると、ルータはトラフィッ

ク損失を減らすために、修復パスにすぐに切

替えます。

IPv4ループフリー代替高速再ルーティング
は、修復パスの事前計算に重点を置いていま

す。修復パスの計算は、IS-ISルーティング
プロトコルによって実行され、結果（修復パ

ス）は RIBに送信されます。修復パスのイン
ストールは、シスコエクスプレスフォワー

ディングによって実行されます。

Cisco IOS XE Release 3.6Sでは、この機能は
ASR 903シリーズアグリゲーションサービス
ルータに導入されました。

次のコマンドが導入または変更されました。

debug isis fast-reroute、fast-reroute load-sharing
disable、fast-reroute per-prefix、fast-reroute
tie-break、show isis fast-reroute。

IPv4ループフリー代替高
速再ルーティング
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第 4 章

IP イベント減衰

IPイベント減衰機能は、設定可能な指数関数的減少メカニズムを導入し、過剰なインターフェイ
スフラッピングイベントによるネットワーク内のルーティングプロトコルおよびルーティング

テーブルに対する影響を抑制します。ネットワークオペレータはこの機能を使用し、フラップ

が発生しているローカルインターフェイスをルータが自動的に特定して、選択的に減衰するよ

うに設定できます。

• 機能情報の確認, 63 ページ

• IPイベント減衰の制約事項, 64 ページ

• IPイベント減衰に関する情報, 64 ページ

• IPイベント減衰の設定方法, 69 ページ

• IPイベント減衰の設定例, 71 ページ

• その他の関連資料, 72 ページ

• IPイベント減衰の機能情報, 73 ページ

• 用語集, 74 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IP イベント減衰の制約事項

サブインターフェイスの制約事項

この機能により設定できるのは、プライマリインターフェイスのみです。プライマリインター

フェイスの設定は、すべてのサブインターフェイスに対しデフォルトで適用されます。 IPイベン
ト減衰は、インターフェイス上の個々のサブインターフェイスのフラップはトラッキングしませ

ん。

仮想テンプレートはサポート外

仮想テンプレートから仮想アクセスインターフェイスへの減衰のコピーはサポートされません。

これは、仮想テンプレートを使用する既存のアプリケーションでは、減衰の有用性が限定的であ

るためです。インターフェイスでフラップが発生すると仮想アクセスインターフェイスはリリー

スされ、インターフェイスがアップしてネットワークに対して使用可能になると、新しい接続と

仮想アクセスインターフェイスが取得されます。減衰状態はインターフェイスに対して設定され

るため、インターフェイスのフラップより長く続くことはありません。

IPX ルーティングプロトコルはサポート外

InternetworkPacketExchange（IPX）プロトコルは、IPイベント減衰機能ではサポートされません。
ただし、この機能がイネーブルになっている場合、このプロトコルの IPXバリアントは、アップ
およびダウン状態イベント情報をそのまま受信します。これにより、問題やルーティングの問題

が生じることはありません。

IP イベント減衰に関する情報

IP イベント減衰の概要
インターフェイス状態変化は、インターフェイスが管理上アップまたはダウンした場合や、イン

ターフェイスで状態が変化した場合に発生します。インターフェイスで状態が変化したりフラッ

プが発生すると、状態の変化に影響されるルートの状態がルーティングプロトコルに通知されま

す。インターフェイスの状態が変化するたびに、ネットワーク内のすべての影響を受けるデバイ

スで、最良パスを再計算し、ルーティングテーブルでルートをインストールまたは削除し、有効

なルートをピアルータにアドバタイズする必要があります。過剰なフラップが発生する不安定な

インターフェイスは、ネットワークの他のデバイスに大量のシステム処理リソースを消費させ、

ルーティングプロトコルでフラップが発生しているインターフェイスとの同期が失われる原因に

なる可能性があります。

IPイベント減衰機能は、設定可能な指数関数的減少メカニズムを導入し、過剰なインターフェイ
スフラッピングイベントによるネットワーク内のルーティングプロトコルおよびルーティング

テーブルに対する影響を抑制します。ネットワークオペレータはこの機能を使用し、フラップが

発生しているローカルインターフェイスをルータが自動的に特定して、選択的に減衰するように
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設定できます。インターフェイスの減衰により、インターフェイスでフラップが発生せず安定す

るまで、ネットワークからインターフェイスが除外されます。 IPイベント減衰機能を設定する
と、悪影響が広がらないように障害を分離することで、コンバージェンス時間とネットワーク全

体の安定性を向上します。これにより、ネットワークの他のデバイスのシステム処理リソースの

使用率が減少し、ネットワーク全体の安定性が向上します。

インターフェイス状態変化イベント

この項では、IPイベント減衰機能のインターフェイス状態変化イベントについて説明します。こ
の機能は、過剰なインターフェイスのフラップや状態変化の影響を抑制するために使用される、

設定可能な指数関数的減少メカニズムを採用しています。 IPイベント減衰機能がイネーブルに
なっている場合、過剰なルート更新情報をフィルタリングすることによって、フラップが発生し

ているインターフェイスは、ルーティングプロトコルの観点から減衰されます。フラップが発生

しているインターフェイスが特定され、ペナルティを割り当てられ、必要に応じて抑制され、イ

ンターフェイスが安定すればネットワークで利用可能になります。

抑制しきい値

抑制しきい値は、フラップが発生しているインターフェイスをルータが減衰するトリガーとなる、

累積ペナルティの値です。フラップが発生しているインターフェイスはルータによって特定さ

れ、アップおよびダウン状態変化ごとにペナルティを割り当てられますが、インターフェイスは

自動的には減衰されません。ルータは、フラップが発生しているインターフェイスの累積ペナル

ティをトラッキングします。累積ペナルティがデフォルトまたは設定済みの抑制しきい値に到達

すると、インターフェイスが減衰状態になります。

半減期

半減期は、累積ペナルティの指数関数的な減少の速さを指定します。インターフェイスが減衰状

態になると、ルータは、インターフェイスの以後のアップおよびダウン状態変化をモニタします。

インターフェイスでペナルティの累積が続き、抑制しきい値の範囲内に留まっている間は、イン

ターフェイスは減衰されたままです。インターフェイスが安定しフラップが発生しなくなると、

半減期が終了するごとに、ペナルティが半分に減らされます。ペナルティが再使用しきい値に低

下するまで、累積ペナルティが減らされていきます。半減期タイマーの設定可能な範囲は 1～ 30
秒です。デフォルトの半減期タイマーは 5秒です。

再使用しきい値

累積ペナルティが減らされて再使用しきい値まで低下すると、ルートの抑制がなくなり、ネット

ワーク上の他のデバイスに対して使用可能になります。再使用値の範囲は 1～ 20,000ペナルティ
です。デフォルト値は 1000ペナルティです。
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最大抑制時間

最大抑制時間は、インターフェイスにペナルティが割り当てられている場合に、インターフェイ

スの抑制状態を維持できる時間の上限を表します。最大抑制時間は 1～ 20,000秒で設定できま
す。最大ペナルティタイマーのデフォルトは 20秒またはデフォルトの半減期の 4倍（5秒）で
す。累積ペナルティの最大値は、最大抑制時間、再使用しきい値、および半減期に基づいて算出

されます。

関連コンポーネント

インターフェイスで減衰が設定されていない場合や、減衰が設定されていても抑制されていない

場合、インターフェイス状態が移行しても IPイベント減衰機能によってルーティングプロトコル
の動作が変更されることはありません。ただし、インターフェイスが抑制されている場合、イン

ターフェイスの抑制がなくなるまで、ルーティングプロトコルとルーティングテーブルは、イン

ターフェイスの状態移行の以降の影響を受けません。

ルートタイプ

次のインターフェイスは、この機能の設定の影響を受けます。

•接続ルート：

•減衰されたインターフェイスの接続ルートは、ルーティングテーブルにインストールさ
れません。

•減衰されたインターフェイスの抑制がなくなり、インターフェイスがアップしていれ
ば、接続ルートはルーティングテーブルにインストールされます。

•スタティックルート：

•減衰されたインターフェイスに割り当てられているスタティックルートは、ルーティン
グテーブルにインストールされません。

•減衰されたインターフェイスの抑制がなくなり、インターフェイスがアップしていれ
ば、スタティックルートはルーティングテーブルにインストールされます。

この機能を設定できるのはプライマリインターフェイスのみです。また、すべてのサブイン

ターフェイスには、プライマリインターフェイスと同じ減衰設定が適用されます。 IPイベン
ト減衰は、インターフェイス上の個々のサブインターフェイスのフラップはトラッキングしま

せん。

（注）
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サポートされるプロトコル

IPイベント減衰機能は、Routing Information Protocol（RIP）、Open Shortest Path First（OSPF）、
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）、Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）、BorderGateway Protocol（BGP）、ConnectionlessNetwork Services（CLNS）、Hot Standby
RoutingProtocol（HSRP）をサポートします。次の一覧は、これらのプロトコルでのこの機能の動
作に関する一般的な情報を示しています。

• RIP、OSPF、EIGRP、IS-IS、および BGP：

•インターフェイスが減衰されると、ルーティングプロトコルによってインターフェイス
がダウンしたと見なされます。ルーティングプロトコルは、減衰されたインターフェ

イスを介したこのピアルータとの隣接関係を保持しないか、このインターフェイスに関

連するルータから他のピアルートへのアドバタイズメントを生成しません。

•インターフェイスの抑制がなくなり、ネットワークに対して使用可能になると、ルー
ティングプロトコルによって、インターフェイスがアップであると見なされます。ルー

ティングプロトコルは、インターフェイスがアップ状態であるという通知を受け、ルー

ティング条件は通常に戻ります。

• HSRP：

•インターフェイスが減衰されると、HSRPによってダウンしたと見なされます。 HSRP
は減衰されたインターフェイスからの HSRPメッセージを生成しなくなります。また
は、減衰されたインターフェイスで受信されたメッセージに応答しなくなります。イン

ターフェイスの抑制がなくなり、ネットワークに対して使用可能になると、HSRPはアッ
プ状態の通知を受け、通常の動作に戻ります。

• CLNS：

•インターフェイスが減衰されると、インターフェイスが IPルーティングと CLNSルー
ティングの両方で等しく減衰します。 IS-IS、IP、CLNSルーティングなどの統合ルー
ティングプロトコルは近接的に相互接続されており、個別に減衰を適用することができ

ないため、インターフェイスは IPと CLNSの両方に対して減衰されます。

IPイベント減衰機能がイネーブルになっていない場合や、インターフェイスが減衰されていな
い場合は、ルーティングプロトコルへの影響はありません。

（注）

ネットワーク展開

実際のネットワーク展開では、一部のルータでインターフェイス減衰が設定されていなかったり、

すべてのルータでこの機能がサポートされていない場合があります。ポイントツーポイントイン

ターフェイスの他端のルータや同じマルチキャストLANのルータで、インターフェイス減衰がオ
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ンになっていない場合や、この機能が実装されていない場合であっても、ルーティングに関する

大きな問題は想定されていません。インターフェイスが減衰されているルータ上では、このイン

ターフェイスに関連付けられているルートは使用されません。このインターフェイスからはパ

ケットが送信されず、インターフェイスの反対側のルータではルーティングプロトコルのアク

ティビティが開始されません。ただし、それらのルータは自身のインターフェイスがアップであ

ると認識し、減衰されたインターフェイスへのパケット転送を開始できるため、反対側のルータ

が、このサブネットに関連付けられているルーティングテーブル内に一部のルートをインストー

ルする可能性があります。この状況では、減衰されたインターフェイスを持つルータは、ルー

ティングテーブル内のルートに応じて、これらのパケットの転送を開始します。

IPイベント減衰機能は、ネットワーク内に新しい情報を追加しません。実際、減衰の効果は、
ルーティング情報のサブセットをネットワークから除外することです。したがって、減衰の結果

としてループは発生しません。

IP イベント減衰の利点

処理負荷の低減

IPイベント減衰機能は、設定可能な指数関数的減少メカニズムを採用しており、ルーティングプ
ロトコルでの過剰なインターフェイスフラッピングイベントの影響を抑制します。短時間に受

信される過剰なインターフェイスのアップおよびダウン状態変化は処理されず、システムリソー

スを消費しません。ネットワーク内の他のルータは、フラップが発生しているルートのためにシ

ステムリソースを消費する必要がありません。

コンバージェンスの短縮

IPイベント減衰機能は、悪影響が広がらないように障害を分離することで、コンバージェンス時
間とネットワーク全体の安定性を向上します。問題のルータがサービスを終了したり起動したり

するたびにルーティングテーブルが再構築されないので、リンクフラップが発生していないルー

タは早くコンバージェンスに到達します。

ネットワークの安定性の向上

IPイベント減衰機能によって、ネットワークの安定性が向上します。フラップが発生しているイ
ンターフェイスを持つルータは、インターフェイスが安定するまで、フラップが発生しているイ

ンターフェイスをネットワークから除外します。このため、他のルータは、インターフェイスが

安定するまで、影響を受けるルータ周辺のトラフィックを単純にリダイレクトし、これによって

ルータでパケットが破棄されないようにできます。
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IP イベント減衰の設定方法

IP イベント減衰のイネーブル化
IPイベント減衰機能をイネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモード
でdampeningコマンドを入力します。すでに減衰が設定されているインターフェイスに対してこ
のコマンドを適用すると、減衰状態はすべてリセットされ、累積ペナルティが0に設定されます。
インターフェイスが減衰されている場合、累積ペナルティは再使用しきい値まで低下し、減衰し

ているインターフェイスはネットワークに対して使用可能になります。ただし、フラップカウン

トは保持されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. dampening [half-life-period reuse-threshold] [suppress-threshold max-suppress [restart-penalty]]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

し、特定のインターフェイスを設定します。

interface type number

例：

Router(config)# interface type number

ステップ 3   

インターフェイス減衰をイネーブル化します。dampening [half-life-period
reuse-threshold] [suppress-threshold
max-suppress [restart-penalty]]

ステップ 4   

•引数なしで dampeningコマンドを入力すると、デフォ
ルトの設定パラメータでインターフェイス減衰がイネー

ブルになります。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-if)# dampening

•手動で restart-penalty引数のタイマーを設定する場合、
すべての引数に対して手動で値を入力する必要があり

ます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

IP イベント減衰の確認
IPイベント減衰機能の設定を確認するには、showdampening interfaceコマンドまたは showinterface
dampeningコマンドを使います。

clear countersコマンドは、フラップカウントをクリアして 0にリセットするために使用できま
す。このコマンドは、減衰状態や累積ペナルティなど、その他のすべてのパラメータおよび状態

には影響しません。

手順の概要

1. enable
2. show dampening interface
3. show interface dampening

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

減衰されたインターフェイスを表示します。show dampening interface

例：

Router# show dampening interface

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

減衰されたローカルルータ上のインターフェイスを

表示します。

show interface dampening

例：

Router# show interface dampening

ステップ 3   

IP イベント減衰の設定例

IP イベント減衰の設定例
次に、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0でインターフェイス減衰を設定し、半減
期を 30秒、再使用しきい値を 1,500、抑制しきい値を 10,000、最大抑制時間を 120秒に設定する
例を示します。

interface GigabitEthernet 0/0/0
dampening 30 1500 10000 120

次に、ATMインターフェイス2/0/0でインターフェイス減衰を設定し、デフォルトのインターフェ
イス減衰値を使用する例を示します。

interface atm 2/0/0
dampening

次に、ルータがリロードされた後、最初にインターフェイスがアップしたときに、ギガビット

イーサネットインターフェイス 0/0/0で 500のペナルティを適用するようにルータを設定する例
を示します。

interface GigabitEthernet 0/0/0
dampening 5 500 1000 20 500

IP イベント減衰の確認の例
show dampening interfaceコマンドの出力では、インターフェイス減衰の概要が表示されます。

Router# show dampening interface
3 interfaces are configured with dampening.
No interface is being suppressed.
Features that are using interface dampening:
IP Routing

show interface dampeningコマンドの出力では、減衰パラメータおよびローカルルータ上のイン
ターフェイスの状態の概要が表示されます。次に、show interface dampeningコマンドの出力例
を示します。

Router# show interface dampening
GigabitEthernet0/0/0
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Flaps Penalty Supp ReuseTm HalfL ReuseV SuppV MaxSTm MaxP Restart
0 0 FALSE 0 5 1000 2000 20 16000 0

ATM2/0/0
Flaps Penalty Supp ReuseTm HalfL ReuseV SuppV MaxSTm MaxP Restart

0 0 FALSE 0 5 1000 2000 20 16000 0
POS2/0/0
Flaps Penalty Supp ReuseTm HalfL ReuseV SuppV MaxSTm MaxP Restart

0 0 FALSE 0 5 1000 2000 20 16000 0

その他の関連資料
ここでは、IPイベント減衰機能に関する関連資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

タイトルRFC

--この機能がサポートする新しい RFCまたは変
更された RFCはありません。また、この機能
は既存の規格に対するサポートに影響を及ぼし

ません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

IP イベント減衰の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 5：IP イベント減衰の機能情報

機能情報リリース機能名

IPイベント減衰機能は、設定可
能な指数関数的減少メカニズム

を導入し、過剰なインターフェ

イスフラッピングイベントに

よるネットワーク内のルーティ

ングプロトコルおよびルーティ

ングテーブルに対する影響を

抑制します。ネットワークオ

ペレータはこの機能を使用し、

フラップが発生しているローカ

ルインターフェイスをルータ

が自動的に特定して、選択的に

減衰するように設定できます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

次のコマンドがこの機能によっ

て導入されました。

dampening、debug
dampening、 show dampening
interface、show interface
dampening。

Cisco IOS XE Release 2.1IPイベント減衰

用語集
イベント減衰：インターフェイス状態の変化による過剰なルート調整メッセージをフィルタリン

グすることによって、IPおよびCLNSのルーティングテーブルおよびルーティングプロトコルの
観点から、フラップが発生しているインターフェイスをルータが減衰する処理。

フラップ：短時間でのアップからダウン、およびダウンからアップへの急速なインターフェイス

状態の変化。

半減期：累積ペナルティの指数関数的減少の割合を決める値。

最大ペナルティ：この値を超えて割り当てられたペナルティが増加しない最大値。最大抑制時間

に基づきます。

最大抑制時間：ペナルティが割り当てられている場合に、インターフェイスの抑制状態を維持で

きる時間の上限。
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ペナルティ：インターフェイスでフラップが発生した場合に割り当てられる値。この値はフラッ

プごとに増加し、時間と共に減少します。減少の割合は、半減期によって異なります。

再使用しきい値：この値を過ぎると、インターフェイスの抑制がなくなり、再び使用できるよう

になるしきい値。

抑制しきい値：フラップが発生しているインターフェイスの減衰をルータでトリガーする、累積

ペナルティの値。累積ペナルティがこの値を超えると、ルーティングプロトコルの観点から、イ

ンターフェイス状態はダウンと見なされます。

抑制状態：インターフェイスを抑制すると、ルーティングプロトコルの観点からインターフェイ

スがネットワークから除外される。インターフェイスは、割り当てられているペナルティを超え

る頻度でフラップが発生すると、抑制状態になります。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

75

IP イベント減衰
用語集



   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

76

IP イベント減衰
用語集



第 5 章

PBR 再帰ネクストホップ

PBR再帰ネクストホップ機能はルートマップを強化し、ポリシーベースルーティング（PBR）
で使用する再帰ネクストホップ IPアドレスの設定をイネーブルにします。再帰ネクストホップ
IPアドレスはルーティングテーブルにインストールされ、直接接続されていないサブネットに
することができます。再帰ネクストホップ IPアドレスを使用できない場合、パケットはデフォ
ルトルートを使ってルーティングされます。

Cisco Express Forwarding（CEF）やプロセススイッチングはインフラストラクチャを提供するた
め、この機能の利点は CEFロードシェアリングです。

• 機能情報の確認, 77 ページ

• PBR再帰ネクストホップの制約事項, 78 ページ

• PBR再帰ネクストホップの設定方法, 78 ページ

• PBR再帰ネクストホップの設定例, 81 ページ

• その他の関連資料, 81 ページ

• PBR再帰ネクストホップの機能情報, 83 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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PBR 再帰ネクストホップの制約事項
サブネットへの複数の等コストルートが set next-hop recursiveコマンドによって設定されている
場合は、ロードバランシングはルートへのすべての隣接関係が解決された場合にだけ行われま

す。いずれかの隣接関係が解決されていなければ、ロードバランシングは行われず、隣接関係が

解決されたルートのうち 1つだけが使用されます。隣接のいずれも解決しない場合、パケットが
処理されて隣接の少なくとも 1つが解決されることで、ハードウェアの隣接のプログラミングに
つながります。ポリシーベースルーティングは、ルーティングプロトコルまたはその他の方法

に依存してすべての隣接を解決し、その結果、ロードバランシングが発生します。

PBR 再帰ネクストホップの設定方法

再帰ネクストホップ IP アドレスの設定
CEFまたはプロセススイッチングにより提供されるインフラストラクチャは、ネクストホップ IP
アドレスへの再帰を実行します。設定の順序は次のとおりです。この順序はルーティングに影響

します。

1 ネクストホップ

2 ネクストホップ再帰

3 インターフェイス

4 デフォルトネクストホップ

5 デフォルトインターフェイス

ネクストホップアドレスおよび再帰ネクストホップ IPアドレスの両方が同じルートマップエン
トリに存在する場合は、ネクストホップが使用されます。ネクストホップが使用できない場合、

再帰ネクストホップが使用されます。再帰ネクストホップを使用できず、他に IPアドレスが存
在しない場合、パケットはデフォルトルーティングテーブルを使ってルーティングされ、ドロッ

プされません。パケットがドロップされると考えられる場合は、recursiveキーワードを指定した
set ip next-hopコマンドの後に set interface null0設定を使用します。

再帰ネクストホップルータの IPアドレスを設定するには、次の作業を実行します。

はじめる前に

ロードシェアリングが必要な場合は、パケット単位または宛先単位のロードシェアリング用にCEF
ロードシェアリングを設定する必要があります。ロードバランシングは、set ip next-hop recursive
コマンドで設定したサブネットへの等コストルートすべてに対して行う必要があります。

この機能は、中央集中システムおよび分散システムで使用できます。
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サポートされる再帰ネクストホップ IPアドレスは、ルートマップエントリごとに 1つのみで
す。

>

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. access-list access-list-number {deny | permit} source[source-wildcard] [log]
4. route-map map-tag
5. set ip next-hop ip-address
6. set ip next-hop {ip-address [...ip-address] | recursive ip-address}
7. match ip address access-list-number
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

アクセスリストを設定します。設定例では、10.60.0.0.
0.0.255.255サブネット内に分類されるすべての発信元
IPアドレスが許可されます。

access-list access-list-number {deny |
permit} source[source-wildcard] [log]

例：

Router(config)# access-list 101 permit
10.60.0.0 0.0.255.255

ステップ 3   

ポリシールーティングをイネーブルにし、ルートマッ

プコンフィギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag

例：

Router(config)# route-map abccomp

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

ネクストホップルータ IPアドレスを設定します。set ip next-hop ip-address

例：

Router(config-route-map)# set ip
next-hop 10.10.1.1

ステップ 5   

この IPアドレスは、ネクストホップ再帰ルー
タ設定とは別に設定します。

（注）

再帰ネクストホップ IPアドレスを設定します。set ip next-hop {ip-address [...ip-address] |
recursive ip-address}

ステップ 6   

中継 IPアドレスが宛先への短いルートである
場合、この設定によって、パケットが再帰 IP
アドレスを使ってルーティングされるとは限

りません。

（注）

例：

Router(config-route-map)# set ip
next-hop recursive 10.20.3.3

一致するアクセスリストを設定します。match ip address access-list-number

例：

Router(config-route-map)# match ip
address 101

ステップ 7   

現在のルートマップコンフィギュレーションモードを

終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-route-map)# end

ステップ 8   

再帰ネクストホップ設定の確認

再帰ネクストホップ設定を確認するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. show running-config | begin abccomp
2. show route-map map-name

手順の詳細

ステップ 1 show running-config | begin abccomp
このコマンドを次の例のように使用し、ネクストホップの IPアドレスおよび再帰ネクストホップ IPアド
レスを確認します。
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例：

Router# show running-config | begin abccomp
route-map abccomp permit 10
match ip address 101 ! Defines the match criteria for an access list.
set ip next-hop recursive 10.3.3.3 ! If the match criteria are met, the recursive IP address is
set.
set ip next-hop 10.1.1.1 10.2.2.2 10.4.4.4

ステップ 2 show route-map map-name
このコマンドを次の例のように使用し、ルートマップを表示します。

例：

Router# show route-map abccomp
route-map abccomp, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): 101
Set clauses:
ip next-hop recursive 10.3.3.3
ip next-hop 10.1.1.1 10.2.2.2 10.4.4.4
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

PBR 再帰ネクストホップの設定例

再帰ネクストホップ IP アドレスの例
次に、IPアドレス 10.3.3.3を再帰ネクストホップルータとして設定する例を示します。

route-map abccomp
set ip next-hop 10.1.1.1
set ip next-hop 10.2.2.2
set ip next-hop recursive 10.3.3.3
set ip next-hop 10.4.4.4

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド：
コマンド構文の詳細、コマンドモード、デフォ

ルト設定、使用上の注意事項、および例

『Basic SystemManagement Configuration Guide』基本的なシステム管理の実行

『BGP Configuration Guide』の「BGP Multipath
Load Sharing for Both eBGP and iBGP in an
MPLS-VPN」モジュール

最大パス数の変更

『BGP Configuration Guide』の「Connecting to a
Service Provider Using External BGP」モジュール

BGPルートマップ設定作業および設定例。

『BGP Configuration Guide』の「BGP Cost
Community」モジュール

BGPコミュニティとルートマップ。

RFC

タイトルRFC

インターネットプロトコルRFC 791

可変長サブネットマスクRFC 1219

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。
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PBR 再帰ネクストホップの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 6：PBR 再帰ネクストホップの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

次のコマンドが、この機能に

よって変更されました。set ip
next-hop、show route-map。

Cisco IOS XE Release 2.2PBR再帰ネクストホップ
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第 6 章

複数のトラッキングオプションに対する

PBR サポート

複数のトラッキングオプションに対する PBRサポート機能は、Cisco Discovery Protocol（CDP）
を使ったオブジェクトトラッキングの機能を拡張し、追加の方法を使って、ポリシーベースルー

ティング（PBR）処理でオブジェクトが使用可能かどうかを確認できます。確認方法として使用
できるのは、Internet Control Message Protocol（ICMP）ping、ユーザデータグラムプロトコル
（UDP）ping、または HTTP GETです。

• 機能情報の確認, 85 ページ

• 複数のトラッキングオプションに対する PBRサポートの概要, 86 ページ

• 複数のトラッキングオプションに対する PBRサポートの設定方法, 86 ページ

• 複数のトラッキングオプションに対する PBRサポートの設定例, 94 ページ

• その他の関連資料, 95 ページ

• コマンドリファレンス, 97 ページ

• 複数のトラッキングオプションに対する PBRサポートの機能情報, 97 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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複数のトラッキングオプションに対する PBR サポートの
概要

オブジェクトトラッキング

オブジェクトトラッキングは、次のようなオブジェクトをモニタする独立したプロセスです。

•インターフェイスの回線プロトコルの状態

•ルーティングテーブル内のエントリの存在

• pingなど、Service Assurance Agent（SAA）動作の結果

ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）、Virtual Router Redundancy Protocol（VRRP）、
Gateway Load Balancing Protocol（GLBP）、（この機能を使用した）PBRなどのクライアントは、
特定のトラッキング対象オブジェクトを登録して、オブジェクトの状態が変化したときに処理を

実行できます。

複数のトラッキングオプションに対する PBR サポートの機能設計
複数のトラッキングオプションに対する PBRサポート機能は、トラッキングプロセスを通じて
使用できるすべてのオブジェクトへのPBRアクセスを提供します。トラッキングプロセスを使っ
て、ICMP ping到達可能性、ルーティング隣接関係、リモートデバイス上で実行中のアプリケー
ション、ルーティング情報ベース（RIB）内のルートなどの個々のオブジェクトや、インターフェ
イス回線プロトコルの状態をトラッキングできます。

オブジェクトトラッキングは次のように機能します。PBRは、特定のオブジェクトのトラッキン
グが必要なことをトラッキングプロセスに通知します。一方、トラッキングプロセスはそのオ

ブジェクトの状態が変化した場合に PBRに通知します。

複数のトラッキングオプションに対する PBR サポートの
設定方法

Cisco IOS Release 12.3(14)Tで IPサービスレベル契約（SLA）に新しい構文が導入されたため、こ
の項の作業は実行している Cisco IOS Releaseによって異なります。この機能を使用するには、
Cisco IOSRelease12.3(4)T、12.2(25)S以降のリリースを実行している必要があります。ここでは、
次のタスクについて説明します。
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Cisco IOS Release 12.3(11)T、12.2(25)S、およびそれ以前
複数のトラッキングオプションに対するPBRサポートを設定するには、次の作業を実行します。
この作業では、ルートマップを作成および設定し、トラッキング対象オブジェクトの到達可能性

を確認します。

はじめる前に

この作業では、Cisco IOS Release 12.3(11)T、12.2(25)S以前のリリースを実行中のネットワーキン
グデバイスが必要です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. rtr operation-number
4. type echo protocol protocol-type target [source-ipaddr ip-address]
5. exit
6. rtr schedule operation-number [life {forever | seconds}] [start-time {hh : mm[: ss] [month day | day

month] | pending | now | after hh : mm : ss}] [ageout seconds]
7. track object-number rtr entry-number [reachability]
8. delay {up seconds [down seconds] | [up seconds] down seconds}
9. exit
10. interface type number
11. ip address ip-address mask [secondary]
12. ip policy route-map map-tag
13. exit
14. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
15. set ip next-hop verify-availability [next-hop-address sequence track object]
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

SAA RTRコンフィギュレーションモードを開始し、
SAA動作を設定します。

rtr operation-number

例：

Router(config)# rtr 1

ステップ 3   

SAAエンドツーエンドエコー応答時間プローブ動作を
設定します。

type echo protocol protocol-type target
[source-ipaddr ip-address]

例：

Router(config-rtr)# type echo protocol
ipicmpecho 10.1.1.10

ステップ 4   

SAA RTRコンフィギュレーションモードを終了し、
ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

Router(config-rtr)# exit

ステップ 5   

SAA動作の時間パラメータを設定します。rtr schedule operation-number [life {forever
| seconds}] [start-time {hh : mm[: ss] [month

ステップ 6   

day | day month] | pending | now | after hh : mm
: ss}] [ageout seconds]

例：

Router(config)# rtr schedule 1 life
forever start-time now

Response Time Reporter（RTR）オブジェクトの到達可
能性をトラッキングし、トラッキングコンフィギュ

レーションモードを終了します。

track object-number rtr entry-number
[reachability]

例：

Router(config)# track 123 rtr 1
reachability

ステップ 7   

（任意）追跡対象オブジェクトのステート変更の通信

を遅延させる時間（秒）を指定します。

delay {up seconds [down seconds] | [up seconds]
down seconds}

例：

Router(config-track)# delay up 60 down
30

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

トラッキングコンフィギュレーションモードを終了

し、ルータをグローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

exit

例：

Router(config-track)# exit

ステップ 9   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface type number

例：

Router(config)# interface ethernet 0

ステップ 10   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスまたはセカ
ンダリ IPアドレスを指定します。

ip address ip-address mask [secondary]

例：

Router(config-if)# ip address 10.1.1.11
255.0.0.0

ステップ 11   

• IPv4アドレスの設定手順については、『Cisco IOS
IP Addressing Services Configuration Guide』の
「Configuring IPv4 Addresses」の章を参照してく
ださい。

ポリシールーティングをイネーブルにし、ポリシー

ルーティングに使用するルートマップを指定します。

ip policy route-map map-tag

例：

Router(config-if)# ip policy route-map
alpha

ステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、ルータをグローバルコンフィギュレーション

モードに戻します。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 13   

ルートマップを指定し、ルートマップコンフィギュ

レーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Router(config)# route-map alpha

ステップ 14   

ルートマップを設定し、トラッキング対象オブジェク

トの到達可能性を確認します。

set ip next-hop verify-availability
[next-hop-address sequence track object]

例：

Router(config-route-map)# set ip next-hop

ステップ 15   

verify-availability 10.1.1.1 10 track
123
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了

し、ルータを特権 EXECモードに戻します。
end

例：

Router(config-route-map)# end

ステップ 16   

Cisco IOS Release 12.3(14)T、12.2(33)SXH、およびそれ以降
複数のトラッキングオプションに対するPBRサポートを設定するには、次の作業を実行します。
この作業では、ルートマップを作成および設定し、トラッキング対象オブジェクトの到達可能性

を確認します。

はじめる前に

この作業では、Cisco IOS Release 12.3(14)T、12.2(33)SXH、またはそれ以降のリリースを実行中の
ネットワーキングデバイスが必要です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip sla monitor operation-number
4. type echo protocol ipIcmpEcho {destination-ip-address| destination-hostname}[source-ipaddr

{ip-address| hostname} | source-interface interface-name]
5. exit
6. ip sla monitor schedule operation-number [life {forever | seconds}] [start-time {hh :mm[: ss] [month

day | day month] | pending | now | after hh : mm : ss}] [ageout seconds] [recurring]
7. track object-number rtr entry-number [reachability| state]
8. delay {up seconds [down seconds] | [up seconds] down seconds}
9. exit
10. interface type number
11. ip address ip-address mask [secondary]
12. ip policy route-map map-tag
13. exit
14. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
15. set ip next-hop verify-availability [next-hop-address sequence track object]
16. end
17. show track object-number
18. show route-map [map-name| all| dynamic]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）動作設定を開始
し、IP SLAモニタコンフィギュレーションモードを開始
します。

ip sla monitor operation-number

例：

Router(config)# ip sla monitor 1

ステップ 3   

IP SLA Internet Control Message Protocol（ICMP）エコープ
ローブ動作を設定します。

type echo protocol ipIcmpEcho
{destination-ip-address|
destination-hostname}[source-ipaddr

ステップ 4   

{ip-address| hostname} | source-interface
interface-name]

例：

Router(config-sla-monitor)# type echo
protocol ipIcmpEcho 10.1.1.1

IP SLAモニタコンフィギュレーションモードを終了し、
ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

Router(config-sla-monitor)# exit

ステップ 5   

単一のCisco IOS IPSLA動作のスケジューリングパラメー
タを設定します。

ip sla monitor schedule operation-number
[life {forever | seconds}] [start-time {hh :
mm[: ss] [month day | day month] | pending |

ステップ 6   

•この例では、IP SLA動作の時間パラメータを設定し
ます。

now | after hh : mm : ss}] [ageout seconds]
[recurring]

例：

Router(config)# ip sla monitor schedule
1 life forever start-time now
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目的コマンドまたはアクション

ResponseTimeReporter（RTR）オブジェクトの到達可能性
をトラッキングし、トラッキングコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

track object-number rtr entry-number
[reachability| state]

例：

Router(config)# track 123 rtr 1
reachability

ステップ 7   

（任意）トラッキング対象オブジェクトの通信状態変化

の遅延時間（秒）を指定します。

delay {up seconds [down seconds] | [up
seconds] down seconds}

例：

Router(config-track)# delay up 60 down
30

ステップ 8   

トラッキングコンフィギュレーションモードを終了し、

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに戻

します。

exit

例：

Router(config-track)# exit

ステップ 9   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Router(config)# interface serial 2/0

ステップ 10   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスまたはセカン
ダリ IPアドレスを指定します。

ip address ip-address mask [secondary]

例：

Router(config-if)# ip address
192.168.1.1 255.255.255.0

ステップ 11   

• IPv4アドレスの設定手順については、『Cisco IOS IP
Addressing Services Configuration Guide』の
「Configuring IPv4Addresses」の章を参照してくださ
い。

•この例では、着信インターフェイスの IPアドレスを
指定します。これは、ポリシールーティングがイ

ネーブル化されるインターフェイスです。

ポリシールーティングをイネーブルにし、ポリシールー

ティングに使用するルートマップを指定します。

ip policy route-map map-tag

例：

Router(config-if)# ip policy route-map
alpha

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、ルータをグローバルコンフィギュレーションモード

に戻します。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 13   

ルートマップを指定し、ルートマップコンフィギュレー

ションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Router(config)# route-map alpha

ステップ 14   

ルートマップを設定し、トラッキング対象オブジェクト

の到達可能性を確認します。

set ip next-hop verify-availability
[next-hop-address sequence track object]

例：

Router(config-route-map)# set ip

ステップ 15   

•この例では、デバイスが到達可能である場合、シリ
アルインターフェイス 2/0で受信したパケットを
10.1.1.1へ転送するようにポリシーを設定します。next-hop verify-availability 10.1.1.1

10 track 123

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了し、

ルータを特権 EXECモードに戻します。
end

例：

Router(config-route-map)# end

ステップ 16   

（任意）トラッキング情報を表示します。show track object-number

例：

Router# show track 123

ステップ 17   

•このコマンドを使用して、設定を確認します。「例」
のセクションでこのタスクの出力を参照してくださ

い。

（任意）ルートマップ情報を表示します。show route-map [map-name| all| dynamic]

例：

Router# show route-map alpha

ステップ 18   

•この例では、「alpha」という名前のルートマップに
関する情報を表示します。「例」のセクションでこ

のタスクの出力を参照してください。

例

次の show trackコマンドからの出力は、トラッキング対象オブジェクト 123が到達可能であるこ
とを示しています。

Router# show track 123
Track 123
Response Time Reporter 1 reachability
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Reachability is Up
2 changes, last change 00:00:33

Delay up 60 secs, down 30 secs
Latest operation return code: OK
Latest RTT (millisecs) 20
Tracked by:
ROUTE-MAP 0

次の show route-mapコマンドからの出力は、この作業で設定した「alpha」という名前のルート
マップに関する情報を示しています。

Router# show route-map alpha
route-map alpha, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
ip next-hop verify-availability 10.1.1.1 10 track 123 [up]

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

複数のトラッキングオプションに対する PBR サポートの
設定例

Cisco IOS Release 12.3(11)T、12.2(25)S、およびそれ以前
次の例では、Cisco IOSリリース 12.3(11)T、12.2(25)S、またはそれ以前のリリースを実行している
ルータ上で、PBR用にオブジェクトトラッキングを設定しています。

イーサネットインターフェイス 0で受信したパケットを、デバイスが到達可能である（pingに応
答する）場合に限り、10.1.1.1へ転送するポリシーを設定します。 10.1.1.1がアップしていない場
合は、10.2.2.2へパケットを転送します。 10.2.2.2も到達不可能な場合ポリシールーティングは失
敗し、ルーティングテーブルに従ってパケットをルーティングします。

リモートデバイスに対して pingを実行するため、2つの Response Time Reporter (RTR)を設定し
て、 RTRをトラッキングします。ポリシールーティングがトラッキング対象 RTRの状態をモニ
タし、それらの状態に基づいて転送を決定します。

! Define and start the RTRs.
rtr 1
type echo protocol ipicmpecho 10.1.1.1
rtr schedule 1 start-time now life forever
!
rtr 2
type echo protocol ipicmpecho 10.2.2.2
rtr schedule 2 start-time now life forever
!
! Track the RTRs.
track 123 rtr 1 reachability
track 124 rtr 2 reachability
!
! Enable policy routing on the incoming interface.
interface ethernet 0
ip address 10.4.4.4 255.255.255.0
ip policy route-map beta
!
! 10.1.1.1 is via this interface.
interface ethernet 1
ip address 10.1.1.254 255.255.255.0
!
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! 10.2.2.2 is via this interface.
interface ethernet 2
ip address 10.2.2.254 255.255.255.0
!
! Define a route map to set the next-hop depending on the state of the tracked RTRs.
route-map beta
set ip next-hop verify-availability 10.1.1.1 10 track 123
set ip next-hop verify-availability 10.2.2.2 20 track 124

Cisco IOS Release 12.3(14)T、12.2(33)SXH、およびそれ以降
次の例では、Cisco IOSリリース 12.3(14)T、12.2(33)S、およびそれ以降のリリースを実行している
ルータ上で、PBR用にオブジェクトトラッキングを設定しています。

イーサネットインターフェイス 0で受信したパケットを、デバイスが到達可能である（pingに応
答する）場合に限り、10.1.1.1へ転送するポリシーを設定します。 10.1.1.1がアップしていない場
合は、10.2.2.2へパケットを転送します。 10.2.2.2も到達不可能な場合ポリシールーティングは失
敗し、ルーティングテーブルに従ってパケットをルーティングします。

リモートデバイスに対して pingを実行するため、2つの RTRを設定して、 RTRをトラッキング
します。ポリシールーティングがトラッキング対象 RTRの状態をモニタし、それらの状態に基
づいて転送を決定します。

! Define and start the RTRs.
ip sla monitor 1
type echo protocol ipicmpecho 10.1.1.1
ip sla monitor schedule 1 start-time now life forever
!
ip sla monitor 2
type echo protocol ipicmpecho 10.2.2.2
ip sla monitor schedule 2 start-time now life forever
!
! Track the RTRs.
track 123 rtr 1 reachability
track 124 rtr 2 reachability
!
! Enable policy routing on the incoming interface.
interface ethernet 0
ip address 10.4.4.4 255.255.255.0
ip policy route-map beta
!
! 10.1.1.1 is via this interface.
interface ethernet 1
ip address 10.1.1.254 255.255.255.0
!
! 10.2.2.2 is via this interface.
interface ethernet 2
ip address 10.2.2.254 255.255.255.0
!
! Define a route map to set the next-hop depending on the state of the tracked RTRs.
route-map beta
set ip next-hop verify-availability 10.1.1.1 10 track 123
set ip next-hop verify-availability 10.2.2.2 20 track 124

その他の関連資料
ここでは、複数のトラッキングオプションに対するPBRサポート機能に関する関連資料について
説明します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Application Services Configuration
Guide』の「Configuring Enhanced Object
Tracking」の章

Cisco IOSソフトウェア内でのオブジェクトト
ラッキング

『Cisco IOS IP Addressing Services Configuration
Guide』の「Configuring IPv4 Addresses」の章

IPアドレスの設定

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

コマンドリファレンス
次のコマンドは、このモジュールで説明した機能で導入または修正されたものです。これらのコ

マンドの詳細については、『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent Command Reference』を参照
してください。すべての Cisco IOSコマンドの詳細については、http://tools.cisco.com/Support/
CLILookupでコマンド検索ツールを使用するか、http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/
all_book.htmlで『Cisco IOS Master Command List, All Releases』を参照してください。

• set ip next-hop verify-availability

複数のトラッキングオプションに対する PBR サポートの
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 7：複数のトラッキングオプションに対する PBR サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

複数のトラッキングオプショ

ンに対する PBRサポート機能
は、Cisco Discovery Protocol
（CDP）を使ったオブジェクト
トラッキングの機能を拡張し、

追加の方法を使って、ポリシー

ベースルーティング（PBR）処
理でオブジェクトが使用可能か

どうかを確認できます。確認

方法として使用できるのは、
Internet Control Message Protocol
（ICMP）ping、ユーザデータ
グラムプロトコル（UDP）
ping、またはHTTPGETです。

IP SLAでの構文変更により、
Cisco IOS Release 12.2(33)SXH
で、新しい作業と設定例が導入

されました。

set ip next-hop verify-availability
コマンドは、この機能によって

導入または変更されました。

12.3(4)T 12.2(25)S 12.2(33)SXH複数のトラッキングオプショ

ンに対する PBRサポート
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第 7 章

IPv6 ポリシーベースルーティング

IPv6と IPv4の両方でポリシーベースルーティング（PBR）を使用することにより、ユーザは受
信したパケットのルーティング方法を手動で設定できます。 PBRでは、複数の属性を使用して
ユーザがパケットを識別し、ネクストホップまたはパケットが送信される出力インターフェイ

スを指定することができます。 PBRでは、基本的なパケットマーキング機能も提供します。

• 機能情報の確認, 99 ページ

• IPv6ポリシーベースルーティングに関する情報, 100 ページ

• IPv6ポリシーベースルーティングをイネーブルにする方法, 103 ページ

• IPv6ポリシーベースルーティングの設定例, 110 ページ

• その他の関連資料, 111 ページ

• IPv6ポリシーベースルーティングの機能情報, 112 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 ポリシーベースルーティングに関する情報

ポリシーベースルーティングの概要

ポリシーベースルーティング（PBR）は、トラフィックフローに定義ポリシーを設定し、ルート
におけるルーティングプロトコルへの依存度を軽くして、パケットのルーティングを柔軟に行え

るようにします。したがって、PBRは、ルーティングプロトコルで提供される既存のメカニズム
を拡張および補完することにより、ルーティングの制御を強化します。 PBRを使用すると、IPv6
precedenceを設定できます。単純なポリシーでは、これらのタスクのいずれかを使用し、複雑な
ポリシーでは、これらすべてのタスクを使用できます。高コストリンク上のプライオリティト

ラフィックなど、特定のトラフィックのパスを指定することもできます。

PBR for IPv6は、転送される IPv6パケットおよび送信される IPv6パケットの両方に適用できま
す。転送されるパケットの場合、PBR for IPv6は、次の転送パスでサポートされる IPv6入力イン
ターフェイス機能として実装されます。

•プロセス

•シスコエクスプレスフォワーディング（旧称 CEF）

•分散型シスコエクスプレスフォワーディング

ポリシーは、IPv6アドレス、ポート番号、プロトコル、またはパケットのサイズに基づいて作成
できます。

PBRを使用すると、次の作業を実行できます。

•拡張アクセスリスト基準に基づいてトラフィックを分類する。リストにアクセスし、次に
一致基準を設定します。

•差別化されたサービスクラスをイネーブルにする機能をネットワークに与える IPv6precedence
ビットを設定する。

•特定のトラフィックエンジニアリングパスにパケットをルーティングする。ネットワーク
を介して特定のQualityofService（QoS）を得るためにパケットをルーティングする必要があ
る場合があります。

PBRを使用すると、ネットワークのエッジでパケットを分類およびマーキングできます。PBRで
は、precedence値を設定することにより、パケットをマーキングします。 precedence値は、ネッ
トワークコアにあるデバイスが適切なQoSをパケットに適用するために直接使用でき、これによ
り、パケットの分類がネットワークエッジで維持されます。
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ポリシーベースルーティングの機能

ポリシーベースルーティング（PBR）がイネーブルのインターフェイスで受信するすべてのパケッ
トは、ルートマップと呼ばれる拡張パケットフィルタを経由して渡されます。 PBRで使用する
ルートマップは、ポリシーを要求し、パケットの転送先を判断します。

ルートマップは文で構成されています。ルートマップ文は、permitまたは denyとしてマークで
き、次の方法で解釈されます。

•パケットが、permitとマークされているルートマップのすべての match文に一致する場合、
デバイスは set文を使用して、パケットのポリシールーティングを試みます。それ以外の場
合、パケットは通常どおり転送されます。

•パケットが、denyとマークされているルートマップのいずれかのmatch文に一致する場合、
そのパケットは PBRの影響を受けず、通常どおり転送されます。

•文がpermitとマークされ、パケットがいずれのルートマップ文にも一致しない場合、そのパ
ケットは通常の転送チャネルを介して返送され、宛先ベースのルーティングが実行されま

す。

パケットの送信元のインターフェイスではなく、パケットを受信するインターフェイスでポリシー

ベースルーティング（PBR）インターフェイスを設定する必要があります。

パケットマッチング

IPv6向けポリシーベースルーティング（PBR）は、関連する PBRルートマップで match ipv6
addressコマンドを使用してパケットマッチングを行います。パケットの一致基準は、次に示す、
IPv6アクセスリストでサポートされている基準です。

•入力インターフェイス

•送信元 IPv6アドレス（標準または拡張アクセスコントロールリスト（ACL））

•宛先 IPv6アドレス（標準または拡張 ACL）

•プロトコル（拡張 ACL）

•送信元ポートおよび宛先ポート（拡張 ACL）

• DSCP（拡張 ACL）

•フローラベル（拡張 ACL）

•フラグメント（拡張 ACL）

パケットは、PBRルートマップでmatch lengthコマンドを使用して、パケット長に基づいてマッ
チングすることもできます。

match文は、match ipv6addressコマンドで指定した基準に基づいて最初に評価され、次に、match
lengthコマンドで指定した基準に基づいて評価されます。したがって、ACLと length文の両方が
使用されている場合、最初に ACLによるマッチングがパケットに対して行われます。 ACLマッ
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チングに合格したパケットだけが、パケット長による次のマッチングの対象となります。最後

に、ACLと length文の両方に合格したパケットだけに対してポリシールーティングが行われま
す。

set 文を使用したパケット転送
IPv6パケット転送のポリシーベースルーティング（PBR）は、PBRルートマップでいくつかの
set文を使用して制御されます。これらの set文は、示された順序で個別に評価され、PBRは各 set
文を順番に使用してパケットの転送を試みます。 PBRは、各 set文を個別に評価し、前の set文や
以降の set文は参照しません。

PBR for IPv6のルートマップには、複数の転送文を設定できます。次の set文を指定できます。

• IPv6ネクストホップ。パケットの送信先となるネクストホップ。このネクストホップは、
ルーティング情報ベース（RIB）に存在し、直接接続され、グローバル IPv6アドレスである
必要があります。このネクストホップが無効である場合、set文は無視されます。

•出力インターフェイス。パケットは、指定されたインターフェイスの外に転送されます。
パケットの宛先アドレスのエントリは、IPv6 RIBに存在する必要があります。指定された出
力インターフェイスは、設定されたパスに存在する必要があります。このインターフェイス

が無効な場合、文は無視されます。

•デフォルトの IPv6ネクストホップ。パケットの送信先となるネクストホップ。グローバル
IPv6アドレスである必要があります。この set文は、IPv6 RIBのパケット宛先に明示的なエ
ントリがない場合にだけ使用されます。

•デフォルトの出力インターフェイス。パケットは、指定されたインターフェイスの外に転送
されます。この set文は、IPv6 RIBのパケット宛先に明示的なエントリがない場合にだけ使
用されます。

PBRが set文を評価する順序は、上にリストしている順序となります。この順序は、showコ
マンドでリストしているルートマップの set文での順序とは異なる場合があります。

（注）

ポリシーベースルーティングを使用する場合

特定のパケットを明らかに最短のパス以外の方法でルーティングする必要がある場合は、ポリシー

ベースルーティング（PBR）を使用できます。たとえば、PBRを使用して、次の機能を提供でき
ます。

•同等アクセス

•プロトコル別のルーティング

•送信元別のルーティング

•双方向トラフィック対バッチトラフィックに基づくルーティング
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•専用リンクに基づくルーティング

アプリケーションまたはトラフィックによっては、Quality of Service（QoS）固有のルーティング
が有効です。たとえば、在庫記録を本社に送信する場合は高帯域幅で高コストのリンクを短時間

使用し、電子メールなどの日常的に使うアプリケーションデータは低帯域幅で低コストのリンク

で送信します。

IPv6 ポリシーベースルーティングをイネーブルにする方
法

インターフェイスでの PBR のイネーブル化
PBR for IPv6をイネーブルにするには、パケットの一致基準と目的のポリシールーティングアク
ションを指定する、ルートマップを作成する必要があります。次に、そのルートマップを必要

なインターフェイスに関連付けます。指定されたインターフェイスに到着し、match句に一致す
るすべてのパケットに対して、PBRが実行されます。

PBRでは、set vrfコマンドにより VRFとインターフェイスアソシエーションを切り離し、既存
の PBRまたはルートマップ設定を使用して、ACLベースの分類に基づいて VRFを選択できるよ
うになります。このコマンドは、1つのルータに複数ルーティングテーブルを提供し、ACL分類
に基づいてルートを選択できるようにします。ルータは、ACLに基づいてパケットを分類し、
ルーティングテーブルを選択し、宛先アドレスを検索し、パケットをルーティングします。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number
4. 次のいずれかを実行します。

• match length minimum-length maximum-length

• match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name | access-list-name}

5. 次のいずれかを実行します。

• set ipv6 precedence precedence-value

• set ipv6 next-hop global-ipv6-address [global-ipv6-address...]

• set interface type number [...type number]

•
• set ipv6 default next-hop global-ipv6-address [global-ipv6-address...]

• set default interface type number [...type number]

• set vrf vrf-name

6. exit
7. interface type number
8. ipv6 policy route-map route-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプ

ロトコルへルートを再配布する条件を定義するか、ポリ

シールーティングをイネーブルにします。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number

例：

Router(config)# route-map rip-to-ospf permit

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

• route-mapコマンドを使用して、ルートマップコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

一致基準を指定します。次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• match length minimum-length
maximum-length

•次のうちの任意の項目またはすべてを指定できま
す。

• match ipv6 address {prefix-list
prefix-list-name | access-list-name}

•レベル 3のパケット長とのマッチング。

•指定された IPv6アクセスリストとのマッチン
グ。

例：

Router(config-route-map)# match length 3 200

• matchコマンドを指定しない場合、ルートマッ
プはすべてのパケットに適用されます。

例：

例：

Router(config-route-map)# match ipv6 address
marketing

基準に一致したパケットに適用するアクション（1つま
たは複数）を指定します。

次のいずれかを実行します。ステップ 5   

• set ipv6 precedence precedence-value
•次のうちの任意の項目またはすべてを指定できま
す。

• set ipv6 next-hop global-ipv6-address
[global-ipv6-address...]

• IPv6ヘッダーに precedence値を設定します。• set interface type number [...type number]

• •パケットのルーティング先となるネクスト
ホップを設定します（ネクストホップは隣接

している必要があります）。

• set ipv6 default next-hop global-ipv6-address
[global-ipv6-address...]

• set default interface type number [...type
number]

•パケットの出力インターフェイスを設定しま
す。

• set vrf vrf-name
•宛先への明示的なルートがない場合に、パケッ
トのルーティング先となるネクストホップを

設定します。例：

Router(config-route-map)# set ipv6 precedence
1

•宛先への明示的なルートがない場合に、パケッ
トの出力インターフェイスを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

例：

•ポリシーベースルーティング VRFの選択の
ために、ルートマップ内に VRFインスタン
ス選択を設定します。

例：

Router(config-route-map)# set ipv6 next-hop
2001:DB8:2003:1::95

例：

例：

Router(config-route-map)# set interface
GigabitEthernet 0/0/1

例：

例：

Router(config-route-map)# set ipv6 default
next-hop 2001:DB8:2003:1::95

例：

例：

Router(config-route-map)# set default
interface GigabitEthernet 0/0/0

例：

例：

Router(config-route-map)# set vrf vrfname
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目的コマンドまたはアクション

ルータをグローバルコンフィギュレーションモードに

戻します。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 6   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、ルータをイ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードにしま

す。

interface type number

例：

Router(config)# interface FastEthernet 1/0

ステップ 7   

インターフェイスで IPv6 PBRに使用するルートマップ
を特定します。

ipv6 policy route-map route-map-name

例：

Router(config-if)# ipv6 policy-route-map
interactive

ステップ 8   

ローカル PBR for IPv6 のイネーブル化
デバイスが生成したパケットに対して、通常はポリシーによるルーティングは行われません。こ

れらのパケットのためのローカル IPv6ポリシーベースルーティング（PBR）をイネーブルにする
には、この作業を実行して、どのルートマップをデバイスで使用するべきかを示します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 local policy route-map route-map-name
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

デバイスによって生成されるパケットに対する IPv6
PBRを設定します。

ipv6 local policy route-map route-map-name

例：

Device(config)# ipv6 local policy
route-map pbr-src-90

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

PBR for IPv6 の設定と動作の確認

手順の概要

1. enable
2. show ipv6 policy

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

IPv6ポリシールーティングパケットのアクティビティに
関する情報を表示します。

show ipv6 policy

例：

Device# show ipv6 policy

ステップ 2   
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PBR for IPv6 のトラブルシューティング
ポリシールーティングでは、パケットのさまざまな部分を分析し、次にパケット内の特定のユー

ザ定義属性に基づいてパケットをルーティングします。

手順の概要

1. enable
2. show route-map [map-name | dynamic [dynamic-map-name | application [application-name]] | all]

[detailed]
3. debug ipv6 policy [access-list-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

設定されたすべてのルートマップ、または指定した

1つのルートマップだけを表示します。
show route-map [map-name | dynamic
[dynamic-map-name | application
[application-name]] | all] [detailed]

ステップ 2   

例：

Device# show route-map

IPv6ポリシールーティングパケットのアクティビ
ティのデバッグをイネーブルにします。

debug ipv6 policy [access-list-name]

例：

Device# debug ipv6 policy

ステップ 3   
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IPv6 ポリシーベースルーティングの設定例

例：インターフェイスでの PBR のイネーブル化
次の例では、pbr-dest-1という名前のルートマップを作成および設定し、パケット一致基準および
目的のポリシールーティングアクションを指定します。次に、PBRが GigabitEthernetインター
フェイス 0/0/1でイネーブルにされます。

ipv6 access-list match-dest-1
permit ipv6 any 2001:DB8:2001:1760::/32

route-map pbr-dest-1 permit 10
match ipv6 address match-dest-1
set interface GigabitEthernet 0/0/0

interface GigabitEthernet0/0/1
ipv6 policy-route-map interactive

例：ローカル PBR for IPv6 のイネーブル化
次の例では、宛先 IPv6アドレスがアクセスリスト pbr-src-90で許可されている IPv6アドレス範囲
に一致するパケットが、IPv6アドレス 2001:DB8:2003:1::95のデバイスに送信されています。

ipv6 access-list src-90
permit ipv6 host 2001:DB8:2003::90 2001:DB8:2001:1000::/64

route-map pbr-src-90 permit 10
match ipv6 address src-90
set ipv6 next-hop 2001:DB8:2003:1::95

ipv6 local policy route-map pbr-src-90

例：show ipv6 policy コマンドの出力
show ipv6 policyコマンドによって、次の例で示すように PBR設定が表示されます。
Router# show ipv6 policy

Interface Routemap
GigabitEthernet0/0/0 src-1

例：Route-Map 情報の確認
次の show route-mapコマンドの出力例では、ポリシー一致の数など、特定のルートマップ情報が
表示されます。

Device# show route-map

route-map bill, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
Policy routing matches:0 packets, 0 bytes
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド：
コマンド構文の詳細、コマンドモード、コマン

ド履歴、デフォルト設定、使用上の注意事項、

および例

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能がサポートする新しい RFCまたは変
更された RFCはありません。また、この機能
は既存の規格に対するサポートに影響を及ぼし

ません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 ポリシーベースルーティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 8：IPv6 ポリシーベースルーティングの機能情報

機能情報リリース機能名

IPv6向けポリシーベースルー
ティングを使用すると、ユーザ

は、受信したパケットをルー

ティングする方法を手動で設定

できます。

次のコマンドが導入または変更

されました。debug fm ipv6
pbr、debug ipv6 policy、ipv6
local policy route-map、ipv6
policy route-map、match ipv6
address、match length、
route-map、set default
interface、set interface、set ipv6
default next-hop、set ipv6
next-hop (PBR)、set ipv6
precedence、set vrf、show fm
ipv6 pbr all、show fm ipv6 pbr
interface、show ipv6 policy、お
よび show route-map。

12.2(30)S

12.2(33)SXI4

12.3(7)T

12.4

15.1(1)SY

Cisco IOS XE Release 3.2S

IPv6ポリシーベースルーティ
ング
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第 8 章

ポリシーベースルーティングを使用した

Multi-VRF 選択

ポリシーベースルーティング（PBR）を使用したMulti-VRF選択機能を使用すると、プロバイ
ダーエッジ（PE）のデバイス上の指定されたインターフェイスが、IPアクセスリストで定義さ
れているパケット長や一致基準に基づいて、バーチャルプライベートネットワーク（VPN）に
パケットをルーティングできます。

パケットのポリシールーティングによる VPNルーティングおよび転送（VRF）の選択を、ルー
トマップやグローバルルーティングテーブルを介して、または指定されたVRFにイネーブルに
できます。

setコマンドと route mapコマンドを使用して VRFインスタンスのポリシールーティングパケッ
トをイネーブルにできます。

サポートされるハードウェアでの同じインターフェイス上で、ポリシーベースルーティングを

使用したMulti-VRF選択機能と送信元 IPアドレス機能に基づいたMPLS VPN VRF選択機能の両
方を設定できます。

• 機能情報の確認, 116 ページ

• ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択の前提条件, 116 ページ

• ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択の制限事項, 116 ページ

• ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択に関する情報, 117 ページ

• ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択の設定方法, 121 ページ

• ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択の設定例, 131 ページ

• その他の関連資料, 132 ページ

• ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択の機能情報, 132 ページ

• 用語集, 134 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択
の前提条件

•デバイスは、この機能を設定できるようにするために、ポリシーベースルーティング（PBR）
をサポートする必要があります。 PBRをサポートしないプラットフォームでは、送信元 IP
アドレス機能に基づいてMPLS VPN VRF選択を使用します。

•この機能を設定する前に、バーチャルプライベートネットワーク（VPN）の仮想ルーティ
ングおよび転送（VRF）インスタンスを定義する必要があります。 VRFが存在しない場合
は、コンソールにエラーメッセージが表示されます。

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択
の制限事項

•ルーティングを支援するすべてのコマンドは、ハードウェアスイッチングもサポートしま
す。ただし、CiscoDiscoveryProtocol情報はラインカード上で使用できないため、set ipnext-hop
verify availabilityコマンドは除きます。

•プロトコル独立マルチキャスト（PIM）およびマルチキャストパケットはポリシーベース
ルーティング（PBR）をサポートしていません。また、この機能の一致基準になっている送
信元 IPアドレスには、PIMとマルチキャストパケットを設定できません。

• set vrfおよび set ip global next-hopコマンドは、set default interface、set interface、set ip
default next-hop、および set ip next-hopコマンドとともに設定できます。ただし、set vrfお
よび set ip global next-hopコマンドは、set default interface、set interface、set ip default
next-hop、および set ip next-hopコマンドより優先されます。これら 3つの setコマンドのい
ずれかとともに set vrfコマンドを設定しようとした場合、エラーメッセージは表示されませ
ん。
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•ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択機能は IPプレフィックスリストで
は設定できません。

• set globalおよび set vrfコマンドは、ルートマップに同時に適用することはできません。

•ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択機能は、VRF-lite、つまり、デバイ
スで実行される IPルーティングプロトコルだけをサポートします。マルチプロトコルラベ
ルスイッチング（MPLS）およびバーチャルプライベートネットワーク（VPN）は設定でき
ません。ただし、set vrfコマンドは、MPLS VPNシナリオで機能します。

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択
に関する情報

一致基準に基づいた VPN トラフィックのポリシールーティング
ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択機能は、送信元 IPアドレスに基づくMPLS
VPN VRF選択機能を拡張したものです。ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選
択機能では、一致基準に基づいてバーチャルプライベートネットワーク（VPN）トラフィックを
ポリシールーティングできます。一致基準は、IPアクセスリストに定義されるか、またはパケッ
ト長に基づいて定義されます。シスコソフトウェアがサポートする一致基準は、次のとおりで

す。

• IPアクセスリスト：IPアドレス、IPアドレスの範囲、および他の IPパケットアクセスリ
ストのフィルタリングオプションに基づいて、一致基準を定義します。サポートされるア

クセスリストは、名前付きアクセスリスト、番号付きアクセスリスト、標準アクセスリス

ト、および拡張アクセスリストです。一致基準の定義にはシスコソフトウェアのすべての

IPアクセスリスト設定オプションを使用できます。

•パケット長：パケットの長さ（バイト単位）に基づいて、一致基準を定義します。パケット
長フィルタは、match lengthルートマップコンフィギュレーションコマンドを使用してルー
トマップに定義されます。

ポリシールーティングはルートマップで定義します。ルートマップは、ip policy route-mapイン
ターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して着信インターフェイスに適用します。

IPアクセスリストは、match ip addressルートマップコンフィギュレーションコマンドを使用し
て、ルートマップに適用されます。パケット長の一致基準は、match lengthルートマップコン
フィギュレーションコマンドを使用してルートマップに適用されます。 setアクションは、set
vrfルートマップコンフィギュレーションコマンドを使用して定義されます。一致基準が評価さ
れ、適切なVRFが setコマンドによって選択されます。この組み合わせを使用すると、着信VPN
トラフィックの一致基準を定義し、VPNパケットをポリシーに従って適切な仮想ルーティングお
よび転送（VRF）インスタンスにルーティングできます。
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ポリシーベースルーティングの set コマンド

VRF インスタンスのポリシールーティングパケット
仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスのポリシールーティングパケットをイネーブ
ルにするには、次の setコマンドとともにルートマップコマンドを使用できます。これらは、デ
バイスがパケットのルーティング中に使用する順で一覧されています。

• set tos：IPパケットのヘッダーのタイプオブサービス（TOS）ビットを設定します。

• set df：IPパケットのヘッダーの Don’t Fragment（DF）ビットを設定します。

• setvrf：指定されたインターフェイスを介してパケットをルーティングします。宛先インター
フェイスは VRFインスタンスにだけ属することができます。

• set global：グローバルルーティングテーブルを使用してパケットをルーティングします。
このコマンドは、特定の VRFに属する入力パケットをグローバルルーティングテーブルを
介してルーティングする場合に有効です。

• set ip vrf next-hop：指定された VRFの下に IPv4ネクストホップがある必要がある場合の、
ポリシールーティングのルートマップの一致基準を満たす IPv4パケットの出力先を示して
います。

• set ipv6 vrf next-hop：指定されたVRFの下に IPv6ネクストホップがある必要がある場合の、
ポリシールーティングのルートマップの一致基準を満たす IPv6パケットの出力先を示して
います。

• set ip global next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致基準を満たしたパケッ
トのうち、シスコソフトウェアでグローバルルーティングテーブルが使用されている IPv4
パケットの転送先を示しています。 globalキーワードは、IPv4ネクストホップがグローバル
ルーティングテーブル下にあることを明示的に定義します。

• set ipv6 global next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致基準を満たしたパケッ
トのうち、シスコソフトウェアでグローバルルーティングテーブルが使用されている IPv6
パケットの転送先を示しています。 globalキーワードは、IPv6ネクストホップがグローバル
ルーティングテーブル下にあることを明示的に定義します。

• set interface：パケットが VRFに入るときに、レイヤ 2書き換え情報を使用できる場合は、
set interfaceポリシーに従って同じ VRF下の出力インターフェイスからパケットをルーティ
ングします。

• set ip default vrf：IPv4継承 VRFルーティングと、VRF間ルーティングを提供します。継承
VRFルーティングでは、VRFインターフェイスに到着する IPv4パケットは、同じ出力 VRF
インターフェイスでルーティングされます。 VRF間ルーティングでは、VRFインターフェ
イスに到着する IPv4パケットは、他の出力 VRFインターフェイスのいずれかを介してルー
ティングされます。

• set ipv6 default vrf：IPv6の継承 VRFルーティングと、VRF間ルーティングを提供します。
継承 VRFルーティングでは、VRFインターフェイスに到着する IPv6パケットは、同じ出力
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VRFインターフェイスでルーティングされます。 VRF間ルーティングでは、VRFインター
フェイスに到着する IPv6パケットは、他の出力 VRFインターフェイスのいずれかを介して
ルーティングされます。

• set ip default global：グローバルルーティングに IPv4 VRFを提供します。

• set ipv6 default global：グローバルルーティングに IPv6 VRFを提供します。

• set default interface：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たしたパケット
のうち、宛先に対する明示ルートを持っていないパケットの出力先を示します。インター

フェイスは任意の VRFに属することができます。

• set ip default next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たしたパケッ
トのうち、シスコソフトウェアが宛先に対する明示ルートを持っていない IPv4パケットの
出力先を指定します。

• set ipv6 default next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たしたパ
ケットのうち、シスコソフトウェアが宛先に対する明示ルートを持っていない IPv6パケッ
トの出力先を指定します。

通常のルーティングおよび転送動作の変更

ポリシーベースルーティング（PBR）を設定するときに、標準のルーティングおよび転送動作を
変更するために次の 6種類の setコマンドを使用できます。 set ip next-hopコマンドの潜在的な例
外を除き、これらの setコマンドを設定すると、パケットが仮想ルーティングおよび転送（VRF）
インスタンスに属していない場合は、インターフェイスに入るパケットのルーティング動作がオー

バーライドされます。パケットはグローバルルーティングテーブルを介して出力インターフェ

イスからルーティングされます。

• set default interface：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たしたパケット
のうち、宛先に対する明示ルートを持っていないパケットの出力先を示します。

• set interface：パケットが VRFインターフェイスに入るときに、レイヤ 2書き換え情報を使
用できる場合は、set interfaceポリシーに従って同じ VRF下の出力インターフェイスからパ
ケットをルーティングします。

インターフェイスはピアツーピア（P2P）インターフェイスである必要があり
ます。

（注）

• set ip default next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たしたパケッ
トのうち、シスコソフトウェアが宛先に対する明示ルートを持っていない IPv4パケットの
出力先を指定します。

• set ipv6 default next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たしたパ
ケットのうち、シスコソフトウェアが宛先に対する明示ルートを持っていない IPv6パケッ
トの出力先を指定します。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

119

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択
ポリシーベースルーティングの set コマンド



• set ip next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たした IPv4パケット
の出力先を指定します。 IPv4パケットがVRFインターフェイスで受信され、同じVPN内の
別のインターフェイスから送信されている場合、着信パケットのVRFのコンテキストはイン
ターフェイスから継承されます。

• set ipv6 next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たした IPv6パケッ
トの出力先を指定します。 IPv6パケットがVRFインターフェイスで受信され、同じバーチャ
ルプライベートネットワーク（VPN）内の別のインターフェイスから送信されている場合、
着信パケットの VRFのコンテキストはインターフェイスから継承されます。

継承 VRF、VRF 間、および VRF からグローバルへのルーティングのサポート
ポリシーベースルーティング（PBR）を使用したMulti-VRF選択機能は、継承 VRFおよび VRF
間ルーティングをサポートします。継承 VRFルーティングでは、仮想ルーティングおよび転送
（VRF）インターフェイスに到着するパケットは、同じ出力VRFインターフェイスによってルー
ティングされます。VRF間ルーティングでは、VRFインターフェイスに到着するパケットは、他
の出力 VRFインターフェイスのいずれかを介してルーティングされます。

VRFからグローバルへのルーティングによって、任意のVRFインターフェイスに入るパケットが
グローバルルーティングテーブルを介してルーティングされます。パケットがVRFインターフェ
イスに到着すると、宛先のルックアップは、通常、対応するVRFテーブルでのみ実行されます。
パケットがグローバルインターフェイスに到着した場合、宛先のルックアップはグローバルルー

ティングテーブルで実行されます。

ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択機能は、継承VRF、VRF間、およびVRF
からグローバルへのルーティングをサポートするために、次の setコマンドを変更します。これ
らのコマンドは、デバイスがパケットのルーティング中に使用する順で示されています。

• set global：グローバルルーティングテーブルを使用してパケットをルーティングします。
このコマンドは、特定の VRFに属する入力パケットをグローバルルーティングテーブルを
介してルーティングする場合に有効です。

• set ip global next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致基準を満たしたパケッ
トのうち、シスコソフトウェアでグローバルルーティングテーブルが使用されている IPv4
パケットの転送先を示しています。

• set ipv6 global next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致基準を満たしたパケッ
トのうち、シスコソフトウェアでグローバルルーティングテーブルが使用されている IPv6
パケットの転送先を示しています。

• set ip vrf next-hop：デバイスが VRFテーブルの IPv4ネクストホップをルックアップするよ
うにします。 IPv4パケットが VRFに属するインターフェイスに到着し、パケットが別の
VRF経由でルーティングされる必要がある場合は、set ip vrf next-hopコマンドを使用できま
す。

• set ipv6 vrf next-hop：デバイスが VRFテーブルの IPv6ネクストホップをルックアップする
ようにします。 IPv6パケットが VRFに属するインターフェイスに到着し、パケットが別の
VRF経由でルーティングされる必要がある場合は、set ipv6 vrf next-hopコマンドを使用でき
ます。
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• set ip default vrf：IPv4継承 VRFルーティングと、VRF間ルーティングを提供します。 IPv4
継承 VRFルーティングでは、VRFインターフェイスに到着する IPv4パケットは、同じ出力
VRFインターフェイスでルーティングされます。 VRF間ルーティングでは、VRFインター
フェイスに到着する IPv4パケットは、他の出力 VRFインターフェイスのいずれかを介して
ルーティングされます。

• set ipv6 default vrf：IPv6の継承 VRFルーティングと、VRF間ルーティングを提供します。
IPv6継承 VRFルーティングでは、VRFインターフェイスに到着する IPv6パケットは、同じ
出力 VRFインターフェイスでルーティングされます。 VRF間ルーティングでは、VRFイン
ターフェイスに到着する IPv6パケットは、他の出力 VRFインターフェイスのいずれかを介
してルーティングされます。

• set interface：パケットが VRFに入るときに、レイヤ 2書き換え情報を使用できる場合は、
set interfaceポリシーに従って同じ VRF下の出力インターフェイスからパケットをルーティ
ングします。

• set default interface：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たしたパケット
のうち、宛先に対する明示ルートを持っていないパケットの出力先を示します。インター

フェイスは任意の VRFに属することができます。

• set ip next-hop：IPv4パケットを、グローバルルーティングテーブルを介して IPv4間のルー
ティングおよび転送環境でルーティングします。

• set ipv6 next-hop：IPv6パケットを、グローバルルーティングテーブルを介して IPv6間の
ルーティングおよび転送環境でルーティングします。

• setvrf：ルートマップでマッチングが適切に行われた後で、適切なVRFを選択します。VRS
対応 PSVでは、VRF間（または VRFから VRFへの）スイッチングが許可されます。

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択
の設定方法

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択の一致基準の
定義

デフォルトのルーティングと転送を使用する代わりに選択的にパケットをルーティングするため

に、ポリシーベースルーティング（PBR）を使用したMulti-VRF選択機能の一致基準を定義しま
す。

ポリシーベースルーティング（PBR）を使用したMulti-VRF選択の一致基準は、アクセスリスト
で定義します。標準アクセスリスト、名前付きアクセスリスト、および拡張アクセスリストが

サポートされています。

match lengtルートマップコンフィギュレーションコマンドを設定して、パケット長に基づいて
一致基準を定義できます。この設定オプションはすべてルートマップの中だけで定義されます。
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ここでは、PBRルート選択を設定する方法について説明します。

標準アクセスリストとともにポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選
択の設定

はじめる前に

ここでは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンス、および関連する IPアドレスがす
でに定義されていると見なされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. access-list access-list-number {deny | permit} [source source-wildcard] [log]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

アクセスリストを作成し、ルートマップの一致基準を定義します。access-list access-list-number {deny
| permit} [source source-wildcard]
[log]

ステップ 3   

•一致基準は、IPアドレス、IPアドレスの範囲、および他の IP
パケットアクセスリストのフィルタリングオプションに基づ

例：

Device(config)# access-list 40

いて定義できます。サポートされるアクセスリストは、名前

付きアクセスリスト、番号付きアクセスリスト、標準アクセ

スリスト、および拡張アクセスリストです。一致基準を定義permit source 10.1.1.0/24
0.0.0.255 するために、すべての IPアクセスリスト設定オプションを使

用できます。

•この例は、番号 40の標準アクセスリストを作成しています。
このフィルタは、10.1.1.0/24サブネット内の IPアドレスを持つ
すべてのホストからのトラフィックを許可します。
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名前付き拡張アクセスリストとともにポリシーベースルーティングを使用した

Multi-VRF 選択の設定
名前付き拡張アクセスリストでポリシーベースルーティング（PBR）を使用したMulti-VRF選択
を設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

ここでは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンス、および関連する IPアドレスがす
でに定義されていると見なされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip access-list {standard | extended} [access-list-name | access-list-number]
4. [sequence-number] {permit | deny} protocol source source-wildcard destination destination-wildcard

[option option-value] [precedence precedence] [tostos] [ttl operator-vaue] [log] [time-range
time-range-name] [fragments]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPアクセスリストのタイプを指定し、対応するアクセスリ
ストコンフィギュレーションモードを開始します。

ip access-list {standard | extended}
[access-list-name | access-list-number]

例：

Device(config)# ip access-list extended
NAMEDACL

ステップ 3   

•標準、拡張、または名前付きアクセスリストを指定で
きます。

アクセスリストでパケットを許可または拒否する基準を定義

します。

[sequence-number] {permit | deny} protocol
source source-wildcard destination
destination-wildcard [option option-value]

ステップ 4   

•一致基準は、IPアドレス、IPアドレスの範囲、および
他の IPパケットアクセスリストのフィルタリングオプ

[precedence precedence] [tostos] [ttl
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目的コマンドまたはアクション

operator-vaue] [log] [time-range
time-range-name] [fragments]

ションに基づいて定義できます。サポートされるアク

セスリストは、名前付きアクセスリスト、番号付きア

例：

Device(config-ext-nacl)# permit ip any
any option any-options

クセスリスト、標準アクセスリスト、および拡張アク

セスリストです。一致基準を定義するために、すべて

の IPアクセスリスト設定オプションを使用できます。

•この例は、設定された IPオプションをすべて許可する
名前付きアクセスリストを作成しています。

ルートマップでの Multi-VRF 選択の設定
着信パケットは、ルートマップに定義された一致基準を使用してフィルタリングされます。マッ

チングが適切に行われたあと、setコマンドコンフィギュレーションによって、アウトバウンド
バーチャルプライベートネットワーク（VPN）パケットをポリシーに従ってルーティングする
VRFが決定されます。

はじめる前に

ルートマップを設定する前に仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを定義する必要
があります。そうしないと、エラーメッセージがコンソールに表示されます。

受信エントリは、ip vrf receiveコマンドを使用して VRF選択テーブルに追加する必要がありま
す。ルートマップでmatchと setの処理が行われたときにローカルVRFテーブルに受信エントリ
がない場合、パケットの宛先がローカルであればそのパケットはドロップされます。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
4. 次のいずれかを実行します。

• set ip vrf vrf-name next-hop global-ipv4-address [...global-ipv4-address]

• set ipv6 vrf vrf-name next-hop global-ipv6-address [...global-ipv6-address]

• set ip next-hop recursive vrf global-ipv4-address [...global-ipv4-address]

• set ip global next-hop global-ipv4-address [...global-ipv4-address]

• set ipv6 global next-hop global-ipv6-address [...global-ipv6-address]

5. 次のいずれかを実行します。

• match ip address {acl-number [acl-name | acl-number]}

• match length minimum-lengthmaximum-length

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロト

コルへルートを再配布する条件を定義するか、ポリシールー

ティングをイネーブルにします。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Device(config)# route-map map1 permit 10

ステップ 3   

•ルートマップコンフィギュレーションモードを開始し
ます。
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目的コマンドまたはアクション

指定された VRFよりも IPv4ネクストホップが低い必要が
ある場合に、ポリシールーティングのルートマップの一致

基準を満たすパケットを転送する宛先を示します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• set ip vrf vrf-name next-hop
global-ipv4-address [...global-ipv4-address]

指定された VRFよりも IPv6ネクストホップが低い必要が
ある場合に、ポリシールーティングのルートマップの一致

基準を満たすパケットを転送する宛先を示します。

• set ipv6 vrf vrf-name next-hop
global-ipv6-address [...global-ipv6-address]

• set ip next-hop recursive vrf
global-ipv4-address [...global-ipv4-address] ルートマップに設定されている一致基準を満たすパケット

のために宛先またはネクストホップが使用される IPv4アド
レスを示します。

• set ip global next-hop global-ipv4-address
[...global-ipv4-address]

ソフトウェアがグローバルルーティングテーブルを使用す

るポリシールーティングのルートマップの一致条件を満た

すパケットを転送するための IPv4アドレスを示します。

• set ipv6 global next-hop
global-ipv6-address [...global-ipv6-address]

例：

Device(config-route-map)# set ip vrf myvrf
next-hop 10.0.0.0

ソフトウェアがグローバルルーティングテーブルを使用す

るポリシールーティングのルートマップの一致条件を満た

すパケットを転送するための IPv6アドレスを示します。

例：

Device(config-route-map)# set ipv6 vrf
myvrf next-hop 2001.DB8:4:1::1/64

例：

Device(config-route-map)# set ip next-hop
recursive vrf 10.0.0.0

例：

Device(config-route-map)# set ip global
next-hop 10.0.0.0

例：

Device(config-route-map)# set ipv6 global
next-hop 2001.DB8:4:1::1/64

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで宛先ネッ

トワーク番号のアドレスが許可されているルートを配布し、

次のいずれかを実行します。ステップ 5   

• match ip address {acl-number [acl-name |
acl-number]} 一致したパケットのポリシールーティングを行います。 IP

アクセスリストがサポートされます。
• match length
minimum-lengthmaximum-length •この例は、標準アクセスリスト 1を使用して一致基準

を定義するように、ルートマップを設定しています。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-route-map)# match ip address

IPヘッダー中のレイヤ 3パケット長をクラスマップ中の一
致条件として指定します。

•この例は、長さが 3～ 200バイトのパケットに一致す
るルートマップを設定しています。

1
or

例：

Device(config-route-map)# match length 3
200

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-route-map)# end

ステップ 6   

インターフェイスでポリシーベースルーティングと IP VRF 受信を使用
した Multi-VRF 選択の設定

ルートマップは、ip policy route-mapインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用
して着信インターフェイスに適用されます。

送信元 IPアドレスは仮想ルーティングおよび転送（VRF）選択テーブルに追加する必要がありま
す。 VRF選択は一方向（単一方向）の機能で、着信インターフェイスに適用されます。ルート
マップで matchと setの処理が行われたときにローカル VRFテーブルに受信エントリがない場
合、パケットの宛先がローカルであればそのパケットはドロップされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. ip policy route-map map-tag
5. ip vrf receive vrf-name
6. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：

Device(config)# interface
FastEthernet 0/1/0

ステップ 3   

インターフェイスでポリシールーティングに使用するルー

トマップを特定します。

ip policy route-map map-tag

例：

Device(config-if)# ip policy
route-map map1

ステップ 4   

•この設定例は、map1という名前のルートマップをイ
ンターフェイスに付加しています。

インターフェイスに関連付けられた IPアドレスを VRF
テーブルに追加します。

ip vrf receive vrf-name

例：

Device(config-if)# ip vrf receive
VRF-1

ステップ 5   

•このコマンドは、VRF選択に使用されるVRFごとに
設定する必要があります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択の設定の確認
ポリシーベースルーティング（PBR）を使用したMulti-VRF選択機能の設定を確認するには、次
の手順を実行します。コマンドは任意の順序で入力できます。
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手順の概要

1. show ip access-list [access-list-number | access-list-name]
2. show route-map [map-name]
3. show ip policy

手順の詳細

ステップ 1 show ip access-list [access-list-number | access-list-name]
ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択の一致基準の設定を確認します。コマンド出力
には、3つの標準アクセスリストに一致基準として定義された 3つのサブネット範囲が表示されます。

例：

Device# show ip access-list

Standard IP access list 40
10 permit 10.1.0.0, wildcard bits 0.0.255.255
Standard IP access list 50
10 permit 10.2.0.0, wildcard bits 0.0.255.255
Standard IP access list 60
10 permit 10.3.0.0, wildcard bits 0.0.255.255

ステップ 2 show route-map [map-name]
ルートマップ内の matchおよび setコマンドを確認します。

例：

Device# show route-map

出力には、各ルートマップシーケンスの一致基準および設定アクションが表示されます。また、出力に

は、ルートマップシーケンスごとに、ポリシールーティングが行われたパケット数とバイト数も表示さ

れます。

例：

Device# show route-map map1

route-map map1, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
ip next-hop vrf myvrf 10.5.5.5 10.6.6.6 10.7.7.7
ip next-hop global 10.8.8.8 10.9.9.9
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
Device# show route-map map2
route-map map2, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
vrf myvrf
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
Device# show route-map map3
route-map map3, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
global
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
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次の show route-mapコマンドは、set ip vrf next-hopコマンドの出力を表示します。

例：

Device(config)# route-map test

Device(config-route-map)# set ip vrf myvrf next-hop
Device(config-route-map)# set ip vrf myvrf next-hop 192.168.3.2
Device(config-route-map)# match ip address 255 101
Device(config-route-map)# end
Device# show route-map

route-map test, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): 101
Set clauses:
ip vrf myvrf next-hop 192.168.3.2
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

次の show route-mapコマンドは、set ip globalコマンドの出力を表示します。

例：

Device(config)# route-map test
Device(config-route-map)# match ip address 255 101
Device(config-route-map)# set ip global next-hop 192.168.4.2
Device(config-route-map)# end
Device# show route-map

*May 25 13:45:55.551: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by consoleout-map
route-map test, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): 101
Set clauses:
ip global next-hop 192.168.4.2
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

ステップ 3 show ip policy
ポリシーベースルーティングを使用したMulti-VRF選択のポリシーを確認します。

例：

Device# show ip policy

次の show ip policyコマンド出力には、ポリシールーティングを設定したインターフェイスおよび関連付
けられたルートマップが表示されます。

例：

Device# show ip policy

Interface Route map
FastEthernet0/1/0 PBR-VRF-Selection
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ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択
の設定例

例：ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択の一致基
準の定義

次に、3つの標準アクセスリストを作成して、3つの異なるサブネットワークの一致基準を定義
する例を示します。 FastEthernetインターフェイス 0/1/0で受信されたすべてのパケットは、
PBR-VRF-Selectionルートマップを経由して、同じルートマップシーケンスで一致した仮想ルー
ティングおよび転送（VRF）にルーティングされます。パケットの送信元 IPアドレスが10.1.0.0/24
サブネットに含まれる場合は、ルーティングおよび転送に VRF1が使用されます。

access-list 40 permit source 10.1.0.0 0.0.255.255
access-list 50 permit source 10.2.0.0 0.0.255.255
access-list 60 permit source 10.3.0.0 0.0.255.255
route-map PBR-VRF-Selection permit 10
match ip address 40
set vrf VRF1
!
route-map PBR-VRF-Selection permit 20
match ip address 50
set vrf VRF2
!
route-map PBR-VRF-Selection permit 30
match ip address 60
set vrf VRF3
!
interface FastEthernet 0/1/0
ip address 192.168.1.6 255.255.255.252
ip vrf forwarding VRF4
ip policy route-map PBR-VRF-Selection
ip vrf receive VRF1
ip vrf receive VRF2
ip vrf receive VRF3

例：ルートマップでの Multi-VRF 選択の設定
次の例は、myvrfという名前の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インターフェイスにポリシー
ベースルーティングを適用し、ネクストホップの IPアドレスを 10.0.0.2として指定する set ip vrf
next-hopコマンドを示します。

Device(config)# route-map map1 permit
Device(config)# set vrf myvrf
Device(config-route-map)# set ip vrf myvrf next-hop 10.0.0.2
Device(config-route-map)# match ip address 101
Device(config-route-map)# end

次の例は、デバイスがグローバルルーティングテーブルでネクストホップアドレス 10.0.0.1を
使用するように指定する、set ip globalコマンドを示します。

Device(config-route-map)# set ip global next-hop 10.0.0.1
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multiprotocol Label Switching
Command Reference』

MPLSとMPLSアプリケーションコマンド

『Cisco IOS Security Command Reference』IPアクセスリストコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択
の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 9：ポリシーベースルーティングを使用した Multi-VRF 選択の機能情報

機能情報リリース機能名

ポリシーベースルーティング

（PBR）を使用したMulti-VRF
選択機能を使用すると、プロバ

イダーエッジ（PE）のルータ
上の指定されたインターフェイ

スが、IPアクセスリストで定
義されているパケット長や一致

基準に基づいて、バーチャルプ

ライベートネットワーク

（VPN）にパケットをルーティ
ングできます。この機能と、

MPLS VPN送信元 IPアドレス
に基づく VRF選択機能は、同
じインターフェイス上で一緒に

設定できます。

この機能は、Cisco IOS Release
12.2(33)SRB1で導入されまし
た。

サポートは、Cisco IOS Release
12.2(33)SXH1で追加されまし
た。

この機能は、Cisco IOS Release
12.4(24)Tで統合されました。

Cisco IOS XE Release 2.2では、
この機能は Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサー

ビスルータに実装されました。

次のコマンドが変更されまし

た。set ip global next-hop およ
び set ip vrf next-hop。

12.2(33)SRB1

12.2(33) SXH1

12.4(24)T

Cisco IOS XE Release 2.2

ポリシーベースルーティング

（PBR）を使用したMulti-VRF
選択
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機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS Release
15.2(2)Sで導入されました。

Cisco IOSXERelease 3.6Sでは、
この機能は Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサー

ビスルータに導入されました。

次のコマンドが導入されまし

た。set ipv6 default next-hop、
set ipv6 next-hop (PBR)

15.2(2)S

Cisco IOS XE Release 3.6S
IPv6 VRF対応 PBRのネクスト
ホップの機能拡張

用語集
CEデバイス：カスタマーエッジデバイス。カスタマーネットワークに属し、プロバイダーエッ
ジ（PE）デバイスとのインターフェイスとなるデバイス。

継承 VRFルーティング：VRFインターフェイスに到着したパケットは、同じ出力 VRFインター
フェイスでルーティングされます。

VRF間ルーティング：VRFインターフェイスに到着するパケットは、他の出力 VRFのインター
フェイス経由でルーティングされます。

IP：Internet Protocol（インターネットプロトコル）。TCP/IPスタックにおいてコネクションレス
型のネットワーク間サービスを提供するネットワーク層プロトコル。 IPでは、アドレッシング、
タイプオブサービス指定、フラグメンテーションと再編成、セキュリティなどの機能が提供され

ます。 RFC 791に定義されています。

PBR：Policy-Based Routing（ポリシーベースルーティング）。 PBRでは、受信パケットをどのよ
うにルーティングするかをユーザが手動で設定することができます。

PEデバイス：プロバイダーエッジデバイス。サービスプロバイダーのネットワークの一部であ
り、CEデバイスに接続されたデバイス。これは、スタティックルーティングまたはBGP、RIPv1、
RIPv2などのルーティングプロトコルを使用してCEデバイスとルーティング情報を交換します。

VPN：バーチャルプライベートネットワーク。共通のルーティングテーブルを共有するサイト
のコレクション。VPNは、ISPバックボーンネットワーク上で帯域幅を共有するための安全な方
法を提供します。

VRF：VPN Routing and Forwarding（VPNルーティングおよび転送）インスタンス。 VRFは、IP
ルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使用

する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルール

およびルーティングプロトコルで構成されています。

VRF-Lite：サービスプロバイダーが複数のVPNをサポートし、VPN間で IPアドレスを重複して
使用できるようにする機能。
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第 9 章

Multi-VRF サポート

Multi-VRFサポート機能を使用すると、同じカスタマーエッジ（CE）デバイス内でルーティン
グおよび転送テーブルの複数のインスタンスを設定および維持できます。

• 機能情報の確認, 135 ページ

• Multi-VRFサポートの前提条件, 136 ページ

• Multi-VRFサポートの制約事項, 136 ページ

• Multi-VRFサポートに関する情報, 136 ページ

• Multi-VRFサポートの設定方法, 139 ページ

• Multi-VRFサポートの設定例, 148 ページ

• その他の関連資料, 151 ページ

• Multi-VRFサポートの機能情報, 152 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Multi-VRF サポートの前提条件
ネットワークのコアデバイスおよびプロバイダーエッジ（PE）デバイスは、バーチャルプライ
ベートネットワーク（VPN）操作用に設定する必要があります。

Multi-VRF サポートの制約事項
• Multi-VRFサポート機能は、レイヤ 3インターフェイスでのみ設定できます。

• Multi-VRFサポート機能は、Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）や Intermediate System
to Intermediate System（IS-IS）ではサポートされません。

•特定のデバイスの特定の VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスのラベル配布
は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）またはラベル配布プロトコル（LDP）のいず
れかで処理できます。ただし、両方のプロトコルで同時に処理することはできません。

•マルチキャストは、Multi-VRFサポート機能で設定されているレイヤ 3インターフェイスで
は実行できません。

Multi-VRF サポートに関する情報

Multi-VRF サポート機能の動作
Multi-VRFサポート機能を使用すると、サービスプロバイダーは複数のバーチャルプライベート
ネットワーク（VPN）をサポートすることができ、複数の VPNで IPアドレスが重複することが
可能になります。Multi-VRFサポート機能は、入力インターフェイスを使用して複数の異なる
VPNのルートを区別し、1つまたは複数のレイヤ 3インターフェイスを各仮想ルーティングおよ
び転送（VRF）インスタンスに関連付けることによって仮想パケット転送テーブルを作成します。
VRFのインターフェイスは、FastEthernetポートなどの物理インターフェイス、または VLANス
イッチ仮想インターフェイス（SVI）などの論理インターフェイスにすることができますが、レイ
ヤ 3インターフェイスは、一度に複数のVRFに属することはできません。Multi-VRFサポート機
能により、オペレータはカスタマーエッジ（CE）デバイス上で複数のルーティングドメインを
サポートできます。各ルーティングドメインでは、独自のセットのインターフェイスと独自の

セットのルーティングおよび転送テーブルが使用されます。Multi-VRFサポート機能は、CEがサ
ポートする各ルーティングドメインに CEのラベルスイッチドパス（LSP）を拡張することがで
きます。

Multi-VRFサポート機能は次のように動作します。

•各CEデバイスは、プロバイダーエッジ（PE）デバイスにサイトのローカルルートをアドバ
タイズし、プロバイダーエッジ（PE）デバイスからリモート VPNルートを学習します。
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• PEデバイスは、スタティックルーティング、またはボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）、ルーティング情報プロトコルバージョン1（RIPv1）またはRIPv2などのルーティ
ングプロトコルを使用して、CEデバイスとルーティング情報を交換します。

• PEデバイスは、ラベル配布プロトコル（LDP）または BGPを介して CEデバイスとMPLS
ラベル情報を交換します。

• PEデバイスは、すべてのサービスプロバイダーの VPNルートを PEで維持せずに済むよう
にするため、直接接続された VPNのみの VPNルートを維持する必要があります。各 PEデ
バイスは、直接接続しているサイトごとに VRFを維持します。すべてのサイトが同じ VPN
に参加している場合、PEデバイス上の複数のインターフェイスを 1つの VRFに関連付ける
ことができます。各VPNは、指定されたVRFにマッピングされます。CEデバイスからロー
カル VPNルートを学習した後、PEデバイスは、内部 BGP（iBGP）を介して他の PEデバイ
スと VPNルーティング情報を交換します。

Multi-VRFサポート機能を使用すると、複数のカスタマーが 1つの CEデバイスを共有でき、1つ
の物理リンクのみが CEと PEデバイスの間で使用されます。共有 CEデバイスは、カスタマーご
とに別個のVRFテーブルを維持し、カスタマーの独自のルーティングテーブルに基づいて各カス
タマーのパケットをルーティングします。Multi-VRFサポート機能により、PEデバイスの限定機
能がCEデバイスにまで拡張され、個別のVRFテーブルの維持を通して、VPNのプライバシーと
セキュリティをブランチオフィスにまで拡張できるようになります。

下の図は、各 CEデバイスが 2つの CEデバイスであるかのように機能する構成を示します。
Multi-VRFサポート機能はレイヤ 3機能なので、VRFに関連付けられている各インターフェイス
はレイヤ 3インターフェイスである必要があります。

図 5：複数の仮想 CE デバイスとして動作する各 CE デバイス

Multi-VRF サポート機能を使用してネットワークでパケットが転送され
るしくみ

次に、上の図に示すような、Multi-VRFカスタマーエッジ（CE）対応ネットワークのパケット転
送プロセスを示します。
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• CEがバーチャルプライベートネットワーク（VPN）からパケットを受信すると、CEは入
力インターフェイスに基づいたルーティングテーブルを検索します。ルートが見つかると、

CEはそのルートのプロバイダーエッジ（PE）から受信したマルチプロトコルラベルスイッ
チング（MPLS）ラベルを強制し、パケットを PEに転送します。

•入力PEがCEからパケットを受信すると、対応するラベルスタックで着信ラベルを交換し、
MPLSネットワークにパケットを送信します。

•出力 PEがネットワークからパケットを受信すると、CEからルートのために以前に受信した
ラベルで VPNラベルを交換し、CEにパケットを転送します。

• CEが出力 PEからパケットを受信すると、パケットの着信ラベルを使用して、正しい VPN
にパケットを転送します。

マルチ VRFを設定するには、VRFテーブルを作成し、その VRFに関連付けられているレイヤ 3
インターフェイスを指定します。次に、VPN内、および CEと PE間にルーティングプロトコル
を設定します。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、プロバイダーのバックボーンでの
VPNルーティング情報の配布で優先されるルーティングプロトコルです。

マルチ VRFネットワークには、次の 3つの主要コンポーネントがあります。

• VPNルートターゲットコミュニティ：これは、VPNコミュニティの他のすべてのメンバの
リストです。各 VPNコミュニティメンバの VPNルートターゲットを設定する必要があり
ます。

• VPNコミュニティ PEデバイスのマルチプロトコル BGPピアリング：VPNコミュニティの
すべてのメンバに VRFの到達可能情報を伝播します。 VPNコミュニティのすべての PEデ
バイスで BGPピアリングを設定する必要があります。

• VPN転送：VPNサービスプロバイダーネットワーク上の VPNコミュニティメンバ間です
べてのトラフィックを転送します。

Multi-VRF サポート機能を設定する場合の考慮事項
• Multi-VRFサポート機能を持つデバイスは、複数のカスタマーによって共有され、各カスタ
マーが独自のルーティングテーブルを持ちます。

•各カスタマーはそれぞれ異なる仮想ルーティングおよび転送（VRF）テーブルを使用するた
め、同じ IPアドレスを再利用できます。重複する IPアドレスは、異なるバーチャルプライ
ベートネットワーク（VPN）で許可されます。

• Multi-VRFサポート機能を使用すると、複数のカスタマーがプロバイダーエッジ（PE）デバ
イスとカスタマーエッジ（CE）デバイスの間で同じ物理リンクを共有できます。複数の
VLANを持つトランクポートでは、カスタマー間のパケットが分割されます。それぞれの
お客様には独自の VLANがあります。

• PEデバイスでは、Multi-VRFサポート機能の使用と、複数の CEデバイスの使用に違いはあ
りません。

• Multi-VRFサポート機能は、パケットスイッチングレートには影響しません。
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Multi-VRF サポートの設定方法

VRF の設定
仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを設定するには、次の手順を実行します。プ
ロバイダーエッジ（PE）デバイスおよびカスタマーエッジ（CE）デバイスの両方でVRFを設定
するようにします。

VRFが設定されていない場合、デバイスには、次のデフォルト設定が適用されます。

• VRFは定義されていません。

•インポートマップ、エクスポートマップ、ルートマップは定義されていません。

• VRFの最大ルートはありません。

•グローバルルーティングテーブルはインターフェイスにあります。

マルチキャストは、Multi-VRFサポート機能と同じレイヤ 3インターフェイス上に同時に設定
することはできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip routing
4. ip vrf vrf-name
5. rd route-distinguisher
6. route-target {export | import | both} route-target-ext-community
7. import map route-map
8. exit
9. interface type slot/subslot/port[.subinterface]
10. ip vrf forwarding vrf-name
11. end
12. show ip vrf
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPルーティングをイネーブルにします。ip routing

例：

Device(config)# ip routing

ステップ 3   

VRF名を指定し、VRFコンフィギュレーションモードを
開始します。

ip vrf vrf-name

例：

Device(config)# ip vrf v1

ステップ 4   

ルート識別子を指定して VRFテーブルを作成します。rd route-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 100:1

ステップ 5   

自律システム番号および任意の数（xxx:y）、または IPア
ドレスおよび任意の数（A.B.C.D:y）のいずれかを入力し
ます。

指定されたVRFのインポート、エクスポート、またはイ
ンポートおよびエクスポートルートターゲットコミュニ

ティのリストを作成します。

route-target {export | import | both}
route-target-ext-community

例：

Device(config-vrf)# route-target
export 100:1

ステップ 6   

自律システム番号および任意の数（xxx:y）、または IPア
ドレスおよび任意の数（A.B.C.D:y）のいずれかを入力し
ます。

このコマンドは、BGPが稼働している場合にだ
け有効です。

（注）

（任意）VRFにルートマップを対応付けます。import map route-map

例：

Device(config-vrf)# import map
importmap1

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 8   

VRFに関連付けるレイヤ 3インターフェイスを指定し、
インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface type
slot/subslot/port[.subinterface]

例：

Device(config)# interface
fastethernet3/0/0.10

ステップ 9   

インターフェイスはルーテッドポートまたは SVIに設定
できます。

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対応付けます。ip vrf forwarding vrf-name

例：

Device(config-if)# ip vrf forwarding
v1

ステップ 10   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 11   

VRF設定を表示します。show ip vrf

例：

Device# show ip vrf

ステップ 12   

ルーティングプロトコルとしての BGP の設定
ほとんどのルーティングプロトコルは、カスタマーエッジ（CE）デバイスとプロバイダーエッ
ジ（PE）デバイス間で使用できます。ただし、次の理由で、外部BGP（eBGP）が推奨されます。

• BGPは、多数の CEデバイスと通信するのに複数のアルゴリズムを必要としません。

• BGPは、さまざまな管理によって稼働するシステム間でルーティング情報を渡すように設計
されています。

• BGPによって、CEデバイスにルート属性を簡単に渡すことができます。

BGPがルーティングプロトコルとして使用されている場合、PEデバイスとCEデバイス間のマル
チプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベル交換の処理にもその BGPを使用できます。
対照的に、Open Shortest Path First（OSPF）、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、
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ルーティング情報プロトコル（RIP）、またはスタティックルーティングが使用されている場合
は、ラベル配布プロトコル（LDP）をラベルのシグナリングに使用する必要があります。

BGPを PEから CEへのルーティングセッションのために設定するには、CEデバイスと PEデバ
イスで次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. network ip-addressmask network-mask
5. redistribute ospf process-idmatch internal
6. network ip-address wildcard-mask area area-id
7. address-family ipv4 vrf vrf-name
8. neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as as-number
9. neighbor address activate

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

BGPルーティングプロセスを他の BGPデバイスに渡
す自律システム番号で設定し、ルータコンフィギュ

レーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 3   

BGPを使用してアナウンスするネットワークおよびマ
スクを指定します。

network ip-addressmask network-mask

例：

Device(config-router)# network 10.0.0.0
mask 255.255.255.0

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

OSPF内部ルートを再配布するようにデバイスを設定
します。

redistribute ospf process-idmatch internal

例：

Device(config-router)# redistribute ospf
2 match internal

ステップ 5   

OSPFを実行しているネットワークアドレスとマス
ク、およびそのネットワークアドレスのエリア IDを
識別します。

network ip-address wildcard-mask area area-id

例：

Device(config-router)# network 10.0.0.0
255.255.255.0 area 0

ステップ 6   

次の 2つのコマンドに関連付ける仮想ルーティングお
よび転送（VRF）インスタンスの名前を識別し、VRF
アドレスファミリモードを開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family ipv4
vrf v12

ステップ 7   

ネイバーアドレス（またはピアグループ名）のこの

デバイスの BGPネイバーテーブルおよびネイバーの
自律システム番号を通知します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
remote-as as-number

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 remote-as 100

ステップ 8   

IPv4アドレスファミリネイバーのアドバタイズメン
トをアクティブ化します。

neighbor address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 activate

ステップ 9   

PE から CE への MPLS 転送およびシグナリングで BGP を使用する場合
の設定

プロバイダーエッジ（PE）デバイスとカスタマーエッジ（CE）デバイス間のルーティングにボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用する場合は、CEデバイスとPEデバイスの両方の仮
想ルーティングおよび転送（VRF）インターフェイスのラベルをシグナリングするようにBGPを
設定します。ルータコンフィギュレーションレベルと、各インターフェイスごとに、シグナリ

ングをグローバルに有効にする必要があります。
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•ルータコンフィギュレーションレベルでは、neighbor send-labelコマンドを使用して、BGP
を介したマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベルのシグナリングをイネーブ
ルにします。

•インターフェイスレベルでは、mpls bgp forwardingコマンドを使用して、PEから CEへの
外部 BGP（eBGP）セッションに使用されるインターフェイスでMPLS転送をイネーブルに
します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. address-family ipv4 vrf vrf-name
5. neighbor address send-label
6. neighbor address activate
7. end
8. configure terminal
9. interface type slot/subslot/port[.subinterface]
10. mpls bgp forwarding

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

BGPルーティングプロセスを他のデバイスに渡す BGP
自律システム番号で設定し、ルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Device(config)# router bgp 100

ステップ 3   

次の 2つのコマンドに関連付ける VRFインスタンスの名
前を識別し、アドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family
ipv4 vrf v12

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

BGPを使用して IPv4ルートとともにMPLSラベルをピア
デバイスに配布できるようにデバイスを設定します。

neighbor address send-label

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 send-label

ステップ 5   

このコマンドを発行するときに BGPセッションが実行中
の場合、BGPセッションが再開されるまでコマンドは有
効になりません。

IPv4アドレスファミリネイバーのアドバタイズメントを
アクティブ化します。

neighbor address activate

例：

Device(config-router-af)# neighbor
10.0.0.3 activate

ステップ 6   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 8   

BGPセッションで使用されるインターフェイスのインター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/subslot/port[.subinterface]

例：

Device(config)# interface
fastethernet3/0/0.10

ステップ 9   

インターフェイスはルーテッドポートまたは SVIに設定
できます。

インターフェイスでMPLS転送をイネーブルにします。mpls bgp forwarding

例：

Device(config-if)# mpls bgp forwarding

ステップ 10   

BGP 以外のルーティングプロトコルの設定
ルーティング情報プロトコル（RIP）、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）、Open
Shortest Path First（OSPF）、またはスタティックルーティングを使用できます。この設定はOSPF
を使用しますが、その他のプロトコルでもプロセスは同じです。
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プロバイダーエッジ（PE）デバイスとカスタマーエッジ（CE）デバイス間のルーティングプロ
トコルとしてOSPFを使用する場合は、ルータコンフィギュレーションモードで capability vrf-lite
コマンドを発行します。

RIP、EIGRP、OSPF、またはスタティックルーティングが使用されている場合、ラベルのシグ
ナリングにラベル配布プロトコル（LDP）を使用する必要があります。

Multi-VRFサポート機能は、Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）や Intermediate System to
Intermediate System（IS-IS）ではサポートされません。

Multi-VRFサポート機能が設定されているレイヤ 3インターフェイスにマルチキャストを同時
に設定することはできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router ospf process-id [vrf vpn-name]
4. log-adjacency-changes
5. redistribute bgp autonomous-system-number subnets
6. network ip-address subnet-mask area area-id
7. end
8. show ip ospf

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにし、仮想ルーティン
グおよび転送（VRF）テーブルを指定して、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router ospf process-id [vrf vpn-name]

例：

Device(config)# router ospf 100 vrf v1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）隣接ステートの変更を記録します。log-adjacency-changes

例：

Device(config-router)#
log-adjacency-changes

ステップ 4   

これは、デフォルトの状態です。

デバイスをボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
ネットワークから OSPFネットワークに情報を再配布
するように設定します。

redistribute bgp autonomous-system-number
subnets

例：

Device(config-router)# redistribute bgp
800 subnets

ステップ 5   

OSPFが動作するネットワークアドレスとマスク、お
よびそのネットワークアドレスのエリア IDを示しま
す。

network ip-address subnet-mask area area-id

例：

Device(config-router)# network 10.0.0.0
255.255.255.0 area 0

ステップ 6   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 7   

OSPFルーティングプロセスに関する情報を表示しま
す。

show ip ospf

例：

Device# show ip ospf

ステップ 8   

PE から CE への MPLS 転送およびシグナリングで LDP を使用する場合
の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot /subslot/port[.subinterface]
4. mpls ip
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

VRFに関連付けられたインターフェイスのインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。インター

フェイスはルーテッドポートまたはSVIに設定できます。

interface type slot
/subslot/port[.subinterface]

例：

Device(config)# interface
fastethernet3/0/0.10

ステップ 3   

このインターフェイスの通常のルーテッドパスで IPv4パ
ケットのMPLS転送をイネーブルにします。

mpls ip

例：

Device(config-if)# mpls ip

ステップ 4   

Multi-VRF サポートの設定例
次の図は、Multi-VRFのトポロジの例です。
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例：PE デバイスでの Multi-VRF サポートの設定
次に、VRFを設定する例を示します。

configure terminal
ip vrf v1
rd 100:1
route-target export 100:1
route-target import 100:1
exit
ip vrf v2
rd 100:2
route-target export 100:2
route-target import 100:2
exit

次に、ルーティングおよびラベルの交換の両方にBGPを使用して、PEからCEへの接続を設定す
る例を示します。

router bgp 100
address-family ipv4 vrf v2
neighbor 10.0.0.8 remote-as 800
neighbor 10.0.0.8 activate
neighbor 10.0.0.8 send-label
exit
address-family ipv4 vrf vl
neighbor 10.0.0.8 remote-as 800
neighbor 10.0.0.8 activate
neighbor 10.0.0.8 send-label
end

configure terminal
interface fastethernet3/0/0.10
ip vrf forwarding v1
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit
interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v2
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit

次に、ルーティングおよび LDPラベルの交換にOSPFを使用して、PEから CEへの接続を設定す
る例を示します。

router ospf 100 vrf v1
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
router ospf 101 vrf v2
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
interface fastethernet3/0/0.10
ip vrf forwarding v1
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit
interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v2
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit
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例：CE デバイスでの Multi-VRF サポートの設定
次に、VRFの設定例を示します。

configure terminal
ip routing
ip vrf v11
rd 800:1
route-target export 800:1
route-target import 800:1
exit
ip vrf v12
rd 800:2
route-target export 800:2
route-target import 800:2
exit

次に、CEデバイスの VPN接続を設定する例を示します。

interface fastethernet3/8/0
ip vrf forwarding v11
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
exit
interface fastethernet3/11/0
ip vrf forwarding v12
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
exit
router ospf 1 vrf v11
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
router ospf 2 vrf v12
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit

BGPが PEデバイスと CEデバイス間のルーティングに使用されている場合、次の例に示すコ
マンドを使用して、PEデバイスからの BGP学習ルートを OSPFに再配布できます。

（注）

router ospf 1 vrf v11
redistribute bgp 800 subnets
exit
router ospf 2 vrf v12
redistribute bgp 800 subnets
exit

次に、ルーティングおよびラベルの交換の両方にBGPを使用して、PEからCEへの接続を設定す
る例を示します。

router bgp 800
address-family ipv4 vrf v12
neighbor 10.0.0.3 remote-as 100
neighbor 10.0.0.3 activate
neighbor 10.0.0.3 send-label
redistribute ospf 2 match internal
exit
address-family ipv4 vrf vl1
neighbor 10.0.0.3 remote-as 100
neighbor 10.0.0.3 activate
neighbor 10.0.0.3 send-label
redistribute ospf 1 match internal
end
interface fastethernet3/0/0.10
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ip vrf forwarding v11
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit

interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v12
ip address 10.0.0.8 255.255.255.0
mpls bgp forwarding
exit

次に、ルーティングおよび LDPラベルの交換の両方にOSPFを使用して、PEから CEへの接続を
設定する例を示します。

router ospf 1 vrf v11
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
router ospf 2 vrf v12
network 10.0.0.0 255.255.255.0 area 0
exit
interface fastethernet3/0/0.10
ip vrf forwarding v11
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit

interface fastethernet3/0/0.20
ip vrf forwarding v12
ip address 10.0.0.3 255.255.255.0
mpls ip
exit

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Multiprotocol Label Switching
Command Reference』

MPLSとMPLSアプリケーションコマンド

『OSPF Configuration Guide』の「OSPF Support
for Multi-VRF in CE Routers」モジュール

マルチ VRFを使用する OSPF
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

Multi-VRF サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 10：Multi-VRF サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

Multi-VRFサポート機能を使用
すると、同じCEデバイス内で
ルーティングおよび転送テーブ

ルの複数のインスタンスを設定

および維持できます。

Multi-VRFサポート機能は、
Cisco IOS Release 12.1(11)EA1
で導入されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.1(20)EWに統合されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(4)Tに統合されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(8)YNに統合されました。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(18)SXDに統合されまし
た。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(25)EWAに統合されまし
た。

この機能は Cisco IOS Release
12.2(28)SBに統合されました。

この機能は、Cisco IOS XE
Release 3.1で、Cisco ASR 1000
シリーズアグリゲーション

サービスルータに導入されま

した。

Cisco IOS XE Release 3.5Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

12.1(11)EA1

12.1(20)EW

12.2(4)T

12.2(8)YN

12.2(18)SXD

12.2(25)EWA

12.2(28)SB

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE Release 3.5S

Multi-VRFサポート
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第 10 章

デフォルトのパッシブインターフェイス

デフォルトのパッシブインターフェイス機能は、すべてのインターフェイスがデフォルトでパッ

シブとして設定されるように許可することで、配信デバイスの設定を簡素化します。 ISPや大規
模な企業ネットワークでは、多数のディストリビューションデバイスで200以上のインターフェ
イスがあります。これらのインターフェイスからルーティング情報を取得するには、すべての

インターフェイスでルーティングプロトコルを設定し、隣接させないインターフェイスで

passive-interfaceコマンドを手動設定する必要があります。

• 機能情報の確認, 155 ページ

• デフォルトのパッシブインターフェイスに関する情報, 156 ページ

• デフォルトのパッシブインターフェイスの設定方法, 157 ページ

• デフォルトのパッシブインターフェイスの設定例, 159 ページ

• その他の関連資料, 160 ページ

• デフォルトのパッシブインターフェイスの機能情報, 161 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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デフォルトのパッシブインターフェイスに関する情報

デフォルトのパッシブインターフェイス

大規模な企業ネットワークでは、多数のディストリビューションデバイスで 200以上のインター
フェイスがあります。デフォルトのパッシブインターフェイス機能を導入する前に、次の方法で

これらのインターフェイスからルーティング情報を取得できます。

•バックボーンインターフェイスで Open Shortest Path First（OSPF）などのルーティングプロ
トコルを設定し、接続されたインターフェイスを再配布する。

•すべてのインターフェイスでルーティングプロトコルを設定し、手動でそれらのほとんどを
パッシブに設定する。

1つめの方法の場合、ネットワークオペレータは、再配布が行われるデバイスレベルでタイプ 5
リンクステートアドバタイズメント（LSA）を常に集約できるわけではありません。そのため、
多くのタイプ 5 LSAがドメインでフラッディングされる可能性があります。

2つめの方法では、多くのタイプ 1 LSAがドメインにフラッディングされる可能性があります。
エリア境界ルータ（ABR）は、タイプ 1 LSAのそれぞれに対してタイプ 3 LSAを生成し、それら
をバックボーンにフラッディングします。ただし、ABRレベルで固有の集約を実行でき、このと
き、バックボーンにはサマリールートが 1つだけ挿入されます。これにより、処理のオーバー
ヘッドが削減されます。

デフォルトのパッシブインターフェイス機能を導入する前に、すべてのインターフェイスでルー

ティングプロトコルを設定し、隣接させないインターフェイスにpassive-interfaceルータコンフィ
ギュレーションコマンドを手動で設定できます。ただし、一部のネットワークでは、このソリュー

ションは 200以上のパッシブインターフェイスを設定することになります。デフォルトのパッシ
ブインターフェイス機能は、すべてのインターフェイスがデフォルトでパッシブとして設定され

るようにすることで、この問題を解決しました。 passive-interface defaultコマンドを使用して、
すべてのインターフェイスをデフォルトでパッシブとして設定し、隣接が必要な各インターフェ

イスを no passive-interfaceコマンドを使用して設定できます。

デフォルトのパッシブインターフェイス機能は配信デバイスの設定を簡素化し、ネットワーク管

理者は ISPや大規模な企業ネットワークインターフェイスからルーティング情報を取得すること
ができます。

インターフェイスからのルーティングアップデートの防止

ローカルネットワーク上の他のデバイスがダイナミックにルートを学習しないようにするには、

ルーティングアップデートメッセージがデバイスのインターフェイスから送信されないようにし

ます。この機能は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を除くすべての IPベースルー
ティングプロトコルに適用されます。

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

156

デフォルトのパッシブインターフェイス

デフォルトのパッシブインターフェイスに関する情報



Open Shortest Path First（OSPF）および Intermediate System to Intermediate System（IS-IS）は、若干
異なる動作をします。 OSPFの場合、パッシブに指定したインターフェイスアドレスが OSPFド
メインのスタブネットワークとして表示されます。 OSPFルーティング情報は、指定されたデバ
イスのインターフェイスから送受信されません。 IS-ISの場合、指定した IPアドレスはインター
フェイス上で IS-ISを実際に実行することなくアドバタイズされます。

指定したインターフェイスからのルーティングアップデートを防止するには、ルータコンフィ

ギュレーションモードで passive-interface type numberコマンドを使用します。

デフォルトのパッシブインターフェイスの設定方法

デフォルトのパッシブインターフェイスの設定

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）環境内のデバイスのすべてのインターフェイ
スをデフォルトでパッシブとして設定し、隣接が必要なインターフェイスだけをアクティブにす

るには、このタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router eigrp {autonomous-system-number | virtual-instance-number}
4. passive-interface [default] [type number]
5. no passive-interface [default] [type number]
6. network network-address [options]
7. end
8. show ip eigrp interfaces
9. show ip interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

EIGRPプロセスを設定し、ルータコンフィギュレーション
モードを開始します。

router eigrp {autonomous-system-number
| virtual-instance-number}

例：

Device(config)# router eigrp 1

ステップ 3   

• autonomous-system-number：別の EIGRPアドレスファ
ミリデバイスに対するサービスを識別するための自律

システム番号。ルーティング情報にタグを付加するた

めにも使用されます。指定できる範囲は 1～ 65535で
す。

• virtual-instance-number：EIGRP仮想インスタンス名。
この名前は、単一ルータ上のすべてのアドレスファミ

リデバイスプロセスで一意でなければいけませんが、

デバイス間で一意である必要はありません。

デフォルトですべてのインターフェイスをパッシブに設定

します。

passive-interface [default] [type number]

例：

Device(config-router)#
passive-interface default

ステップ 4   

隣接が必要なインターフェイスのみアクティブ化します。no passive-interface [default] [type
number]

ステップ 5   

例：

Device(config-router)# no
passive-interface gigabitethernet
0/0/0

ルーティングプロトコルがアドバタイズするネットワーク

リストを指定します。

network network-address [options]

例：

Device(config-router)# network
192.0.2.0

ステップ 6   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 7   

ネットワークのインターフェイスがパッシブに設定されて

いるかどうかを確認します。

show ip eigrp interfaces

例：
Device# show ip eigrp interfaces

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

イネーブルにしたインターフェイスがアクティブかどうか

を確認します。

show ip interface

例：
Device# show ip interface

ステップ 9   

デフォルトのパッシブインターフェイスの設定例

例：OSPF のパッシブインターフェイスの設定
Open Shortest Path First（OSPF）では、パッシブとして指定されたインターフェイスでは helloパ
ケットは送信されません。したがって、デバイスはネイバーを検出できず、OSPFネイバーもそ
のネットワーク上のデバイスを参照できません。つまり、このインターフェイスは OSPFドメイ
ンへのスタブネットワークとして表示されます。インターフェイス上でOSPFアクティビティを
実行することなく、接続されたネットワークに関連付けられたルートをOSPFドメインにインポー
トするときにこの設定が役立ちます。

passive-interfaceルータコンフィギュレーションコマンドは、通常、networkルータコンフィギュ
レーションコマンドでワイルドカードを指定することによって必要以上のインターフェイスが設

定されるときに使用します。次の設定により、OSPFは172.18.0.0のすべてのサブネットで実行さ
れます。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.18.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0
Device(config-if)# ip address 172.18.2.1 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 2/0/0
Device(config-if)# ip address 172.18.3.1 255.255.255.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 172.18.0.0 0.0.255.255 area 0
Device(config-router)# exit

172.18.3.0で OSPFを実行しない場合は、次のコマンドを入力します。

Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 172.18.0.0 0.0.255.255 area 0
Device(config-router)# no passive-interface GigabitEthernet 2/0/0
Device(config-router)# exit
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例：OSPF のデフォルトのパッシブインターフェイスの設定
次の例では、ネットワークインターフェイスを設定し、パッシブとして Open Shortest Path First
（OSPF）を実行しているすべてのインターフェイスを設定して、シリアルインターフェイス0/0/0
を有効にします。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.19.64.38 255.255.255.0 secondary
Device(config-if)# ip address 172.19.232.70 255.255.255.240
Device(config-if)# no ip directed-broadcast
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Serial 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.24.101.14 255.255.255.252
Device(config-if)# no ip directed-broadcast
Device(config-if)# no ip mroute-cache
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface TokenRing 0/0/0
Device(config-if)# ip address 172.20.10.4 255.255.255.0
Device(config-if)# no ip directed-broadcast
Device(config-if)# no ip mroute-cache
Device(config-if)# ring-speed 16
Device(config-if)# exit
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# passive-interface default
Device(config-router)# no passive-interface Serial 0/0/0
Device(config-router)# network 172.16.10.0 0.0.0.255 area 0
Device(config-router)# network 172.19.232.0 0.0.0.255 area 4
Device(config-router)# network 172.24.101.0 0.0.0.255 area 4
Device(config-router)# end

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

デフォルトのパッシブインターフェイスの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 11：デフォルトのパッシブインターフェイスの機能情報

機能情報リリース機能名

ISPや大規模な企業ネットワー
クでは、多数のディストリ

ビューションデバイスで 200
以上のインターフェイスがあり

ます。これらのインターフェ

イスからルーティング情報を取

得するには、すべてのインター

フェイスでルーティングプロ

トコルを設定し、隣接させない

インターフェイスで

passive-interfaceコマンドを手
動設定する必要がありました。

デフォルトのパッシブインター

フェイス機能を使用すると、1
つの passive-interface defaultコ
マンドを使用してデフォルトで

すべてのインターフェイスを

パッシブとして設定し、その

後、no passive-interfaceコマン
ドを使用して隣接させる個々の

インターフェイスを設定できる

ため、ディストリビューション

デバイスの設定が簡略化されま

す。

デフォルトのパッシブインター

フェイス
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ポリシーベースルーティング

ポリシーベースルーティング機能は、デバイスがパケットをルーティングする前に、それらの

パケットをルートマップに照会するプロセスです。ルートマップは、どのパケットが次にどの

デバイスにルーティングされるかを決定します。ポリシーベースルーティングは、宛先ルーティ

ングよりも柔軟性に富んだパケットルーティングメカニズムです。

• 機能情報の確認, 163 ページ

• ポリシーベースルーティングに関する情報, 164 ページ

• ポリシーベースルーティングの設定方法, 165 ページ

• ポリシーベースルーティングの設定例, 167 ページ

• その他の関連資料, 167 ページ

• ポリシーベースルーティングの機能情報, 168 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ポリシーベースルーティングに関する情報

ポリシーベースルーティング

ポリシーベースルーティングは、デバイスが、パケットをルーティングする前に、それらのパ

ケットをルートマップに照合するプロセスです。ルートマップは、どのパケットが次にどのデ

バイスにルーティングされるかを決定します。特定のパケットを明らかに最短のパス以外の方法

でルーティングする必要がある場合は、ポリシーベースルーティングをイネーブルにします。ポ

リシーベースルーティングを使用すると、同等アクセス、プロトコル依存ルーティング、発信元

依存ルーティング、双方向対バッチトラフィックに基づくルーティング、および専用リンクに基

づくルーティングを実現できます。ポリシーベースルーティングは、宛先ルーティングよりも柔

軟性に富んだパケットルーティングメカニズムです。

ポリシーベースルーティングをイネーブルにするには、ポリシーベースルーティングに使用する

ルートマップを特定し、ルートマップを作成する必要があります。ルートマップ自体は、一致

基準とそのすべての match句が適合した場合の処理を指定します。

インターフェイスでポリシーベースルーティングをイネーブルにするには、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードで ip policy route-map map-tagコマンドを使用することにより、デ
バイスがどのルートマップを使用する必要があるかを示します。宛先 IPアドレスがデバイスの
インターフェイスの IPアドレスと同じ場合を除き、指定したインターフェイスに着信するパケッ
トはポリシーベースルーティングの対象になります。この ip policy route-mapコマンドは、この
インターフェイスに着信するすべてのパケットの高速スイッチングをディセーブルにします。

ポリシーベースルーティングに使用するルートマップを定義するには、route-mapmap-tag [permit
| deny] [sequence-number]グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。

パケットがポリシーベースでルーティングされるかどうかを知るためにパケットを調べるための

基準を定義するには、match lengthminimum-lengthmaximum-lengthコマンドまたはmatch ip address
{access-list-number | access-list-name} [access-list-number | access-list-name]コマンド、またはその両
方をルートマップコンフィギュレーションモードで使用します。ルートマップに match句がな
い場合は、すべてのパケットを指します。

ポリシールートキャッシュのキャッシュエントリを表示するには、show ip cache policyコマンド
を使用します。
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ポリシーベースルーティングの設定方法

ポリシーベースルーティングの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip policy route-map map-tag
5. exit
6. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
7. 次のいずれかまたは両方のコマンドを入力します。

• match length

• match ip address

8. set ip next-hop {ip-address[...ip-address] | dynamic dhcp | encapsulate l3vpn profile-name | peer-address
| recursive [global | vrf vrf-name] ip-address | verify-availability [ip-address sequence track
track-object-number]}

9. end

手順の詳細

ステップ 1 enable

例：

Device> enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例：

Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 3 interface type number
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例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/0

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 4 ip policy route-map map-tag

例：

Device(config-if)# ip policy route-map equal-access

インターフェイスでポリシールーティングに使用するルートマップを特定します。

ステップ 5 exit

例：

Device(config-if)# exit

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 6 route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

Device(config)# route-map equal-access permit 10

ルーティングプロトコル間でルートを再配布する条件を定義するか、ポリシーベースルーティングをイ

ネーブルにしてルートマップコンフィギュレーションモードを開始します。

• map-tag：ルートマップ用のわかりやすい名前を指定します。

• permit：（任意）このルートマップの一致基準が満たされた場合、permitキーワードが指定されて
いると、設定アクションに従ってルートが再配布されます。ポリシールーティングの場合、パケッ

トはポリシーに従ってルーティングされます。一致基準が満たされなかった場合、permitキーワー
ドが指定されていると、同じマップタグを持つ次のルートマップがテストされます。あるルート

が、同じ名前を共有するルートマップセットの一致基準のいずれをも満たさない場合、そのセット

による再配布は行われません。

• deny：（任意）ルートマップの一致基準が満たされた場合でも、denyキーワードが指定されている
とルートは再配布されません。ポリシールーティングの場合、パケットはポリシーに従ってルーティ

ングされません。また、同じマップタグ名を共有するルートマップは、これ以上検証されません。

パケットがポリシールーティングの対象にならない場合、通常の転送アルゴリズムが使用されます。

• sequence-number：（任意）すでに同じ名前で設定されているルートマップリスト内の新しいルート
マップの位置を指定する番号。このコマンドのno形式を使用すると、このルートマップの configure
terminalの位置が削除されます。

ステップ 7 次のいずれかまたは両方のコマンドを入力します。

• match length
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• match ip address

例：

Device(config-route-map)# match ip address 1

ポリシーベースでルーティングされるかどうかを知るためにパケットを検査する基準を定義します。

ステップ 8 set ip next-hop {ip-address[...ip-address] | dynamic dhcp | encapsulate l3vpn profile-name | peer-address | recursive
[global | vrf vrf-name] ip-address | verify-availability [ip-address sequence track track-object-number]}

例：

Device(config-route-map)# set ip next-hop 172.16.6.6

ポリシールーティング用のルートマップの match節を通過したパケットの送出先を指定します。

ステップ 9 end

例：

Device(config-route-map)# end

現在のルートマップコンフィギュレーションモードを終了して、特権 EXECモードに戻ります。

ポリシーベースルーティングの設定例

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ポリシーベースルーティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 12：ポリシーベースルーティングの機能情報

機能情報リリース機能名

ポリシーベースルーティング

機能は、デバイスがパケットを

ルーティングする前に、それら

のパケットをルートマップに

照会するプロセスです。ルー

トマップは、どのパケットが

次にどのデバイスにルーティン

グされるかを決定します。ポ

リシーベースルーティングは、

宛先ルーティングよりも柔軟性

に富んだパケットルーティン

グメカニズムを導入します。

次のコマンドが導入または変更

されました。ip policy
route-map。

11.0

Cisco IOS XE Release 2.2
ポリシーベースルーティング
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第 12 章

ポリシーベースルーティングのデフォルト

ネクストホップルート

ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホップルート機能により、set ip default
next-hopコマンドの結果として転送されるパケットをハードウェアレベルでスイッチする機能
が導入されます。以前のソフトウェアリリースでは、ポリシーベースルーティング用にルート

マップから生成された転送されるパケットは、ソフトウェアレベルで交換されます。

• 機能情報の確認, 171 ページ

• ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホップルートに関する情報, 172 ペー
ジ

• ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホップルートの設定方法, 173 ページ

• ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホップルートの設定例, 175 ページ

• その他の関連資料, 176 ページ

• ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホップルートの機能情報, 177 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホッ

プルートに関する情報

ポリシーベースルーティング

ポリシーベースルーティングは、デバイスが、パケットをルーティングする前に、それらのパ

ケットをルートマップに照合するプロセスです。ルートマップは、どのパケットが次にどのデ

バイスにルーティングされるかを決定します。特定のパケットを明らかに最短のパス以外の方法

でルーティングする必要がある場合は、ポリシーベースルーティングをイネーブルにします。ポ

リシーベースルーティングを使用すると、同等アクセス、プロトコル依存ルーティング、発信元

依存ルーティング、双方向対バッチトラフィックに基づくルーティング、および専用リンクに基

づくルーティングを実現できます。ポリシーベースルーティングは、宛先ルーティングよりも柔

軟性に富んだパケットルーティングメカニズムです。

ポリシーベースルーティングをイネーブルにするには、ポリシーベースルーティングに使用する

ルートマップを特定し、ルートマップを作成する必要があります。ルートマップ自体は、一致

基準とそのすべての match句が適合した場合の処理を指定します。

インターフェイスでポリシーベースルーティングをイネーブルにするには、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードで ip policy route-map map-tagコマンドを使用することにより、デ
バイスがどのルートマップを使用する必要があるかを示します。宛先 IPアドレスがデバイスの
インターフェイスの IPアドレスと同じ場合を除き、指定したインターフェイスに着信するパケッ
トはポリシーベースルーティングの対象になります。この ip policy route-mapコマンドは、この
インターフェイスに着信するすべてのパケットの高速スイッチングをディセーブルにします。

ポリシーベースルーティングに使用するルートマップを定義するには、route-mapmap-tag [permit
| deny] [sequence-number]グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。

パケットがポリシーベースでルーティングされるかどうかを知るためにパケットを調べるための

基準を定義するには、match lengthminimum-lengthmaximum-lengthコマンドまたはmatch ip address
{access-list-number | access-list-name} [access-list-number | access-list-name]コマンド、またはその両
方をルートマップコンフィギュレーションモードで使用します。ルートマップに match句がな
い場合は、すべてのパケットを指します。

ポリシールートキャッシュのキャッシュエントリを表示するには、show ip cache policyコマンド
を使用します。

IP ヘッダーでの優先順位の設定
IPヘッダーで優先順位を設定することにより、トラフィックが多い間、そのパケットを他のパケッ
トよりも高い優先順位または低い優先順位で処理するかどうかが決定されます。デフォルトで

は、シスコソフトウェアはこの値を操作しません。ヘッダーは元々の優先値のままです。
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ポリシーベースルーティングがイネーブルの場合、IPヘッダーの優先ビットをデバイスで設定で
きます。キューイング機能がイネーブルの場合、このようなヘッダーを含むパケットは、別のデ

バイスに到達すると優先設定に従って送信順に並べられます。キューイング機能がイネーブルで

ない場合、デバイスは優先ビットに従いません。パケットは FIFOの順序で送信されます。

番号または名前（名前は RFC 791に基づいています）を使用して、優先順位の設定を変更できま
す。 set ip precedenceルートマップコンフィギュレーションコマンドで値を使用して優先順位を
決定するその他の機能をイネーブルにできます。次の表は、使用可能な番号と対応する名前を、

最下位から最上位の優先順位の順に一覧表示します。

表 13：IP precedence 値

名前番号

routine0

priority1

immediate2

flash3

flash-override4

critical5

internet6

network7

setコマンドは、相互に使用できます。前出の表に示された順序で評価されます。使用可能なネ
クストホップはインターフェイスで暗黙指定されます。ローカルデバイスがネクストホップと

使用可能なインターフェイスを検出したら、そのデバイスがパケットをルーティングします。

ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホッ

プルートの設定方法

ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホップルートの

優先順位の設定

パケットの優先順位を設定し、一致基準を満たすパケットの出力先を指定するには、この作業を

実行します。
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set ip next-hopコマンドと set ip default next-hopコマンドは似ていますが、動作順序が異なり
ます。 set ip next-hopコマンドを設定すると、最初にポリシールーティングを使用してから
ルーティングテーブルを使用します。 set ip default next-hopコマンドを設定すると、最初に
ルーティングテーブルを使用してからポリシールーティングで指定されたネクストホップが

使用されます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map route-map-name [permit | deny] [sequence-number]]
4. set ip precedence {number | name}
5. set ip next-hop ip-address [ip-address]
6. set interface type number [...type number]
7. set ip default next-hop ip-address [ip-address]
8. set default interface type number [...type number]
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

再配布を制御するためのルートマップを定義し、ルー

トマップコンフィギュレーションモードに入ります。

route-map route-map-name [permit | deny]
[sequence-number]]

例：

Device(config)# route-map rm1

ステップ 3   

IPヘッダーに優先順位を設定します。set ip precedence {number | name}

例：

Device(config-route-map)# set ip
precedence 5

ステップ 4   

優先順位の番号または名前を指定できま

す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

パケットをルーティングするためのネクストホップを

指定します。

set ip next-hop ip-address [ip-address]

例：

Device(config-route-map)# set ip next-hop
192.0.2.1

ステップ 5   

ネクストホップは隣接するデバイスである必

要があります。

（注）

パケットの出力インターフェイスを指定します。set interface type number [...type number]

例：

Device(config-route-map)# set interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 6   

この宛先に対する明示ルートが存在しない場合は、パ

ケットをルーティングするためのネクストホップを指

定します。

set ip default next-hop ip-address [ip-address]

例：

Device(config-route-map)# set ip default
next-hop 172.16.6.6

ステップ 7   

set ip next-hopコマンドと同様に、set ip
default next-hopコマンドでは、隣接するデバ
イスを指定する必要があります。

（注）

宛先の明示ルートがない場合、パケットの出力インター

フェイスを指定します。

set default interface type number [...type
number]

例：

Device(config-route-map)# set default
interface serial 0/0/0

ステップ 8   

現在のルートマップコンフィギュレーションモードを

終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-route-map)# end

ステップ 9   

ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホッ

プルートの設定例

例：ポリシーベースルーティング

次に、2つの送信元が、異なるサービスプロバイダーに対して同等アクセスを持つ例を示します。
パケットの宛先についての明示的なルートがデバイスにない場合、発信元 10.1.1.1から非同期イ
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ンターフェイス 1/0/0に届くパケットは、172.16.6.6のデバイスに送られます。パケットの宛先に
ついての明示的なルートがデバイスにない場合、発信元172.17.2.2から届くパケットは、192.168.7.7
のデバイスに送られます。デバイスに宛先に関する明示ルートが設定されていないその他のパ

ケットはすべて廃棄されます。

Device(config)# access-list 1 permit ip 10.1.1.1
Device(config)# access-list 2 permit ip 172.17.2.2
Device(config)# interface async 1/0/0
Device(config-if)# ip policy route-map equal-access
Device(config-if)# exit
Device(config)# route-map equal-access permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 1
Device(config-route-map)# set ip default next-hop 172.16.6.6
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# route-map equal-access permit 20
Device(config-route-map)# match ip address 2
Device(config-route-map)# set ip default next-hop 192.168.7.7
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# route-map equal-access permit 30
Device(config-route-map)# set default interface null 0
Device(config-route-map)# exit

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホッ

プルートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 14：ポリシーベースルーティングのデフォルトネクストホップルートの機能情報

機能情報リリース機能名

ポリシーベースルーティング

のデフォルトネクストホップ

ルート機能により、set ip
default next-hopコマンドの結
果として転送されるパケットを

ハードウェアレベルでスイッ

チする機能が導入されます。

以前のリリースでは、ポリシー

ベースルーティング用にルー

トマップから生成された転送

されるパケットは、ソフトウェ

アレベルに交換されていまし

た。

次のコマンドが導入または変更

されました。set ip default
next-hop。

12.1(11)E

Cisco IOS XE Release 2.2
ポリシーベースルーティング

のデフォルトネクストホップ

ルート
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第 13 章

BGP による QoS ポリシー伝搬

BGPによるQoSポリシー伝搬機能を使用すると、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コ
ミュニティリスト、BGP自律システムパス、およびアクセスリストに基づいて IP precedenceに
よってパケットを分類できます。パケットが分類されたら、専用アクセスレート（CAR）およ
び重み付けランダム早期検出（WRED）など、その他の Quality of Service（QoS）機能を使用し
てビジネスモデルに合うようにポリシーを指定および強化できます。

• 機能情報の確認, 179 ページ

• BGPによる QoSポリシー伝搬の前提条件, 180 ページ

• BGPによる QoSポリシー伝搬に関する情報, 180 ページ

• BGPによる QoSポリシー伝搬の設定方法, 181 ページ

• BGPによる QoSポリシー伝搬の設定例, 190 ページ

• その他の関連資料, 192 ページ

• BGPによる QoSポリシー伝搬の機能情報, 193 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGP による QoS ポリシー伝搬の前提条件
•デバイスでボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）およびシスコエクスプレスフォワー
ディング（CEF）または分散型CEF（dCEF）をイネーブルにします。bgp-policyコマンドを
イネーブルにしたATMインターフェイスのサブインターフェイスでは、dCEFがサポートさ
れないため、CEFモードを使用する必要があります。 dCEFは、ルートスイッチプロセッサ
（RSP）ではなくバーサタイルインターフェイスプロセッサ（VIP）を使用してフォワーディ
ング機能を実行します。

•ポリシーを定義する。

• BGP経由でポリシーを適用する。

• BGPコミュニティリスト、BGP自律システムパス、またはアクセスリストを設定し、イン
ターフェイスでポリシーをイネーブルにする。

•ポリシーを使用するために専用アクセスレート（CAR）または重み付けランダム早期検出
（WRED）をイネーブルにします。

BGP による QoS ポリシー伝搬に関する情報

BGP による QoS ポリシー伝搬の利点
BGPによる QoSポリシー伝搬機能を使用すると、BGPコミュニティリスト、BGP自律システム
パス、およびアクセスリストに基づいて IP precedenceによってパケットを分類できます。パケッ
トが分類されたら、専用アクセスレート（CAR）および重み付けランダム早期検出（WRED）な
ど、その他のQoS機能を使用してビジネスモデルに合うようにポリシーを指定および強化できま
す。
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BGP による QoS ポリシー伝搬の設定方法

コミュニティリストに基づいた BGP による QoS ポリシー伝搬の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map route-map-name [permit | deny [sequence-number]]
4. match community {standard-list-number | expanded-list-number | community-list-name [exact]}
5. set ip precedence [number | name]
6. exit
7. router bgp autonomous-system
8. table-map route-map-name
9. exit
10. ip community-list standard-list-number {permit | deny} [community-number]
11. interface type number
12. bgp-policy {source | destination} ip-prec-map
13. exit
14. ip bgp-community new-format
15. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

181

BGP による QoS ポリシー伝搬
BGP による QoS ポリシー伝搬の設定方法



目的コマンドまたはアクション

再配布を制御するためのルートマップを定義し、ルー

トマップコンフィギュレーションモードに入ります。

route-map route-map-name [permit | deny
[sequence-number]]

例：

Device(config)# route-map rm1

ステップ 3   

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のコミュニ
ティリストと照合します。

match community {standard-list-number |
expanded-list-number | community-list-name
[exact]}

ステップ 4   

例：

Device(config-route-map)# match
community 1

コミュニティリストが一致するときの IP precedence
フィールドを設定します。

set ip precedence [number | name]

例：

Device(config-route-map)# set ip
precedence 5

ステップ 5   

優先順位の番号または名前を指定できま

す。

（注）

ルートマップインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6   

BGPプロセスをイネーブルにし、ルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

Device(config)# router bgp 45000

ステップ 7   

BGPで学習したルートで IPルーティングテーブルが更
新される場合の、メトリックとタグの値を修正します。

table-map route-map-name

例：

Device(config-router)# table-map rm1

ステップ 8   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、グロー

バルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 9   

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

182

BGP による QoS ポリシー伝搬
コミュニティリストに基づいた BGP による QoS ポリシー伝搬の設定



目的コマンドまたはアクション

BGPのコミュニティリストを作成し、アクセスを制御
します。

ip community-list standard-list-number
{permit | deny} [community-number]

例：

Device(config)# ip community-list 1
permit 2

ステップ 10   

インターフェイス（またはサブインターフェイス）を指

定し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 11   

IP precedenceを使用してパケットを分類します。bgp-policy {source | destination}
ip-prec-map

ステップ 12   

例：

Device(config-if)# bgp-policy source
ip-prec-map

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 13   

（任意）BGPコミュニティ番号をAA:NN（自律システ
ム：コミュニティ番号/4バイトの数）の形式で表示し
ます。

ip bgp-community new-format

例：

Device(config)# ip bgp-community
new-format

ステップ 14   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config)# end

ステップ 15   
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自律システムパス属性に基づいた BGP による QoS ポリシー伝搬の設
定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map route-map-name [permit | deny [sequence-number]]
4. match as-path path-list-number
5. set ip precedence [number | name]
6. exit
7. router bgp autonomous-system
8. table-map route-map-name
9. exit
10. ip as-path access-list access-list-number {permit | deny} as-regular-expression
11. interface type number
12. bgp-policy {source | destination} ip-prec-map
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

再配布を制御するためのルートマップを定義し、ルー

トマップコンフィギュレーションモードに入ります。

route-map route-map-name [permit | deny
[sequence-number]]

例：
Device(config)# route-map rm1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）自律システ
ムパスアクセスリストに照合します。

match as-path path-list-number

例：
Device(config-route-map)# match as-path
2

ステップ 4   

自律システムパスが一致するときの IPprecedenceフィー
ルドを設定します。

set ip precedence [number | name]

例：
Device(config-route-map)# set ip
precedence 5

ステップ 5   

優先順位の番号または名前を指定できま

す。

（注）

ルートマップインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-route-map)# exit

ステップ 6   

BGPプロセスをイネーブルにし、ルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system

例：
Device(config)# router bgp 45000

ステップ 7   

BGPで学習したルートで IPルーティングテーブルが更
新される場合の、メトリックとタグの値を修正します。

table-map route-map-name

例：
Device(config-router)# table-map rm1

ステップ 8   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、グ

ローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router)# exit

ステップ 9   

自律システムパスのアクセスリストを定義します。ip as-path access-list access-list-number
{permit | deny} as-regular-expression

ステップ 10   

例：
Device(config)# ip as-path access-list
500 permit 45000

インターフェイス（またはサブインターフェイス）を

指定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type number

例：
Device(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 11   

IP precedenceを使用してパケットを分類します。bgp-policy {source | destination}
ip-prec-map

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

例：
Device(config-if)# bgp-policy source
ip-prec-map

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 13   

アクセスリストに基づいた BGP による QoS ポリシー伝搬の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map route-map-name [permit | deny [sequence-number]]
4. match ip address access-list-number
5. set ip precedence [number | name]
6. exit
7. router bgp autonomous-system
8. table-map route-map-name
9. exit
10. access-list access-list-number {permit | deny} source
11. interface type number
12. bgp-policy {source | destination} ip-prec-map
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

再配布を制御するためのルートマップを定義し、ルー

トマップコンフィギュレーションモードに入ります。

route-map route-map-name [permit | deny
[sequence-number]]

例：
Device(config)# route-map rm1

ステップ 3   

アクセスリストを照合します。match ip address access-list-number

例：
Device(config-route-map)# match ip
address 69

ステップ 4   

自律システムパスが一致するときの IP precedence
フィールドを設定します。

set ip precedence [number | name]

例：
Device(config-route-map)# set ip
precedence routine

ステップ 5   

ルートマップインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-route-map)# exit

ステップ 6   

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）プロセスを
イネーブルにし、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

router bgp autonomous-system

例：
Device(config)# router bgp 45000

ステップ 7   

BGPで学習したルートで IPルーティングテーブルが
更新される場合の、メトリックとタグの値を修正しま

す。

table-map route-map-name

例：
Device(config-router)# table-map rm1

ステップ 8   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、グ

ローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：
Device(config-router)# exit

ステップ 9   

アクセスリストを定義します。access-list access-list-number {permit | deny}
source

ステップ 10   

例：
Device(config)# access-list 69 permit
10.69.0.0
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス（またはサブインターフェイス）を

指定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードに入ります。

interface type number

例：
Device(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 11   

IP precedenceを使用してパケットを分類します。bgp-policy {source | destination} ip-prec-map

例：
Device(config-if)# bgp-policy source
ip-prec-map

ステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 13   
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BGP による QoS ポリシー伝搬のモニタリング
BGPによる QoSポリシー伝搬機能の設定をモニタするには、次のオプションコマンドを使用し
ます。

目的コマンドまたはアクション

適切なコミュニティがプレ

フィックスで設定されてい

るかどうかを確認するため

に、ボーダーゲートウェイ

プロトコル（BGP）ルーティ
ングテーブルのエントリを

表示します。

show ip bgp

適切なプレフィックスが選

択されているかどうかを確

認するために、BGPコミュ
ニティによって許可された

ルートを表示します。

show ip bgp community-list community-list-number

シスコエクスプレスフォ

ワーディングのプレフィッ

クスの優先値が適切かどう

かを確認するために、指定

された IPアドレスに基づい
た転送情報ベース（FIB）
テーブルのエントリを表示

します。

show ip cef network

インターフェイスに関する

情報を表示します。

show ip interface

適切な優先値がプレフィッ

クスで設定されていること

を確認するために、ルー

ティングテーブルの現在の

ステータスを表示します。

show ip route prefix
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BGP による QoS ポリシー伝搬の設定例

例：BGP による QoS ポリシー伝搬の設定
次の例では、アクセスリスト、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）コミュニティリスト、
およびBGP自律システムパスを照合するためのルートマップを作成し、ネイバーから学習された
ルートに IP precedenceを適用する方法を示します。

次の図では、デバイスAが自律システム10と自律システム60からのルートを学習します。Quality
of Service（QoS）ポリシーは、定義済みのルートマップに一致するすべてのパケットに適用され
ます。デバイスAから自律システム 10または自律システム 60へのパケットは、図の番号付きの
手順が示すように、適切な QoSポリシーで送信されます。

図 6：デバイスのルート学習と QoS ポリシーの適用

デバイス A の設定

interface serial 5/0/0/1:0
ip address 10.28.38.2 255.255.255.0
bgp-policy destination ip-prec-map
no ip mroute-cache
no cdp enable
frame-relay interface-dlci 20 IETF
router bgp 30
table-map precedence-map
neighbor 10.20.20.1 remote-as 10
neighbor 10.20.20.1 send-community
!
ip bgp-community new-format
!
! Match community 1 and set the IP precedence to priority
route-map precedence-map permit 10
match community 1
set ip precedence priority
!
! Match community 2 and set the IP precedence to immediate
route-map precedence-map permit 20
match community 2
set ip precedence immediate
!
! Match community 3 and set the IP precedence to flash
route-map precedence-map permit 30
match community 3
set ip precedence flash
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!
! Match community 4 and set the IP precedence to flash-override
route-map precedence-map permit 40
match community 4
set ip precedence flash-override
!
! Match community 5 and set the IP precedence to critical
route-map precedence-map permit 50
match community 5
set ip precedence critical
!
! Match community 6 and set the IP precedence to internet
route-map precedence-map permit 60
match community 6
set ip precedence internet
!
! Match community 7 and set the IP precedence to network
route-map precedence-map permit 70
match community 7
set ip precedence network
!
! Match ip address access list 69 or match autonomous system path 1
! and set the IP precedence to critical
route-map precedence-map permit 75
match ip address 69
match as-path 1
set ip precedence critical
!
! For everything else, set the IP precedence to routine
route-map precedence-map permit 80
set ip precedence routine
!
! Define community lists
ip community-list 1 permit 60:1
ip community-list 2 permit 60:2
ip community-list 3 permit 60:3
ip community-list 4 permit 60:4
ip community-list 5 permit 60:5
ip community-list 6 permit 60:6
ip community-list 7 permit 60:7
!
! Define the AS path
ip as-path access-list 1 permit ^10_60
!
! Define the access list
access-list 69 permit 10.69.0.0

デバイス B の設定

router bgp 10
neighbor 10.30.30.1 remote-as 30
neighbor 10.30.30.1 send-community
neighbor 10.30.30.1 route-map send_community out
!
ip bgp-community new-format
!
! Match prefix 10 and set community to 60:1
route-map send_community permit 10
match ip address 10
set community 60:1
!
! Match prefix 20 and set community to 60:2
route-map send_community permit 20
match ip address 20
set community 60:2
!
! Match prefix 30 and set community to 60:3
route-map send_community permit 30
match ip address 30
set community 60:3
!
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! Match prefix 40 and set community to 60:4
route-map send_community permit 40
match ip address 40
set community 60:4
!
! Match prefix 50 and set community to 60:5
route-map send_community permit 50
match ip address 50
set community 60:5
!
! Match prefix 60 and set community to 60:6
route-map send_community permit 60
match ip address 60
set community 60:6
!
! Match prefix 70 and set community to 60:7
route-map send_community permit 70
match ip address 70
set community 60:7
!
! For all others, set community to 60:8
route-map send_community permit 80
set community 60:8
!
! Define access lists
access-list 10 permit 10.61.0.0
access-list 20 permit 10.62.0.0
access-list 30 permit 10.63.0.0
access-list 40 permit 10.64.0.0
access-list 50 permit 10.65.0.0
access-list 60 permit 10.66.0.0
access-list 70 permit 10.67.0.0

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing:
Protocol-Independent Command
Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド

『BGP Configuration Guide』BGPの設定

『Cisco Express Forwarding
Configuration Guide』

シスコエクスプレスフォワーディングの設定

『QoS: Classification
ConfigurationGuide』（『Quality
of Service Solutions Configuration
Guide Library』の一部)の
「Configuring Committed Access
Rate」モジュール

専用アクセスレートの設定
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マニュアルタイトル関連項目

『QoS: Congestion Avoidance
ConfigurationGuide』（『Quality
of Service Solutions Configuration
Guide Library』の一部)の
「Configuring Weighted Random
Early Detection」モジュール

重み付けランダム早期検出の設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

BGP による QoS ポリシー伝搬の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

193

BGP による QoS ポリシー伝搬
BGP による QoS ポリシー伝搬の機能情報

http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn


表 15：BGP による QoS ポリシー伝搬の機能情報

機能情報リリース機能名

BGPによる QoSポリシー伝搬
機能を使用すると、BGPコミュ
ニティリスト、BGP自律シス
テムパス、およびアクセスリ

ストに基づいて IP precedenceに
よってパケットを分類できま

す。パケットが分類されたら、

専用アクセスレート（CAR）
および重み付けランダム早期検

出（WRED）など、その他の
QoS機能を使用してビジネス
モデルに合うようにポリシーを

指定および強化できます。

BGPによる QoSポリシー伝搬

ポリシールーティングのイン

フラストラクチャ機能により、

シスコエクスプレスフォワー

ディング（CEF）での IPポリ
シーベースルーティングのフ

ルサポートが実現します。CEF
により高速スイッチングが徐々

に時代遅れになるに伴い、ポリ

シールーティングが CEFと統
合され、増大するお客様のパ

フォーマンス要件に対応しま

す。ポリシールーティングが

イネーブルの場合、冗長な処理

は回避されます。

ポリシールーティングのイン

フラストラクチャ
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第 14 章

NetFlow ポリシールーティング

NetFlowポリシールーティング（NPR）は、トラフィックエンジニアリングとトラフィック分類
をイネーブルにするポリシールーティングに、課金、キャパシティプランニング、およびリア

ルタイムのトラフィックフローでの情報モニタリングを提供する NetFlowサービスを統合しま
す。 IPポリシールーティングは、シスコエクスプレスフォワーディング（旧称 CEF）、分散
型シスコエクスプレスフォワーディング（旧称 dCEF）、および NetFlowで使用します。

• 機能情報の確認, 195 ページ

• NetFlowポリシールーティングの前提条件, 196 ページ

• NetFlowポリシールーティングの制約事項, 196 ページ

• NetFlowポリシールーティングに関する情報, 196 ページ

• その他の関連資料, 198 ページ

• NetFlowポリシールーティングの機能情報, 199 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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NetFlow ポリシールーティングの前提条件
NetFlowポリシールーティングを機能させるには、次の機能がすでに設定されている必要があり
ます。

•シスコエクスプレスフォワーディング、分散型シスコエクスプレスフォワーディング、ま
たは NetFlow

•ポリシールーティング

NetFlow ポリシールーティングの制約事項
• NetFlowポリシールーティング（NPR）は、シスコエクスプレスフォワーディングをサポー
トするシスコプラットフォームでのみ使用可能です。

•分散された転送情報ベース（FIB）に基づいたポリシールーティングは、分散型シスコエク
スプレスフォワーディングをサポートするプラットフォームでのみ使用可能です。

• set ip next-hop verify-availabilityコマンドは、CDPとして知られていたCiscoDiscovery Protocol
データベースを分散型シスコエクスプレスフォワーディングがサポートしないため、分散

型シスコエクスプレスフォワーディングでサポートされません。

NetFlow ポリシールーティングに関する情報

NetFlow ポリシールーティング
NetFlowポリシールーティング（NPR）は、トラフィックエンジニアリングとトラフィック分類
をイネーブルにするポリシールーティングに、課金、キャパシティプランニング、およびリアル

タイムのトラフィックフローでの情報モニタリングを提供する NetFlowサービスを統合します。
IPポリシールーティングは、シスコエクスプレスフォワーディング（旧称 CEF）、分散型シス
コエクスプレスフォワーディング（旧称 dCEF）、および NetFlowで使用します。

NetFlowポリシールーティングは、次のテクノロジーを利用します。

•シスコエクスプレスフォワーディング。パケットをスイッチするときにルーティングテー
ブルではなく転送情報ベース（FIB）を参照し、デマンドキャッシングスキームのメンテナ
ンス問題を解決します。

•分散型シスコエクスプレスフォワーディング。デマンドキャッシングスキームのスケーラ
ビリティとメンテナンス問題を解決します。

• NetFlow。課金、キャパシティプランニング、およびトラフィックモニタリング機能を実現
します。
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次に、NPRの利点を示します。

• NPRは新しいスイッチングサービスを利用します。シスコエクスプレスフォワーディン
グ、分散型シスコエクスプレスフォワーディング、および NetFlowはポリシールーティン
グを使用できるようになりました。

•ポリシールーティングは広範囲の高速インターフェイスで導入できます。

NPRは、デフォルトのポリシールーティングモードです。シスコエクスプレスフォワーディン
グ、分散型シスコエクスプレスフォワーディング、または NetFlowでポリシールーティングを
イネーブルにするために、追加の設定タスクは必要ありません。これらの機能のいずれかがオン

になるとすぐに、パケットは自動的に適切なスイッチングパスでポリシールーティングの対象に

なります。

次の例は、シスコエクスプレスフォワーディングを使用してポリシールーティングを設定する

例を示します。デバイスがポリシールーティングを試行する前に、testという名前のルートマッ
プのネクストホップ 10.0.0.8が Cisco Discovery Protocolネイバーであることを確認するように、
ルートが設定されます。

Device(config)# ip cef
Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1
Device(config-if)# ip route-cache flow
Device(config-if)# ip policy route-map test
Device(config-if)# exit
Device(config)# route-map test permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 1
Device(config-route-map)# set ip precedence priority
Device(config-route-map)# set ip next-hop 10.0.0.8
Device(config-route-map)# set ip next-hop verify-availability
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# route-map test permit 20
Device(config-route-map)# match ip address 101
Device(config-route-map)# set interface Ethernet 0/0/3
Device(config-route-map)# set ip tos max-throughput
Device(config-route-map)# exit

ネクストホップの到達可能性

デバイスがネクストホップへのポリシールーティングを実行する前に、ルートマップのこのネ

クストホップの到達可能性を検証するためにポリシールーティングを設定するには、set ipnext-hop
verify-availabilityコマンドを使用できます。このコマンドには、次の制限があります。

•これによりパフォーマンスが低下する可能性があります。

• Cisco Discovery Protocolをインターフェイスでイネーブルにする必要があります。

•直接接続されるネクストホップは Cisco Discovery Protocolがイネーブルになったシスコデバ
イスである必要があります。

•これは、分散型シスコエクスプレスフォワーディングの設定とは機能しません。

デバイスがポリシーを使用してネクストホップにパケットをルーティングしているときに、ネク

ストホップがダウンしている場合、デバイスはアドレス解決プロトコル（ARP）の使用を試行し
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ますが失敗します。この動作はいつまでも続く可能性があります。デバイスで set ip next-hop
verify availabilityコマンドを設定することで、この動作を防止できます。このコマンドは、ネク
ストホップにパケットをルーティングする前に、最初に、このネクストホップがそのデバイスの

CiscoDiscoveryProtocolネイバーであることを（ルートマップを使用して）確認します。ただし、
ネクストホップが Cisco Discovery Protocolネイバーではないデバイスでこのコマンドを設定する
と、デバイスは後続のネクストホップを参照します（ある場合）。使用可能なネクストホップ

がない場合、パケットはポリシーを使用してルーティングされません。メディアまたはカプセル

化の一部で Cisco Discovery Protocolがサポートされないため、この設定はオプションです。

set ip next-hop verify availabilityコマンドが設定されていない場合、パケットはポリシールーティ
ングされるか、永続的にルーティングされないまま残ります。

いくつかのネクストホップだけの可用性を確認する場合、異なる基準（アクセスリストの照合ま

たはパケットサイズの照合を使用）で異なるルートマップエントリ（同じルートマップ名）を

設定し、選択的に set ip next-hop verify-availabilityコンフィギュレーションコマンドを使用する
こともできます。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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NetFlow ポリシールーティングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 16：NetFlow ポリシールーティングの機能情報

機能情報リリース機能名

NetFlowポリシールーティング
（NPR）は、ポリシールーティ
ングにNetFlowサービスを統合
し、トラフィックエンジニア

リングとトラフィック分類をイ

ネーブルにします。NetFlow
サービスにより、課金、キャパ

シティプランニング、および

リアルタイムのトラフィック

フローでの情報モニタリングが

実現されます。 IPポリシー
ルーティングは、シスコエク

スプレスフォワーディング、

分散型シスコエクスプレス

フォワーディング、および

NetFlowと連携します。

NetFlowポリシールーティング

ポリシールーティングのイン

フラストラクチャ機能により、

シスコエクスプレスフォワー

ディングおよび NetFlowでの
IPポリシーベースルーティン
グのフルサポートが実現しま

す。ポリシールーティングと

NetFlowの両方がイネーブルの
場合、冗長な処理が回避されま

す。

ポリシールーティングのイン

フラストラクチャ
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第 15 章

再帰スタティックルート

再帰スタティックルート機能を使用すると、スタティックルートのネクストホップアドレスま

たは宛先ネットワーク自体が、学習済みルートの一部としてRIBですでに使用可能な場合にも、
ルーティング情報ベース（RIB）に再帰スタティックルートをインストールすることができま
す。このモジュールでは、再帰スタティックルートについて説明し、再帰スタティックルート

機能を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 201 ページ

• 再帰スタティックルートの制約事項, 202 ページ

• 再帰スタティックルートに関する情報, 202 ページ

• 再帰スタティックルートのインストール方法, 202 ページ

• 再帰スタティックルートの設定例, 207 ページ

• 再帰スタティックルートに関する追加情報, 208 ページ

• 再帰スタティックルートの機能情報, 209 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、プラットフォームおよびソフト

ウェアリリースの不具合の検索ツールとリリースノートを参照してください。このモジュール

に記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認す

る場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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再帰スタティックルートの制約事項
再帰スタティックルートがルートマップを使用してイネーブルになっている場合、仮想ルーティ

ングおよび転送（VRF）インスタンスまたはトポロジごとに 1つのルートマップだけを入力でき
ます。 2つめのルートマップが入力されると、新しいマップで以前のマップが上書きされます。

再帰スタティックルートに関する情報

再帰スタティックルートのインストール方法

VRF での再帰スタティックルートのインストール
特定の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに再帰スタティックルートをインストー
ルするには、次の手順を実行します。任意の数の VRFに再帰スタティックルート機能を設定で
きます。特定の VRFに再帰スタティックルートをインストールすると、ネットワークの残りの
部分にデフォルトの RIB動作（再帰スタティックルートの削除）を維持することができます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. address-family {ipv4 | ipv6}
6. exit
7. exit
8. ip route [vrf vrf-name] prefix mask ip-address
9. ip route static install-routes-recurse-via-nexthop [vrf vrf-name]
10. end
11. show running-config | include install
12. show ip route vrf vrf-name

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

202

再帰スタティックルート

再帰スタティックルートの制約事項



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

仮想ルーティングおよび転送（VRF）ルーティング
テーブルインスタンスを作成し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：
Device(config)# vrf definition vrf1

ステップ 3   

VRFインスタンスのルート識別子を指定します。rd route-distinguisher

例：
Device(config-vrf)# rd 100:1

ステップ 4   

VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドを開始して、VRFの IPv4または IPv6アドレスファ
ミリを指定します。

address-family {ipv4 | ipv6}

例：
Device(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 5   

VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：
Device(config-vrf-af)# exit

ステップ 6   

VRFコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
Device(config-vrf)# exit

ステップ 7   

特定の VRFインスタンスに対するスタティックルー
トを設定します。

ip route [vrf vrf-name] prefix mask ip-address

例：
Device(config)# ip route vrf vrf1
10.0.2.0 255.255.255.0 10.0.1.1

ステップ 8   

特定の VRFインスタンスの RIBにインストールする
ために、再帰スタティックルートをイネーブルにしま

す。

ip route static
install-routes-recurse-via-nexthop [vrf
vrf-name]

例：
Device(config)# ip route static
install-routes-recurse-via-nexthop vrf
vrf1

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config)# end

ステップ 10   

すべての再帰スタティックルートコンフィギュレー

ションを表示します。

show running-config | include install

例：
Device# show running-config | inc
install

ステップ 11   

特定の VRFに関連付けられた IPルーティングテーブ
ルを表示します。

show ip route vrf vrf-name

例：
Device# show ip route vrf vrf1

ステップ 12   

ルートマップを使用した再帰スタティックルートのインストール

ルートマップで定義された仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに再帰スタティッ
クルートをインストールするには、この作業を実行します。ネットワークの特定の範囲にのみ再

帰スタティックルートをインストールする場合は、このタスクを実行できます。 route-mapキー
ワードが vrfキーワードなしで使用される場合、ルートマップで定義される再帰スタティック
ルートはグローバル VRFまたはトポロジに適用されます。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. address-family {ipv4 | ipv6}
6. exit
7. exit
8. ip route [vrf vrf-name] prefix mask ip-address
9. access-list access-list-number permit source [source-wildcard]
10. route-map map-tag
11. match ip address access-list-number
12. exit
13. ip route static install-routes-recurse-via-nexthop [vrf vrf-name] [route-map map-name]
14. end
15. show running-config | include install
16. show ip route vrf vrf-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

仮想ルーティングおよび転送（VRF）ルーティング
テーブルインスタンスを作成し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：
Device(config)# vrf definition vrf1

ステップ 3   

VRFインスタンスのルート識別子を指定します。rd route-distinguisher

例：
Device(config-vrf)# rd 100:1

ステップ 4   

VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドを開始して、VRFの IPv4または IPv6アドレスファ
ミリタイプを指定します。

address-family {ipv4 | ipv6}

例：
Device(config-vrf)# address-family ipv4

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：
Device(config-vrf-af)# exit

ステップ 6   

VRFコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
Device(config-vrf)# exit

ステップ 7   

特定の VRFインスタンスに対するスタティックルー
トを設定します。

ip route [vrf vrf-name] prefix mask ip-address

例：
Device(config)# ip route vrf vrf1
10.0.2.0 255.255.255.0 10.0.1.1

ステップ 8   

変換する必要があるアドレスを許可する標準アクセス

リストを定義します。

access-list access-list-number permit source
[source-wildcard]

例：
Device(config)# access-list 10 permit
10.0.2.0 255.255.255.0

ステップ 9   

ルートの再配布を制御するためのルートマップを定義

し、ルートマップコンフィギュレーションモードに

入ります。

route-map map-tag

例：
Device(config)# route-map map1

ステップ 10   

標準または拡張アクセスリストで許可された宛先ネッ

トワークアドレスを持つルートを照合します。

match ip address access-list-number

例：
Device(config-route-map)# match ip
address 10

ステップ 11   

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：
Device(config-route-map)# exit

ステップ 12   

ルートマップで定義された再帰スタティックルート

の特定の VRFの RIBへのインストールをイネーブル
にします。

ip route static
install-routes-recurse-via-nexthop [vrf
vrf-name] [route-map map-name]

例：
Device(config)# ip route static
install-routes-recurse-via-nexthop vrf
vrf1 route-map map1

ステップ 13   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config)# end

ステップ 14   
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目的コマンドまたはアクション

すべての再帰スタティックルートコンフィギュレー

ションを表示します。

show running-config | include install

例：
Device# show running-config | inc install

ステップ 15   

特定のVRFに関連付けられた IPルーティングテーブ
ルを表示します。

show ip route vrf vrf-name

例：
Device# show ip route vrf vrf1

ステップ 16   

再帰スタティックルートの設定例
•

例：VRF での再帰スタティックルートのインストール
次に、特定の仮想ルーティングおよび転送インスタンスに再帰スタティックルートをインストー

ルする例を示します。 vrfキーワードを使用して、再帰スタティックルートが、指定された VRF
のルーティング情報ベース（RIB）にのみインストールされるようにすることができます。ネッ
トワークの残りの部分では、RIBに再帰スタティックルートをインストールしないというデフォ
ルトの動作が維持されます。次の例は、vrf1の RIBに 10.0.0.0/8ルートがすでにダイナミックま
たはスタティックにインストールされているという想定に基づいています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# vrf definition vrf1
Device(config-vrf)# rd 1:100
Device(config-vrf)# address-family ipv4
Device(config-vrf-af)# exit
Device(config-vrf)# exit
Device(config)# ip route vrf vrf1 10.0.2.0 255.255.255.0 10.0.1.1
Device(config)# ip route static install-routes-recurse-via-nexthop vrf vrf1
Device(config)# end

例：ルートマップを使用した再帰スタティックルートのインストー

ル

ルーティング情報ベース（RIB）にルートマップで定義された再帰スタティックルートをインス
トールするには、route-mapキーワードを使用します。また、指定されたVRFだけにルートマッ
プが適用されるようにするために、特定の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスの
ルートマップを指定することもできます。次の例では、特定の VRFのルートマップが指定され
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ます。次の例は、vrf1の RIBに 10.0.0.0/8ルートがすでにスタティックまたはダイナミックにイ
ンストールされているという想定に基づいています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# vrf definition vrf1
Device(config-vrf)# rd 100:2
Device(config-vrf)# address-family ipv4
Device(config-vrf-af)# exit
Device(config-vrf)# exit
Device(config)# access-list 10 permit 10.0.2.0 255.255.255.0
Device(config)# route-map map1
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# ip route static install-routes-recurse-via-nexthop vrf vrf1 route-map map1
Device(config)# ip route vrf vrf1 10.0.2.0 255.255.255.0 10.0.1.1
Device(config)# ip route vrf vrf1 10.0.3.0 255.255.255.0 10.0.1.1
Device(config)# end

上記の例では、ルート 10.0.2.0 255.255.255.0 10.0.1.1は RIBにインストールされますが、ルート
10.0.3.0 255. 255.255.0 10.0.1.1は RIBにインストールされません。これは、このルートがルート
マップで定義されたネットワークに一致しないためです。

再帰スタティックルートに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』

IPルーティングのプロトコル独立型コマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

   IP ルーティング：プロトコル非依存コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（ASR
1000）

208

再帰スタティックルート

再帰スタティックルートに関する追加情報

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_pi/command/iri-cr-book.html
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再帰スタティックルートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 17：再帰スタティックルートの機能情報

機能情報リリース機能名

再帰スタティックルート機能

を使用すると、スタティック

ルートのネクストホップアド

レスまたは宛先ネットワーク自

体が、学習済みルートの一部と

してRIBですでに使用可能な場
合にも、ルーティング情報ベー

ス（RIB）に再帰スタティック
ルートをインストールすること

ができます。

次のコマンドが導入されまし

た。ip route static
install-recurse-via-nexthop。

Cisco IOS XE Release 3.9S再帰スタティックルート
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